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　真ま理りがリビングのソファーから窓に目を向けると、月明かりが分厚い雲に覆われていた。

　季節の変わり目は雨の日が多い。もうしばらくすれば、また寒い時期がやって来るなと考えながら、彼の言葉を待った。

　今月末にはハロウィン、そのあとはクリスマス、正月にバレンタイン、この先イベントは目白押しだ。職場であるレストランのインテリアをその都度変えなければならず、かなり忙しい。ただ、そんな忙しさが真理は嫌いではなかった。

　特にクリスマスやバレンタイン当日の予約を入れる男性からは、プロポーズの予定を聞かされることも多く、スタッフ一同気合いが入るというものだ。

　顔に出さないようにはしていても、心の中で『成功しますように！』と祈ってしまうのである。それに、プロポーズをされる女性たちの顔は皆幸せそうで、幸せのお裾分けをもらっているような気分になった。

　いつかは自分も、と思い続けていたけれど、その予定はついこの間まではまったくなかったのだが、今の真理にはいずれ結婚する相手がいる。出会いというものはどこに転がっているかわからないものである。

　真理はダイニングテーブルの椅子に腰かけ、キッチンから二人分のアイスティーを持ってきてくれた彼に視線を移した。

　先々月、八月中旬に中学時代の先輩である彼──豊とよ島しま慎しん之の介すけと見合いで再会し、まだ一ヶ月半。

　休みも合わず、会う時間こそ少ないものの、彼との交際は順調だ。結婚の覚悟はまだできないと思っていたのが不思議なほど、今では一緒にいたいという気持ちが大きい。

「中学の頃、なにがあったの？」

　話したくないと言われたら引こう、そう決めて口に出す。

　彼は過去を語りたがらなかった。だから、気になっても聞かないようにしていた。

　過去の一件がトラウマとなり、慎之介がずっと苦しんでいたことを知っていたからこそ、話題にして彼を刺激するような真似はするまいと思っていた。

　だが、真理が過去を気にするあまり、彼に誤解を与えてしまうのでは本末転倒だ。過去がどうでも、彼が今大事に想っているのは自分だけだと信じたかった。身勝手かもしれないけれど、憂いなく彼と未来へ進むために、すべてを解決しておきたかったのだ。

　真理が聞くと、慎之介の視線がテーブルの上に落ちる。長年彼を苦しめてきたトラウマの原因を聞くのは時期尚早だっただろうか。

　無理ならば、と口に出そうとすると慎之介がややあって顔を上げた。

「なにかされたわけじゃないんだ。ただ……」

　そのあとに続いた言葉を聞き、真理の頭の中が真っ白になった。

　今、彼はなんと言った。

　うそだと、偶然だと思おうとした。けれど偶然にしては、示し合わせたように自分の知っている話と同じであることに愕然とする。

　そんなつもりじゃなかった、と言っても、慎之介を長年苦しめていたことは事実だ。その原因がまさか自分にあったなんて、このときまで真理は思いもしなかった。

　真相がつまびらかになった今、実は自分はあなたの後輩だ、などと言えるはずもない。

　事実を彼が知ったらどうなるかは、火を見るよりも明らかである。

「彼女を恨んだよ」

　慎之介の言葉が耳の奥に深く響く。今までの幸せの余韻は欠片もなく、ただただ罪の重さに打ちひしがれる。

　誤解だ、なんて言えない。

　たとえ自分に悪意がなくとも、偶然が及ぼした結果だとしても、彼からすればたまったものではなく、恨まれるのも理解できた。

　あの一件が彼を苦しめていたなんて思わなかった。知らなかった、と言ったところで、自分の罪を消すことはできない。

　聞かなければ良かった、とは思わなかった。タイミングが今だっただけで、いずれ真実は明らかになっていただろうから。

　ただ、幸せの絶頂から突き落とされたような気分に襲われ、過去の行いをひたすら悔やんだ。悔やんだところで現実は変わらなかったけれど。

　彼の抱えているトラウマも二人で乗り越えられるはずだと信じ切っていた。それなのに。

　自分の罪を知られたくない。

　彼を離したくない。嫌われたくない。そんな自分の身勝手さに呆れてしまう。

「やっぱり、いやになった？」

「いやになんてなるわけないっ！　私は……慎之介さんが好きだから。なにがあっても、気持ちは絶対変わらないから」

　けれど、真実を知ればあなたの気持ちは変わるかもしれない、心の中で呟いた。

　安堵するように笑みを浮かべる慎之介を見つめながら、真理は後悔と遣り切れない思いに苛まれた。








　第一章　初恋相手とお見合い？









　真理が都内にある有名レストランチェーン『jardin de bijoux』の店長として働き始めて二年。本社勤めの期間を合わせると、社会人歴は六年となる。『jardin de bijouxジャルダン・ドゥ・ビジュー』はアフタヌーンティーやフランス料理のコースがメインだが、堅苦しくなくカフェ感覚で入れるような明るい内装で、デートや女子会で利用する客が多い。カフェだけの利用も可能のため、パソコンで仕事をするビジネスマンの姿も時折見かける。

　レストランや居酒屋、カフェを展開する飲食業界の大手である株式会社イデアルが経営する店の一つだ。

　イデアルは、社長からの現場を知れという命令により、どこかの異動のタイミングで必ず一度は店長を経験させられる。いずれは本社に戻るだろうが、これはいい経験になる、と『jardin de bijoux』で働き始めてすぐに社長の方針を称えたものだ。

　ちなみに『jardin de bijoux』は、宝石の庭という意味のフランス語で、イデアルが経営する店舗にはすべて「○○の庭」という意味合いの店名がつけられている。

「店長！　マスカットの在庫が切れました！」

　厨房から呼ばれて顔を出すと、この店のシェフとして働く男性社員が冷蔵庫を開けながら言った。マスカットフェアを開催しているこの時期は、十分に在庫を揃えているのだが、予想を超える注文が入ってしまったようだ。

「うわ、もうっ!?　もっと発注しておくんだった～！」

「なに？　マスカットもうなくなったの？」

　パートとして働いている相あい田だ葉よう子こが隣に立って言った。

　葉子は、本社にいた頃の同僚だ。出産を機に退職したが、真理が店長として配属されたのをきっかけにパートとして働くようになった。同い年の同期で友人でもある。

「うん、悪いんだけど……」

「了解。アルバイト全員に伝えておくわ」

　葉子はそう言って、店内に戻った。

　真理もオーダー表を確認し、すでに注文の入ってしまったテーブルを確認した。

（一番と五番テーブルだけね、よかった）

　真理は、一番テーブルへの謝罪をアルバイトに任せ、五番テーブルへと急ぐ。窓際の席に座っている二人は若いカップルのようだ。

「申し訳ございません……ご注文いただいたマスカットパフェですが、マスカットの在庫を切らしておりまして。こちらのメロンパフェならすぐにご用意できるのですが、いかがでしょうか？」

　真理がメニューを手渡すと、男女の視線がこちらへ向いた。

　そのとき、息が止まりそうなほどの衝撃を覚えて、真理はメニューを落としそうになる。男性がメニューを手にしてくれていたおかげで落とさずに済んだが、手が触れてしまった。

「申し訳ございません」

　真理はすぐに手を引き、頭を下げた。男に柔らかい笑みを向けられると、仕事中なのに、過去の記憶が呼び起こされ、懐かしさに泣きそうになる。ぐっと唇を噛みしめたせいで、顔が引き攣った。

（豊島……先輩、だよね）

　彼と出会ったのは、真理が中学に入ってすぐのことだ。







　真理の通う学校は、私立の中高一貫校でこの辺りではレベルが高いと言われていた。家からそう離れていない場所にあるため近所でも受験をする子は多く、真理も姉二人が通っていたという理由で受験したのだ。

　彼──豊島慎之介は、真理の二学年上で生徒会長をしていた。

　全校集会で朝礼台に立つ彼に、女子生徒たちが思わずといった様子で弾んだ声を上げた。ついこの間まで小学生だったというのに、ずいぶんませた生徒たちだ。「静かに！」と叱る教師の声が響くと、一瞬シンとなるものの、ひそひそとした囁き声がそこら中から聞こえてくる。

　真理もまた息を呑み、壇上を見つめていた。

（綺麗……お人形みたい）

　遠目に見る彼は、立ち姿に品があってどこか中性的だった。短く切りそろえられた茶色の髪は芯が通っているように真っ直ぐで、すっきりとした目に甘い顔立ちをしている。声は高くも低くもなく、落ち着いていた。

　あの人は誰、どんな人、彼女はいるの。クラスで作ったグループチャットでは、一部の女子が毎日のように慎之介の話題を出し、それは自然と真理の耳にも入ってきた。

　成績優秀で、目を瞠るほど整った顔立ちと、誰にでも優しい温厚な性格が揃えば、女子生徒からの人気が高いのは当然だ。

　先生の覚えもよく、告白し玉砕した女子生徒の数は二桁に上るという。

　彼と接点を持つために剣道部に入部した女子生徒もいた。体験入部で厳しい練習に音を上げ、残った女子生徒はほとんどいないらしいが。

　学年は違っても、真理もそんな慎之介にほのかな憧れを抱いていた一人だ。

　入学してしばらく経ち、委員会決めが行われた。なるべく楽な委員会がいいと思うのは皆同じ。積極的に手を挙げる生徒たちから順番に決まっていく。

（どうしよう……広報委員とか絶対面倒なやつ）

　残っているのは、学級委員と給食委員と広報委員。学級委員だけはいやだった。早く手を挙げなければと気持ちばかりが焦る。

「はい、じゃあ……広報やりたい人～！」

　真理は周囲を見回して、おずおずと低めに手を挙げた。前に立つ目立つ男子生徒が気づいてくれて幸いだった。

「えぇっと、名前なんだっけ。あ、南みなみ本もとさんか！　もう一人も決定！　ほかにいない～？　はい、じゃあ決まりね！　あとは～」

　真理は止めていた息を吐きだし、胸を撫で下ろす。広報委員は学級新聞などを製作するため時間もかかるし集まりも多いらしい。もっと早めに人気の委員会に手を挙げておけば良かったが、明るく「はい、はーい！」と声を上げるヒエラルキー上層部たちの姿に萎縮し、輪には入れなかったのだ。

　早速今日の放課後、委員会の集まりがあるらしい。とりあえず決まってよかったと、真理は胸を撫で下ろした。

　そして放課後。広報委員は三年生のクラスに集まることになっている。入学してすぐ行われた教師の案内で一度だけ訪れたが、それ以来だ。廊下を歩く男子の身長は高く、女子の雰囲気もどこか大人びている。一学年の廊下とは別世界だった。

　真理は、後ろのドアから教室に入り、黒板に書かれた指示通りの場所に着席した。一年は教室の後ろ側に集められている。まだホームルームの終わっていないクラスもあるのか空席が目立つ。真理は持ってきていた筆記用具を机に出し、置いてあったプリントをなんとはなしに眺めていた。

「南本さん、どうして先に行っちゃったの？　待っててよ～」

　すぐ隣の椅子が引かれて、女子生徒が座る。真理と同じ広報委員に決まった女子生徒だ。委員会に行く前に声をかけようと思ったのだが、彼女がほかの友人と話していたため先に来てしまったのだ。

「あ、ごめん。話し中だったみたいだからさ」

「も～声かけてくれれば良かったのに～今度は一緒に行こうね！」

「うん」

　怒っている様子はない。いい子だな、と思いつつ微笑むと、彼女が声を潜めて真理に顔を近づけてきた。

「ねぇねぇ知ってる？　広報の委員長が転校しちゃったみたいで、生徒会から豊島先輩が手伝いに駆りだされてるんだって。副委員長がやる気ゼロだから、後任が見つかるまで豊島先輩が広報の委員長も兼任してるみたい」

　だって、のあとにハートマークが見えたのは気のせいではないだろう。

「そうなんだ。生徒会も大変だって聞くのにね」

　偏見なのはわかっているが、ああいうモテそうな人は目立ちたがり屋で、裏方仕事が多く面倒な広報の手伝いなどやるはずがないものだと思っていた真理は、彼女の言葉に少なからず驚いた。

「ほかの誰もやりたがらないから先輩が引き受けたんじゃない？　生徒会長になったのも、自薦じゃなくて学年ほぼ全員からの推薦で仕方なくだって聞くし。なんかもう笑っちゃうんだけど、広報の委員長代行も先生やほかの生徒から頼まれたんだって。さすがに過労死レベルだろ、って生徒会副会長が先生に抗議したらしいけど、本人が平気だって引き受けたらしいよ。まぁ先生もさ、任せられる人にやってほしいんだろうね」

「それは、大変そう」

　生徒会に広報の委員長代行を兼任し、テストでは常に学年トップを維持するなんて。彼が人気があるのも頷ける。

「でも、この広報委員も先輩が委員長代行になってから、だらだらする時間がなくなって三十分くらいで終わるようになったらしいよ。良かったよね、広報で」

「うん」

　クラスの女子悔しがってるだろうなぁ、と言って彼女は笑った。そんな話をしているうちに徐々に席が埋まっていく。

　真理は、ペンケースからシャーペンと消しゴムを出して置いた。そのとき、机と机の間を歩く男子生徒の上着が引っかかり、消しゴムが床に落ちてしまう。

「あ……」

　男子生徒は机に当たったことにも気づかず、自分の席を探しに行ってしまった。真理は椅子を引き、床に手を伸ばす。

　すると、隣から小さな笑い声と共に、悪意ある言葉が聞こえてくる。

「腹が邪魔そう」

　シンとしていたわけでもないのに、男子生徒の言葉はよく響いた。反対隣からも「ぶふっ」と噴きだす声が聞こえて、横目に彼女を見ると、決まりが悪そうに目を逸らされた。

　真理は聞こえないふりをして、唇を真一文字に結ぶと、床に手を伸ばした。揶揄されたのはわかっているが、こんなことで泣きたくなかった。突きでた腹が邪魔なのはその通りで、顔が苦痛に歪む。

　ジャケットを着ていないのも悪かった。周囲の面白さを誘ったのは、ブラウス一枚だとよけいに贅肉が隠れず、スカートの上と下で段を作っているからだろう。男子生徒とその友人たちが真理を指差して笑った。

「太りすぎだろ。ケツが椅子からはみ出してんじゃん」

　幼稚園の頃から母とお菓子作りを始め、自分で作った菓子を毎日のように食べていたら体重が増えていった。小学校の頃からこの体型で散々笑われてきた真理にとっては、この程度は慣れっこだ。かといって気分がいいわけではない。泣きたいのを我慢して、なにも言わず黙っていれば、そのうち飽きるとわかっているからそうしているだけだ。

「それにしても、メガネまでぶあつ過ぎねぇっ!?」

「言うなって！　お前、バカ！」

　嘲笑が周囲に広がる。目に涙が滲んできて、唇を強く噛んだ。

　すると、誰かの手が先に消しゴムに届き、机の上にぽんと置かれる。

「これ君の？」

　そう言ったのは、広報委員、委員長代行である慎之介だった。

「あ、は、はい」

　驚きすぎて息が止まるかと思った。間近で見る慎之介は、遠くから見るよりもずっと綺麗で、その存在感に圧倒されそうだ。いつもにこにこしていて穏やかな印象だったが、彼は今、笑みを浮かべておらず、笑っている男子生徒を睥へい睨げいしていた。

　普段穏やかな人が怒ると怖いと言うが、その通りに周囲が静まりかえる。慎之介はなにも言っていないのに、全員が申し訳なさそうに俯いた。

（みんなと一緒に、笑わないんだ）

　真理が礼も言えないで黙りこくっていると、背中にぽんと彼の手が触れた。言葉をかけられたわけじゃないが「気にするな」と慰められているように思えて、なんとも言えずくすぐったい。ただ、背中を叩かれただけのことが、真理にとってどれだけ嬉しかったか、慎之介にはわからないだろう。

　単純な憧れが好きに変わったのはこの時だったように思う。

「いいなぁ、先輩に助けてもらえて」

　隣に座った女子生徒は真理を嘲笑したことも忘れて、妬ましそうな視線を向けてくる。まるで私も太っていればよかったと言いたげな様子に、この子とは友だちになれないなと思った。







　それからしばらく経ち、ほどほどに仲のいい友人もできた頃。部活で家庭科室から一階へ下りる途中、階段の踊り場で立ち話をしている男子生徒の声が聞こえてきた。

「お前、まーた振ったの？　何人目だよ」

「見てたのか」

　思わず足を止めて、踊り場の手前で隠れてしまったのは、二人のうち一人が慎之介だったからだ。もう一人はたしか生徒会副会長だったと記憶している。慎之介よりも背が高く、体躯のいい美形だ。

　相変わらず、学年の違う慎之介との関わりはほとんどなかった。委員会で助けてもらってから恋が始まる、なんて奇跡はもちろん起きていないが、噂話だけは入ってくるため、情報には事欠かない。ここ最近の噂話は、慎之介は意外にも純情らしいというものだ。告白を断られた女子生徒がそう言っていた。

「あの子、一年女子だよな。なかなかいない美人だったじゃん。ちょっとはいいなと思ったりしないわけ？」

　副会長が聞くと、ため息交じりの声が響く。

「美人だろうが、好きになれなかったらどうしようもないよ」

「冷たいねぇ。付きあってもいないうちから好きになれないとか意味不明だし。お前って、穏やかそうに見えるけど実はドＳだろ。しつこく付き纏ってくる女子に対しては、笑顔でバッサリいくもんなぁ」

「ドＳっておかしな言い方するなよ。たしかに冷めてるって自覚はあるよ。恋愛感情とかよくわからないし、女子に興味も持てないし。ただ、断るときにどうしたって傷つけるから、なるべく傷は浅く済むように配慮してるだけだろ。ストーカー紛いのことをしてくる相手に下手に優しくするわけにもいかないし、これ以上どうしろって言うんだ。そんなことお前に言われる筋合いはないよ」

　ストーカー紛いのことをしてくる女子生徒もいるのか。そういえば彼の家がどこかとか、誕生日プレゼントを持って家に押しかけたとか。そう言った話をよく聞いた。気にしたことはなかったけれど、好きでもない女子に家にまで押しかけられるなんて、迷惑どころか恐怖だろう。

（豊島先輩が、冷たいわけないよ）

　生徒会だけでも忙しいはずなのに、慎之介は呼び出しに必ず応じているらしい。その一人一人に、誰かを好きになった経験がないこと、いつか本気で誰かを好きになりたいからまだ恋人は作らないことを懇切丁寧に説明すると聞いた。告白してくる女子全員に丁寧な対応を心がけるなんて、なかなかできることじゃない。

　失恋決定とわかっていて告白をする勇気はないが、もし真理が好きだと気持ちを打ち明けたら、彼なら笑わずに話を聞いてくれるはずだ。

「とりあえず誰かと付き合っちゃえばいいのに。そうしたら告白も減るよ」

「付きあっちゃえばって、できるわけないだろ」

「なんで？」

「だからさっきから言ってる。好きだと思えない相手と一緒にいるのは無理。こんなこと話していても堂々巡りだ。ほら行くよ」

　二人の足音が遠ざかり、真理は階段から立ち上がった。

　彼が好きだと思う相手はどんな人なのだろう。それが自分だったらいいのに、と夢を見るくらいは許されるかもしれない。どうせこの恋は叶うはずもないのだから。







　入学から半年が経った夏休み明け。いやだと言えないまま決められてしまった実行委員の集まりで慎之介を見た時は、思わずガッツポーズをしそうになった。慎之介は生徒会長として文化祭実行委員も取り仕切っているらしい。

　実行委員会が終わり、家庭科部の部室へ行くため真理は急いでいた。部活の準備は一年生の仕事だ。自分が遅れることは、もちろん部長に伝えてあったが、今年の部員は三人と少ないから、真理がいないと準備を友人二人に任せてしまうことになる。

　真理が階段を下りていると、男子生徒が真正面の位置から階段を駆け上ってくるところだった。それを避けようと端に寄る。だが、互いに同じ方向に動いてしまい、とんと軽い衝撃で肩がぶつかってしまった。

「あっ、ごめんっ！」

　口を揃えて言い、大した衝撃でもなかったからと男子生徒はそのまま階段を駆け上がっていく。おそらく彼も真理と同じ理由で部活へと急いでいたのかもしれない。

　バランスを崩した真理は、近くにあった手すりに掴まろうとする。しかし、コンマ何秒か遅かったらしく、指先が手すりを掠めて足が宙をかいた。

「……っ」

　頭から落ちるのはまずい。瞬時にそう判断できたことが救いで咄嗟に腕で頭を庇うと、転がるようにして階段を落ちていく。階段の踊り場まではあと数段。

　景色がスローモーションのように流れ、どん、どんっと衝撃が何度かやってくると、肩や腰に鈍い痛みが走った。

「危ない……っ」

　黒のズボンが視界に入り、少し高めの声が耳に届く。巻きこんでしまう。退いて、と叫ぶ暇もなく踊り場へ落ちていく。ぎゅっと目を瞑り覚悟を決めるも、衝撃はあったが痛みはやってこなかった。

「い、た……くない？」

　身体の動きがようやく止まりうっすらと目を開けると、自分がなにか床よりも温かく柔らかいものの上にいると気づく。

　どうやら自分は、男子生徒にべったりと貼りつくような体勢で踊り場に落ちたらしい。彼が真理を下で受け止めようとしてくれたから、痛みがさほどなかったのだ。

　真理はゆっくりと頭だけを上げた。視線がベルトを通り、ワイシャツ、首、顔と順番に移っていく。

（うそ、でしょ）

　激しく胸が沸き立つ。どくどくどく、と心臓の音が頭の奥でうるさく鳴り響いた。

　髪が乱れているせいで視界が遮られるが、好きな相手を見間違うはずもない。

　彼は下半身を床に投げだし、肘で身体を支えた状態で倒れていた。驚いた顔もやはり美形なのだな、などと考えてしまうくらいには動揺していた。

（豊島先輩……っ!?）

　まさか好きな人を下敷きにしてしまうなんて。

　礼を言わなければならないのに、階段から落ちたせいで乱れ、顔を覆い尽くす前髪が気になって仕方がない。二つ結びにしていたのに、古くなったゴムが切れてしまったのだ。片方だけ結ぶのもおかしく、教師に許可をもらい髪を下ろしていた。髪が乱れていなくとも慎之介と並べば月とすっぽんだが、好きな人の前でくらい可愛くいたい乙女心はある。

「大丈夫？」

「は、はい」

　真理が動くことも忘れて、彼の下半身にへばりついたままぼんやりしていると、体勢を立て直そうと慎之介が手を床につき身体を起こした。

　真理の脇に手を入れて、支えようとしてくれる。

「……っ」

　だが足を動かそうとして痛みが走ったのか、慎之介は一度動きをぴたりと止め、次の瞬間、勢いよく太ももを引き抜いた。

　気づけば身体を支えていた手も離されてしまい、ほぼ全体重を慎之介に預けていた真理は、その勢いのままに転がり、頭を床へと打ちつけてしまう。

「わ……っ」

　痛みはないが、衝撃に驚き思わず声が漏れた。

　ごつんと鈍い音がして、目の前がぼんやりする。メガネがずれて外れかかっていた。真理は身体を起こし、メガネのフレームに手をかける。

　すると突然、慎之介が上ってきた階段を駆け下り、行ってしまう。慎之介のことだ。慌てて教師を呼びにいってくれたのかもしれない。

　真理はよろよろと立ち上がり、制服についた埃を手で払った。落ちたときは驚いたが、腰の打ち身程度で済んだのは、下で慎之介が真理を支えてくれたからだ。

「お礼も言えなかった」

　せっかく、大丈夫かと声をかけてくれたのに。はい、としか返せなかった。

（先生来たらやだし。先輩、怪我とかしてないといいけど……）

　真理は痛む身体をなんとか動かし、その場を立ち去った。

　そのあと、なけなしの勇気を振り絞り、慎之介に手紙を書いた。もちろん告白ではなく、助けてくれたことへの礼だ。ただ、どうしても勇気が出ず、名前は書けなかった。結局、そのまま無記名の手紙をロッカーに入れた。手紙と一緒に手作りのクッキーを入れようとして思いとどまる。

　彼は誕生日にたくさんのプレゼントをもらっていた。いやな顔一つしないで受け取ったのだろうが、気持ちの押しつけに困っているところが想像できてしまった。

　彼が高校を卒業し、会えなくなってから告白できなかったことを初めて後悔した。もっと自分に自信があれば好きだと言えたかもしれないと。

　重い腰を上げて、ダイエットを始めたのはそのあとすぐだ。だが、辛いことがあるたびにストレス発散とばかりにお菓子作りをして、もったいないと全部食べてしまうから、何度リバウンドしたかわからない。それでもなんとか二十キロ近く体重を減らすことに成功した。

　社会人になり、メガネをコンタクトに変え、さらに髪を染めたことで、多少垢抜けた印象にはなったが、そもそも彼にとってみれば当時から大勢の中の一人という認識しかなかったはずで、名前どころかおそらく顔も覚えられていないだろう。







「そっちに変更で構いませんよ」

　過去に思いを馳せていた真理は、慎之介の言葉に我に返った。

　慎之介は、やはり真理に気づくことはなかったが、卒業したあとも変わらない温和な雰囲気にほっとしたと同時に嬉しくなる。

　最後に顔を見てから十数年経っているが、慎之介の印象はあまり変わっていない。

　茶色で艶のある髪も、柔らかく蕩けるような笑い方も過去の記憶そのままなのに、喉仏の張りだした首や、すらりとしながらも広い肩幅に大人の男らしさを感じる。

　綺麗だと思っていた面立ちは色香を含んだ魅力へと変わり、口にする言葉の一つ一つが大人の余裕と品を兼ね備えている。

「ありがとうございます。紅茶のおかわりをサービスでつけさせていただきますので、お持ちしますね」

　真理は、慎之介の前に座った女性にも頭を下げて言った。女性からも会釈を返される。

　厨房に注文の変更を伝えた真理は、慎之介のテーブルに運ぶための紅茶を準備しながら、先ほどの女性の顔を思い浮かべた。

　女性は、肉付きが薄くスレンダーな美人だった。ブラウスにタイトスカートという出で立ちは、仕事のできる女性といった印象を抱かせる。

　目鼻立ちがはっきりとしていて、唇を彩る真っ赤なリップがよく似合っていた。ほどほどに伸ばした爪には艶のあるベージュ色のネイルが施されていて、水仕事で荒れた自分の手を思わず隠したくなったほどだ。

（綺麗な人だったな……先輩の、恋人かな）

　真理の働く店は、どちらかと言えばカップル向け、女性向けの店だ。恋人の付き添いで来店したのかもしれない。過去の初恋を思い出し、少しの胸の痛みはあるものの、それほどの衝撃はなかった。

　過ぎた年月がそうさせたのかもしれないし、彼に恋人がいるのも当然だと思っていたからかもしれない。好きな人が見つかったんだな、と感慨深かった。

　真理が紅茶の準備を終えると、アルバイトスタッフが我先にとトレイを片手にやってくる。苦笑しつつ、そのうちの一人に運ぶように伝えて、真理はレジにやって来るほかの客の対応に移ったのだった。
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　慎之介はこの一ヶ月の間、何度か店を訪れてくれている。いつも同じ女性を伴っていることから、きっと特別な人なのだろう、というのが従業員一同の認識だ。

　真理は仕事を終えて、帰路に就いた。自宅の玄関の鍵を開けて中に入ると、どっと疲れが押し寄せてくる。仕事中はほとんど立ちっぱなしのため足がパンパンだ。

「ただいま～疲れたぁ」

　靴を揃えて玄関を上がる。

　時刻はすでに二十二時を過ぎている。仕事から帰るのはだいたいこの時間だ。

「真理、帰ったか」

　待ちかねていたかのように父がリビングから顔を出した。

　真理をちょいちょいと手招いてくる。

「お父さん、どうしたの？」

「ちょっと……真理に話があってな」

「話？　私に？　珍しいね」

　寡黙、というわけではないけれど、二歳上の双子の姉と真理、それに両親の五人家族で、女ばかりの南本家において父の立場は弱い。とはいえ、家族仲はいいのだが。

　いつもは女性陣の話を聞くばかりの父から話があるというのは非常に珍しいことだ。

「あぁ……まぁ」

　父は歯切れ悪く答えた。

　リビングのドアを開けると、すでに姉二人は部屋に戻っているのか、母がソファーに座りテレビを観ていた。

「おかえり～ご飯あっためて食べて」

「ありがとう」

　手を洗い、ダイニングテーブルにラップのかけられた皿が置かれている。

　なすやじゃがいも、かぼちゃ、トマトといった夏野菜を蒸しただけのものだが、毎日まかない飯を職場でもらっているため夜は軽食にしてもらっている。

　電子レンジで温めてバーニャカウダのソースをつけて食べる。すると、ダイニングテーブルの向かいに父が座った。

「話って？」

「うちの会社の専務がな。真理に一目惚れしたらしく、見合いを頼まれた」

「はっ？　一目惚れ？」

　父が働く豊島食品は豊島グループ系列の大企業で、全国に三十箇所以上の支店を持つ、食料品メーカーだ。真理が働くイデアルとは関係ないし、もちろん専務と会ったこともない。

　真理には『豊島』と聞いて思い浮かぶ名前が一つだけあったが、まさか彼に関わりがあるはずもない。

「この方なんだが知らないか？　真理と二つ違いのようだから、今年三十歳。豊島社長の一人息子なんだが、非常に優秀だと聞く」

　父がテーブルの上に広げたのは身上書だ。

　学歴から勤務先、資格や趣味、家族構成などがびっしりと記入されている。相手の学歴と写真を見て、真理は目を瞠る。

「うそ……」

　そこに映っていたのは、つい先ほど思い浮かべた男──豊島慎之介だった。

　だが彼が真理に一目惚れ、だなんて信じられない。慎之介にプライベートな話をされたことは一度もないし、何度目かのやりとりで真理の顔を覚えてくれたようで、今では挨拶をする程度の仲となったものの、彼から見合いを望まれるほどの関わりはなかった。それに、一緒にいた女性は恋人ではなかったのだろうか。

「やっぱり知り合いだったのか？」

「うん、うちのお客さん」

　大人になった慎之介の写真を指でなぞっていると、うっかり初恋のときめきまで思い出し、胸がくすぐったい。

（でも、一目惚れなんて、まさか）

　彼と一緒にいた女性ならまだしも、自分の容姿がそこまで目を引くようなレベルでないことを知っているだけにピンとこない。

　痩せてからは、可愛い、と言われることが増えたものの、その理由としては百五十二センチという背の低さが大いに関係していると思っている。

　目だけがぱっちりと大きく、頬はふっくらとしているため、よけいに幼さを感じさせるらしい。くせっ毛で横にぶわりと広がる髪質と髪の多さは学生時代からの悩みだ。

　肩の下まで伸ばし、茶色く染めた髪にあえて緩めのパーマをかけアップにしているが、なかなか年相応には見られない。

　慎之介の隣に自分が立ったらと考えると、がっくりしてしまう。だが、一目惚れを信じられない理由はそれだけではない。

　真理は大学時代、一目惚れをしたと告白され、友人付き合いから始めた相手がいた。

　彼への気持ちは恋愛感情と言えるほどではなかったが、いい人だと思っていたし、それなりには楽しく恋人になるのも時間の問題だと思っていた。

　けれど数ヶ月もすると、彼からの連絡が急に途絶えた。自分から連絡をしても返事はなかった。そして、彼と友人たちの間で、真理の中学時代──一番太っていた頃の写真が出回っており、嘲笑の的となっていることを知ったのだ。

　わざわざそれを真理に教えてくれたのは、彼の恋人だという女性。どうやら、彼からの連絡がぱったりとなくなった頃から付きあっているらしい。彼の気持ちは、真理の過去の写真を見たときにはすでに離れていたのだろう。

　そのときに思った。容姿の美醜で人を好きになるなど一番信じがたいと。

　慎之介が同じことをするとは思っていなくとも、素直に一目惚れという言葉を信じる気にはなれない。

「社長と専務から、断るにしてもとりあえず会うだけ会ってもらえないかと頼まれたんだ」

　真理を溺愛している父は、表情に複雑な気持ちを滲ませる。娘を見初めてくれたことに嬉しさはあるが、万が一真理が結婚してしまったらいやだなという感情が透けてみえる。

「そんなむちゃくちゃな」

　昔の慎之介をさほど知っているわけではないが、それほど強引なことをする人だとは思っていなかった。

　店で顔を合わせたときの印象は間違いだったのだろうか。

（見合いってつまり、私と結婚したいってことでしょ？　それとも見合いがしたいだけなの？　全然、目的がわからない。もしかして……会って、なにか話したい事情があるってこと？）

　気になるのはたしかだが、会ってしまったら断りにくくなるのではないか、という懸念もあった。父が社長、専務直々に頼まれている時点で、すでにＮＯとは言えない雰囲気だ。

「ねぇ。それ……本当に会うだけで済むの？　断ったらお父さんの立場が悪くなるとか……」

「いや、それはない。社長はまぁ、専務が結婚に乗り気になってくれるのなら相手は誰でもいいなんて豪語していたが、専務本人は会ってみてだめなら断ってくれて構わないとおっしゃっていた。その話にうそはないと思う。先方が乗り気なのはたしかだが……どうする？」

「わかった。断ってもいいなら、会うのはいいよ。一応、知ってる人だし」

「助かるよ、無理を言ってごめんな」

「いいってば。そこまで言われたらお父さんだって断れないでしょ？　私もお店で顔を合わせたとき、話も聞かずに断ったんじゃ気まずいし」

　真理の言葉を聞き、父が安堵の息を漏らし、肩から力を抜いた。

　正直、胡散臭いとは思う。

　会ってみてだめなら断ってもいい、なんて。どうしてそれほど必死に真理との見合いを望むのか。その理由を聞いてみたくなった。

（べつに……本気で一目惚れだとか、そんな期待はしていないけどね）

　それに、なにか事情があるのではないかと想像しつつも、昔の淡い恋心を思い出すと、過去に戻ったように気持ちが浮き立ってしまうのはどうしようもなかった。

　昔より痩せて可愛くなった、と彼に思わせたい自分がいるのは否定できない。慎之介は、真理が後輩であったことも知らないし、顔だって覚えていないだろうに。一目惚れを信じられないと言いながらも、容姿に一番こだわっているのは自分の方なのかもしれない。
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　八月の半ばに入り、イデアル本社は一週間のお盆休暇となった。

　だが『jardin de bijoux』はもちろん今日も営業中。平日の昼も夜も予約はいっぱいだ。稼ぎ時であるこの時期は目が回るほど忙しいが、土曜日の今日だけ休みをもらった。先方の休みに合わせる形で見合いがセッティングされたのだ。

　見合いは真理が働くレストランから地下鉄で数駅の場所にあるホテルだ。

　ファッション最先端として名前の挙がるこの街は、観光客の利用も多く喧々とした印象があるものの、少し歩いた先にはオフィスビルが建ち並ぶエリアもある。

　駅から徒歩一分。国道添いを歩き、オフィスビルの一角に建つホテルの前で、真理は鞄に入れたスマートフォンを見て時間を確認する。

　待ち合わせ十分前。ちょうどいい時間だろう。

　一階ロビーには結婚式の招待客なのか華やかな装いをした女性たちがおり、ソファー席で話に花を咲かせていた。彼女たちの横を通り過ぎ、真理はエレベーターホールへ向かう。

（ラウンジは、二十階だったっけ。ドレス姿の人たちと比べちゃうと地味に見えるけど、おかしくはないよね）

　見合いになにを着ていけばいいかもわからず、軽装に見えないよう胸元で切り返しのあるネイビーのワンピースとパンプスにした。

　髪を下ろすと童顔が際立ってしまうため、ハーフアップでまとめている。

　両親は、お嬢様のようだと出かける前に褒めそやしてくれたけれど、もともとの地味さに華やかさが多少プラスされただけ、というのが自分から見た正直な感想である。

　エレベーターに乗り込み、鏡を見ながら髪を手櫛で軽く整える。なにが変わるわけでもないのに少しでも、と思ってしまうのは相手が慎之介だからだろうか。

　今日のために髪を巻き、ネイルまでしている自分が恥ずかし過ぎた。これは見合いだからだと自分に言い訳をしつつも、意識しているのは隠しようがない。

　中学時代の自分が聞いたならば信じられないだろう。まさか憧れていた彼とお見合いなんて、昔は想像すらし得なかった。

　あっという間に二十階に到着し、深く息を吐きだす。

（しかも……二人きりだし）

　見合い初体験の真理でも、仲人の同席がないのは普通ではないとわかる。先方から、二人だけで顔を合わせたいと言われ、こちらが了承した形だ。

　真理としては、助かったと言えなくもない。父の上司である社長が同席すると聞いたら、おそらくよけいに緊張していただろう。

　ラウンジのスタッフに案内され、窓際のソファー席に座っている慎之介の元に歩み寄る。

　彼はスーツのジャケットを脱ぎ、ソファーの背もたれにかけていた。艶のある髪は左右に流しており、耳にかかる程度の長さだ。

　学生時代、短く切りそろえられていたのは、男子の髪の長さが校則で決められていたからだろう。

（やっぱり……かっこいいなぁ）

　彼はソファーのアームに肘を置き、手の甲に顎を乗せぼんやりと景色を眺めていた。ただ座っているだけなのに目を引く人だ。

　ソファーの上で組まれた足は長く、磨き抜かれた革靴が仕事のできるビジネスマンという印象を醸しだしているが、整い過ぎた美貌のせいか表情なく遠くを見つめている様はどことなく近寄りがたい。ただぼうっとしているだけのように見えるのに、なぜか気品を感じるのは仕草や表情が洗練されているからだろうか。

（あ、こっち見た）

　そろそろ時間だと思ったのか、外を見ていた彼の視線が店内に移る。

　こちらに気づいてくれたようで、軽く手を振られる。思わず目を奪われるほどの、大人の色香と柔らかさを含んだ微笑みを向けられて、胸がおかしいくらいに高鳴った。

（お店で会って、慣れてきたはずなのになぁ）

　仕事だと割り切れば、慎之介と顔を合わせてもそこまで動揺せずに済む。だが、客相手にマニュアル通り接客するのと、プライベートで向かい合って話をするのではまったく違う。

　まだなにも話していないのに、すでに顔から汗が噴きでてきそうだ。

「あの、こんにちは」

　慎之介のテーブルに近づき、会釈をする。周囲にいる女性客があからさまに残念そうな顔をするのが視界に入っても、鼻高々とはいかない。

「今日は来てくれてありがとう。どうぞ、座って」

「はい、失礼します」

　真理は緊張を押し隠しながら、慎之介と向かい合う形でちょこんとソファーに腰かけた。

　テーブルの上にはすでにティーカップとポットが置かれている。慎之介は、真理を待っている間に注文を済ませたのだろう。

「飲み物はどうする？」

「あ、はい」

　メニューを手渡されて、オレンジジュースを注文すると、二人の間に沈黙が落ちた。

　それも当然で、店のスタッフと客以上の関係などない自分たちに共通の話題などあるはずもなかった。

　仲人がいれば話も進めやすかったかもしれない、と後悔しても今さらだ。それに二人だけでと頼んできたのは慎之介側。自分が会話のリードを取る必要はおそらくない。

（でも、この沈黙に耐えられない……っ）

　真理は、見合いのマナーなど何一つ知らないのだ。ドラマなどのテンプレでは「ご趣味は？」と始まるのだろうが、それが正しいかどうかもわからない。

　そんなことをぐるぐる考えていると、向かい側からぷっと吹きだすような声が聞こえてきて、真理は顔を上げる。

「あの？」

「就職の面接じゃないんだから、もっと楽にしていいよ。ごめんね、そんなに緊張してると思わなくて。突然見合いなんて言われて戸惑うのも当然だよな。すっぽかされることも覚悟してたから、来てくれて嬉しかったんだ。本当にありがとう」

「すっぽかすなんて、そんなことしません」

　相手が慎之介ではなかったら、嫌々だっただろうが、それでも約束をした以上すっぽかすような真似はしない。

　父の評価に関わる可能性も考えてしまったし『jardin de bijoux』の客を失うのもいやだ。

　けれど、真摯に礼を言われて、さらに自分を卑下するような言葉に違和感を覚える。すっぽかされる、なんて慎之介の口から出る言葉とは思えなかった。

　彼のような人に誘われて断る女性はなかなかいないのではないだろうか。むしろ、女性側が騙されているのでは、と思う方がまだしっくりくる。

（学生時代からこんな感じだったっけ……優しかったのは、覚えてるけど）

　外見やスペックだけでも十分に魅力的だと思う女性は多いはずだ。

　事実、真理も多少浮かれた気持ちでここにいるのだから。

「そっか。強引に事を進めた自覚はあるから、迷惑をかけてしまったかなと思ってたんだ」

「それは……」

　一理ある、と思ったのがバレたのか、慎之介が笑う。

「正直だね」

「ごめんなさい」

　会話が途切れたところでオレンジジュースが運ばれてきた。

「いただきます」

　緊張で喉が渇いていた真理はそれを一気に飲み干し、深く息を吐いた。

　エアコンと冷たい飲み物で身体が冷えて、思わず腕を摩ると、向かい側からジャケットを差しだされた。

「寒いなら羽織る？」

「あ、大丈夫です。一気に飲んで身体が冷えただけなので」

　高そうなジャケットを借りるのも気が引けて断ると、彼はわざわざスタッフを呼び、膝掛けを頼んでくれた。

「ありがとうございます。ジャケットも」

「ホテルはエアコン効き過ぎているから、女性には辛いよな」

（顔が良くて気遣いもできるなんて、それはもうモテるでしょう）

　今までに何人もの恋人がいたであろうことは簡単に想像できる。彼に告白すらできなかった過去を思い出し、胸がちくりと痛んだ。

　彼の高校卒業と同時に初恋が終わり、大学時代から今までに何人かの人に告白をされた。

　けれどどうしても、頷けなかった。

　告白してくる相手に対して〝私が太っていても、同じように好きになってくれたのか。この人も昔の私の写真を見て笑うのでは〟と疑ってしまう。

　そのたびに、周囲が嘲笑する中、真理を慰めてくれた慎之介を思い出す始末だ。結局あれから十五年が経っても二度目の恋は訪れていない。

「じゃあそろそろ自己紹介をしようか。身上書で知ってると思うけど、豊島慎之介です。俺が『jardin de bijoux』の客であることは覚えてる？」

　物思いに耽っていた真理は、慎之介の声で我に返った。

「もちろんです。何度かお話したこともありますから。でも、どうして突然私をお見合い相手に指定されたんですか？」

「一目惚れだって言ったはずだよ。まぁ見合いをしようと思ったのは、そろそろ結婚を考えろと父に言われたからかな」

　豊島食品と言えば、豊島ホールディングスの百パーセント持ち株会社である大企業だ。

　その歴史は長く、常に成長し続けることで豊島ブランドの価値を高めてきた。国内市場においてほかの追随を許さないほどの売り上げを誇り、現在は海外にも事業を拡大している。

　食から健康に、を謳い、医薬品の研究開発にもかなり力を入れており、子会社の経営陣には豊島姓を持つ者が就いている。

　社長である彼の父親が結婚を急かしていたのは、豊島グループ創業者一族に生まれた彼に後継者をもうける役割があるからだろう。

　慎之介も自身の役割を理解しているからこそ、結婚することを受け入れたのかもしれない。

　父から聞いた話では、豊島一族の何人もの縁戚が豊島ホールディングスの子会社で働いているらしい。親戚はかなり多いようだ。ならば、慎之介が急いで結婚し跡継ぎをもうけなくとも困りはしないように思うが。

　ただ彼は、親の願いを無視できるようなタイプではないと思う。それは真理の想像と理想ではあるものの、大きく外れてはいないような気がした。

「一目惚れなんて信じるわけないでしょう。二人きりでとおっしゃったのも、相手が私なのも、なにか事情があるんですよね？」

　真理が尋ねると、慎之介は申し訳なさそうに言葉を濁した。ばつが悪そうに目を逸らされて察する。真理が一目惚れだと信じてくれた方が、彼にとっては都合が良かったのかもしれない。

「たしかに、事情はある。でも、一目惚れと言ったのも、間違ってはいないんだ」

「え……っ？」

　真理は、まさかと目を瞠る。

「その事情って？」

「できるなら、きちんと説明したい。でも、事がデリケートなだけに、周囲に人がいるところでは話しにくい」

「そうですか」

　一目惚れなど信じない、と言ったのは自分なのに、事情があると聞き、少なからず落胆していることに驚く。

（まぁ、なにかあるんだろうとは思ってたんだから）

　そのなにかは考えたところでまったくわからないが。

　ホテルの高級ラウンジだけあって、ここは隣り合う席が一メートル以上離れている。それでも口に出せない事情らしい。

　デリケートと聞き頭に思い浮かんだのは、彼がＬＢＧＴ──性的指向がマイノリティであること。学生時代から誰に告白されても頷かなかったのも、もしかしたらそういうことかもしれないと想像する。

　豊島食品の社長が、慎之介が結婚に前向きになったのなら相手は誰でもいいと言うくらいだ。ようは体裁を取り繕うためのカムフラージュだとしたら納得がいく。

　ただ、そうだとして、その相手になぜ真理が選ばれたのかは依然として不明なままだ。

（部下の娘だから断れないと思ったとか？　でもお父さんは、立場が悪くなることはないって言ってたし。豊島先輩も、無理だったら断ってもいいって言ったのよね？）

　いろいろな想像が頭を駆け巡るが、結局、話を聞かないことにはなんの判断も下せない。

　もとよりこの話は断るつもりだ。父の顔を立てて見合いには来た。それで義理は果たしたはずだ。

　信じがたいが、一目惚れが本当だったとしても、事は結婚、慎重にならざるを得ない。

「なら、スマホのメッセージとかで事情を説明してもらうわけにはいかないでしょうか？」

　真理は鞄からスマートフォンを取り出した。

　周囲に聞こえないよう、やや前のめりになり、声を潜めて口に出す。

「それは俺も考えたんだけど、おそらく君からいくつも質問が出ると思う。すべてを話せば断られる可能性が高いからこそ、俺は自分の口で説明したい」

　ならばどうすればいいのだろう。真理が困り果てていると、さらに申し訳なさそうに眉尻を下げた慎之介が、テーブルの上にホテルのカードキーを置いた。

「長い話になるから、直接、話をさせてくれないだろうか。南本さんさえ良ければこれから部屋で話す。信用できないとは思うけど、俺の立場を打ち明けていることで信用してほしいっていうのは無理かな？」

　ホテルの一室で話をしたい、と彼は言う。

　彼の名前や立場、住所、電話番号に至るまでの情報が身上書には書いてあった。たとえばもし、慎之介が真理に無体な真似をすれば、彼を訴えることも可能である。

　父の話では、慎之介は仕事面においても優秀だというし、なにより学生時代、教師からの信頼も厚い生徒会長だった。誰からも好かれる人柄でもあったのだ。事情はまるでわからないが、なにかされる可能性は低いと思った。

（っていうか、先輩に襲われるとか……想像できない）

　しかし、一応警戒はしておいた方がいいだろう。真理は学生時代の彼しか知らないのだから。

「わかりました」

　真理が言うと、慎之介はほっとしたように息を吐いた。

「ありがとう、助かる」

　よほど追い詰められているのだろうか。慎之介の様子からは、必死さが感じられた。

　どうしても結婚しなければならない事情でもあるのか。

　やはり性的マイノリティなのか。もし自分がなにか役に立つことがあるのなら手助けしたい。そう思うのは、お人好しな性格もあるのだろうが、昔助けてもらったことがあるからという理由が大きい。

（同窓だってことは、話さない方がいいかもしれない）

　なんとなくだが、今、真理が慎之介の後輩だと打ち明けたら、この話はなかったことになるような気がした。

　彼が性的マイノリティだとして、カムフラージュのため見合いをしたいと打ち明けるのならば、よほど信用のおける相手でなければならないはずだ。

　父の顔を立てるためにこの場に現れた真理ならば、その事情をぺらぺらと吹聴しないはず。客と店員という立場もある。だからこそ自分が選ばれたと。とはいえ、真理が同窓だと知れば、なにかの折に話が漏れることを危惧するのでは。それは、考え過ぎだろうか。

　断るつもりでいたというのに。これ以上話を聞いたら断れなくなるのではないかと危ぶむ気持ちはあっても、慎之介と面と向かって会話ができることに浮かれている自分もいて、さらに事情を知りたいという好奇心も頭をもたげてくる。

「じゃあ、行こうか」

　慎之介はカップに残った紅茶を飲み干し、席を立った。真理が財布を出すと、手で制される。真理は礼を言って財布をしまった。

「ごちそうさまでした」

「いや。こちらこそ、来てすぐに移動することになってごめんね」

　彼はさりげなく真理の背中に手を添え、エレベーターホールまでエスコートしてくれた。その所作はスマートでいやらしさなど微塵も感じない。

　いちいちどきどきしてしまうのは、異性の友人、同僚とも、肩が触れあうような近さで歩いたことがないからだ。

　隣にいるのが真理ではなくとも、彼は同じようにするのだろう。

（歩いてるだけで、これだけ女の人の視線を集めるのに、どうして私？）

　横目に慎之介を見て、惚けた吐息を漏らす。彼は今、普通に歩いている。ただそれだけなのに、周囲の視線を虜にしているのだ。真理も含めて。

　慎之介は、今年三十歳になるはずだ。

　当然大人の男性なのだが、中高時代の少年っぽさを覚えているだけに、二倍も三倍もかっこよく見えてしまうのかもしれない。

　エレベーターに乗り込むと、背中に触れていた手が離れていく。彼は十九階のボタンを押すと、階数表示を見上げた。

　エレベーターが停まり、慎之介のあとに続く。

　部屋はホテルの上層階に位置する、いわゆるスイートルームのようだ。

　入ってすぐにベッドルームが見えなかったことに肩から力が抜ける。真理がほっとしたのがわかったのか、隣にいた慎之介が苦笑を見せた。

「警戒させてしまってごめんね。この部屋を取れて良かったよ。時期的に難しいかもと思っていたから。さすがにベッドに座って話をするのはいやだろ？」

　やはりワンルームタイプでないのは真理への配慮らしい。

　窓に向いて置かれたＬ字型ソファーに案内され、所在なく腰かける。慎之介は、真理の斜め向かいに座った。

「私に事情を説明するためだけにこんないい部屋を取ったんですか？　個室のあるレストランとかでも良かったんじゃ」

「レストランだと店員の出入りがあるからね」

「あ、そっか……ですね」

　だとしてもだ。どれだけ話が長くとも一時間はかからないだろう。たかだか数十分のためにこの部屋を取る彼の経済力に脱帽してしまう。

　窓から見える都会の街並みは絶景で、慎之介とその景色を見ていることにおかしさを感じる。縁談を望まれて見合いに来たら、初恋相手と二人でホテルの一室にいるなんて。

「なにか温かいものでも頼もうか？」

「あ、いえ……おかまいなく。飲んだばかりなので」

　真理はそう言いながら無意識に腹部を手で摩った。

　気を抜き過ぎてしまったかと慌てて手を外すもすでに遅く、慎之介の視線は真理の下腹部に注がれていた。

　くつくつと楽しげな笑い声が聞こえてくると、羞恥のあまり目を逸らしてしまう。

「わ、笑わないでくださいっ」

「ごめんごめん。こんなに意識されないのも初めてで。楽でいいね」

　慎之介は「見合いのはずなんだけど」と続け、自分の言葉に肩を震わせていた。

　これは自慢されているのだろうか。どこにいても女性から意識されて大変なんだ、と言っているように感じる。

　たしかに真理の働く『jardin de bijoux』でも、彼は常に女性からの視線を集めていた。

　慎之介がドアを開けて店内に入ってきた途端、隣にかなりの美人を伴っているにもかかわらず、従業員ですら誰が注文を取りにいくかバチバチと火花を散らしているくらいだ。

　毎日あんなに注目されていたらうんざりもするだろう。

「豊島さんは、女性とホテルで二人きりになったら逆に襲われそうですよね。既成事実を作っちゃおうって考える女性もいそうです。あ、大丈夫ですよ、私は襲いませんから」

　冗談めかした真理の言葉に、きょとんとした顔をされる。そして、慎之介はなにかを思い出すように目を細めて、ぼそりとなにかを呟いた。

（無駄だけどね……？）

　そう聞こえたが、聞き間違いだろうか。

　男性だから女性に体力で負けることはない、そういうことかもしれない。

「早速だけど、本題に入ろうか」

　慎之介に真剣な目を向けられて、居住まいを正す。

「はい。豊島さんの、デリケートな事情、についてですよね？」

　真理はこくりと唾を飲み込み、膝の上で手を握った。

　逸る気持ちを抑えるように深く息を漏らす。

「あぁ、父に見合いを勧められたと言っただろう？　俺もいつかはと覚悟はしていた。でも、事情があって、それがなかなか難しかった。結論から言うと、俺は……女性に触れたいという欲求がまったく持てない」

「やっぱり……」

　思ったことが口から出てしまっていたのか、慎之介が「やっぱり？」と首を捻る。

「あの、その、女性に触れたい欲求がないということは、つまり……男性が」

　慎之介が女性に興味がないことを多少残念に思うが、それだけだ。

　むしろ、なぜ彼が学生時代、特定の人を決めず誰の告白も断っていたのか理解できてしまいすっきりした。

　おそらく真理に見合いを頼んだのは、大方予想通り、カムフラージュのためだろう。一目惚れと言ったのも、真理の気を引き、見合いをすっぽかされないようにするためかもしれない。

「あの、大丈夫です。そういう人もいるって理解はしてますので。むしろ応援します。でも、カムフラージュのために結婚とかはちょっと……」

「え？」

　真理は彼の境遇に同情を覚えてしまったものの、自分が愛されないと最初からわかっている結婚はしたくない。それがたとえ初恋の人であっても。

　すると、なぜか慎之介は一瞬ぽかんと口を開けたまま固まり、なにかを喉に詰まらせたように呻き声を上げた。げほっと咳き込む音が聞こえて、真理は鞄に入っていたペットボトルのお茶を差しだす。

「大丈夫ですかっ」

「ごめん……大丈夫」

　慎之介は、真理の差しだしたペットボトルのお茶を飲むと、ようやく落ち着いたのか、喉の調子を戻すように軽く咳払いする。

「お茶をありがとう。ちょっと、あまりにびっくりして咽せた」

「びっくり……ってことは」

「君の勘違いだよ。俺は、男性が好きなわけでも、心が女性なわけでもない。性的指向は女性に向いているはずなんだ」

　はず、という言い方が気になる。性的指向が女性に向いているなら、問題はないように思えるのだが。女性に触れたいという欲求がない、という彼の苦悩も真理には理解できなかった。真理自身、男性に触れてほしいと思ったことが一度もない。

　しかし「そんなことで？」と内心思ってはいても口に出さない。自分にとって大したことではなくとも彼にとっては違うのだと、青ざめた顔色を見ればわかるからだ。

「過去のトラウマが原因だと思う……でも、それについては触れないでもらえるとありがたい。正直、口に出したくもないんだ」

「わかりました。あの、聞いていいのかわかりませんが、欲求がないというのは、女性に興味がないってことですか？　性的指向は女性に向いているのに欲求がない、という意味がいまいちよくわからなくて」

「興味はあるけど、欲求がない、つまり……あ～ええとね」

　彼は、どう言えばいいかと逡巡するように言葉を濁した。

「興味はある……けど、欲求がない？」

　真理には、オウム返しに言葉を紡ぐことしかできない。

　結局、その話が真理との見合いにどう関係してくるのだろう。女性に触れたいという欲求がないのに、見合い相手に自分を選んだその理由はいったい。

　トラウマが原因で女性が苦手になったのか、とも思ったが、慎之介を前にしていると、まったくそういう雰囲気は感じなかった。

　背中を軽く支えるようにエスコートされて、戸惑ったのはむしろ自分の方。男性に慣れていない真理と比べて、女性の扱いに長けていそうだ。

（でも、それは昔からか……がさつなところも男臭くもなくて、女の子が好きそうなタイプだったし）

　そう振る舞っていただけの可能性もあるが、そう振る舞える男子中学生がどれだけいるか。

　中学の頃は、初恋というフィルターを通して見ていたせいで、慎之介をかなり美化していたのだとばかり思っていた。けれど、再会した彼もまた十分に紳士的で魅力のある男だ。

　慎之介の答えをどう捉えていいかわからず困惑していると、斜め向かいに座った彼が視線を落としながら重い口を開いた。

「女性と普通に話すこと、接することはできる。ただ……その、これが反応しない」

　これ、と言いながら視線を向けた先は、下半身。

　真理は思わず、こくりと唾を飲み干した。

　男性経験のない耳年増の真理にも、人のいる場所では言いにくい事情がようやく察せられた。女性に触れられても反応しない、ということは。

「つまり……」

　言いかけて、さすがに口ごもる。

　すると意を決したように顔を上げた慎之介が、はっきりと言葉にした。

「つまり、勃たないんだ。セックスのタイミングになるとまったく反応しなくなる。ただ、リアルじゃなければ勃つから、勃起不全というわけでもない」

「リアルじゃなければというのは、あの、あれですか。一人ではできる……と？」

　これはお見合いではなかったか、と思わず状況を確かめたくなるが、憧れていた先輩の下半身の悩みを聞いてしまい動揺したせいか、普段なら決して口に出さないような言葉まで出てくる始末だ。

（一人ではできるかって、なに聞いてるの……っ！）

　ちょっと待って、と言いたい。

　真理は、見合い相手に自分が選ばれた理由を知りたかっただけだ。それなのになぜ、男性経験もないのに彼のセックス事情など聞かされなければならないのだろう。

　失望というわけではなくとも、正直、聞きたくなかったという気持ちになってしまう。

「そうだね、リアルでなければ女性の裸に興奮もする。目の前で本物の女性を相手にしているときだけ、どうしても勃たない。気持ちが萎えるというか、なにか違うと思ってしまうんだ」

「はぁ……そうですか」

　それはたしかにデリケートな事情だろう。ＳＮＳでそんなメッセージを送られたならば、返信に困っていただろうことは想像に難くない。

　けれど結局、なぜ見合い相手に選ばれたのかはわからないまま。そんな話をされても返答に困ってしまうだけだ。

「一応、順を追って説明してるつもりなんだけど、人に話したことがほとんどないから緊張してるみたいだ。急にこんな話を聞かされても困るよな」

　慎之介は、苦笑しながら言葉を続けた。

「初めはちょっとした違和感だった。高校の頃ぐらいから、告白を断るといきなりベッドに誘ってくるような女性が増えたんだよ。あるとき、周りの友人に多少遊ぶくらいしろって言われて、ホテルの部屋で女性と二人にされたことがあった」

「それは、大丈夫だったんですか？」

　女性の心配、というより慎之介の心配をしてしまうのは、彼ならば本当に誰かに襲われそうだと危惧したからだ。

「これでも男だから、女性にいいようにはされないよ。そういう気分じゃないし、恋人でもない相手とはできないと断った。ただ、その女性の勢いに戸惑っている間にいろいろされてね。もちろん驚いてたのもあったけど、それにしてもまったく反応しなかった」

　そこまで聞いても、真理には大して大変なことだとは思えなかった。

「それは、その相手を好きじゃなかったからでは？」

「俺もそう思った。でも、かなり不安になったんだ。その女性になんの興味も持てず、興奮もしなかったことに。まだ十代だったしね」

　男性の心と身体はべつ、などと言う人もいる。だから男は浮気ができるのだと。

　だが、真理はそうは思わない。愛する人としか触れあいたくないと思う男性がいたっておかしくないだろう。

（先輩は、中学の頃から好きな人と付きあいたいからって告白を断ってたぐらいだし……騙し討ちみたいにホテルに連れていかれて勃たなくても、おかしくないと思うんだけど）

　女性の自分にはわからない悩みかもしれない。

　だって、女性の立場からしたら、慎之介と同じ状況は痴漢されて感じてしまうようなものではないか。それはあり得ないだろう。恐怖しかないはずである。

「それで……好きでもない相手と身体を重ねることには、かなり抵抗があったんだけど。試してみたんだ」

　慎之介は深いため息をつきながらそう言った。

「試す？」

「そう、つまり……一夜だけの関係を結べる相手とホテルに行ってみた。話していて楽しいと思う相手や、可愛いと思える相手を選んだつもりだよ。でも、やっぱり、無理だった」

「今まで……一度も？」

　何度試しても、身体は反応しなかったようだ。

　真理が尋ねると、慎之介が神妙な顔で頷いた。

　ようやく、彼の悩みがどれだけ重いものなのかを知る。女性と身体を重ねられないのでは、結婚どころではないはずだ。相手が事情を知らなければ不審に思ってもおかしくない。

「そういうことが何回かあったからか、父は、俺が不特定多数の女性と遊んでいると思ってる。誰ともそんな関係になったことなんてないのにね。今まではうまく誤魔化して逃げていたんだ。逃げている間に、時間が解決してくれることを祈ってた。でも今回、業を煮やした父が、誰でもいいから見合いをしろと言ってきたんだよ」

「ご両親はご存じないんですか？　その、勃たない、ってこと」

「何度か相談しようと思ったことはある……でも、あまりに自分が情けなくて、言えなかった。オナニーはできるけど本番はできない、なんて真面目な顔して親に言える？　このことを打ち明けたのは、昔からの友人一人と、君だけだ」

　十代の頃からだとしたら、真理が知る高校時代の彼はすでにその悩みを抱えていたかもしれないのだ。十代の多感な時期、同級生とそういう話にもなるだろう。

　男性経験のない真理には想像するしかないが、あの穏やかな笑顔の裏で人知れず悩んでいたとしたら、どれだけ辛かっただろうと同情してしまう。

　他人に相談しにくいことだけに一人悶々とするしかない。特に親には性的な話を相談しにくいものだ。

「病院には？」

　慎之介は緩く首を振った。

　トラウマが原因だと言っていたから、心の問題をケアしてくれるような病院を受診した方がいいのでは、と素人でもわかるのにどうしてだろう。

「行く予定だった。でもその前に、君に会った」

「私？」

　真理が自分を指差すと、慎之介が鷹揚に頷いた。

「初めてあの店に行ったとき、フルーツの在庫を切らしてしまったとお詫びに来てくれたのが南本さんだった。覚えてないかもしれないけど」

「覚えてますよ」

　初めて慎之介が店を訪れた日。彼の顔を見てすぐに気づいた。大人になっていたけれど、昔の印象そのままだったから。

　女性を伴って来店した慎之介を見つめながら、懐かしさと初恋の気恥ずかしさを同時に思い出した。

「メニューを受け取ろうとしたら手が触れてしまって……あのとき、言い方は悪いんだけど、君になら……その、反応しそうだと思ったんだ」

「え、えっ？」

　一瞬、彼がなにを言っているのかわからなくなり戸惑う。

「反応って」

「君になら……勃ちそうだと思った」



「勃っ……！」

　直接的な言葉で言われ、顔から汗が噴きだしてくる。

　慎之介の言葉の真意を考えた。手が触れただけで身体が反応しそうだと感じた、とは。たまたま、とか、偶然はないだろう。

　あの手が触れた一瞬で彼がまさかそんなことを考えていたなんて、当然、露ほども思っていなかった真理は、どう返事をしたものかと目を泳がせた。そもそも男性がどういうときにそうなるかなんて知らないのだ。

　誰と試してもだめだった、と彼は言っていたではないか。それなのに、どうして自分相手になら反応しそうだなんて。

（本当に一目惚れ……とか？　まさか、そんなわけない）

　一瞬、本当に一瞬だけ思い上がった気持ちが芽生えて、慌てて心の中で否定する。手が触れただけで一目惚れなんてあり得ない。

　店ではアルバイトスタッフを含め、たくさんの従業員が働いているし、その中には目を引く女性もいる。数々の美しい女性に告白されてきたであろう慎之介が自分になんて。

　動揺のあまり慎之介の下半身に視線が移ってしまったのは致し方ないだろう。

「一応言わせてもらえば、店の中で興奮してたわけじゃないから。君とならできる、って思っただけ」

　真理の視線の意味に気づいて、慎之介は苦笑しながら否定した。

「すみませっ……ちが、そんなつもりじゃ」

「いや、こっちがごめん。女性相手にする話じゃないのはわかってるんだ。なんだかセクハラしてるみたいだし……でも、この人しかいないと感じたのはたしかだ」

　よく知りもしない相手に「君とならできる」などと言われたら、全速力で逃げだす案件だ。

　ただ、切羽詰まっていた彼が、どうしても真理を逃したくなくて、見合いを持ちかけた状況は理解できるものだった。

　熱烈な告白をされているような気分になってくるが、彼はべつに真理を好きなわけではない。ただ真理になら下半身が反応しそうだという話なのに、この人しかいないと言われると、まるで告白されているように感じて面映ゆい。

「セクハラとは、思いませんから」

「そう言ってくれると助かる」

　彼が真理をからかうために言っているわけでないのは、事情を聞けばわかる。ずっと悩んでいたときに光明が見えれば、それに縋りたくなったって致し方ないだろう。

（でも、それって……つまり、私と豊島先輩が……）

　頭の中でおかしな妄想が浮かんできてしまい、顔を真っ赤にして振り払う。キス一つしたことがないのに、二段、三段跳びで身体の関係を匂わされて冷静でなどいられない。

　つまり、真理とならセックスできる可能性があると彼は言っているのだから。

　なんだか急に二人きりでいることが落ち着かなくなってしまい、慎之介の目を見られなくなった。

　真理の心情を余所に、慎之介は淡々と話を続けた。

「それで父に、見合いをするならこの人がいいと、南本さんの名前を出した。店に通ううちに好きになったと言ってね。見合いのために君の身辺を調査した。名前、住所、家族構成くらいだけど。そこで君のお父さんが豊島で働いていることを知ったんだ。驚かせただろうし、勝手に調べられるなんて気分が悪いだろう。こちらも切羽詰まっていたとはいえ、申し訳なかった」

　自分の知らないところで見合い相手に選ばれ、さらに調べられたと聞けば、気分は悪い。けれど、先に謝られてしまったら怒ることもできないではないか。

　それに、なにか事情があるのではないか、と先に考えられたため、そう悪いことばかりでもなかった。

「それくらいなら、いいですよ」

「ありがとう」

　慎之介はほっとしたように眉尻を下げた。

「それで、私だったんですね。話しにくいことを聞いてしまってごめんなさい」

「いや、話そうと覚悟を決めて来たからね」

「そうですか。でもあの、私相手に本当に反応するかなんてわからないのでは？」

　彼は先ほど、店で興奮していたわけではないと言っていた。真理相手ならば、反応する可能性があるというだけの話だ。

「そうかもしれないね……試してみればわかるだろうけど」

「試す……」

　真理は思わず身体を仰け反らせて、彼と距離を取ってしまう。ホテルの一室に二人きりでいるのだと思い返し、改めて緊張が走った。

　反応しそうだという彼の話を聞いてしまったからか、妙に肌がざわつくような落ち着きのなさを感じる。その正体はいまいち掴めなかったけれど、不快なものではなかった。

「そんな警戒しないで。ここでなにかしようとか思ってないから。相手の了解もないのに、無断で押し倒すような真似は絶対にしないよ」

「わかり……ました。あの」

「うん？」

「今まで、試すってどんな感じだったんですか？」

　どんなふうに試していたのか気になってしまったのは、ただの好奇心だった。慎之介が一瞬動きを止めて、愕然とした様子で真理を見つめる。

「警戒したんじゃなかったの？」

　慎之介が力なく笑った。

「あ、いえ……違うんです。緊張しちゃったのはたしかですけど、豊島さんがなにかするとは思ってなくて。ただ、私に同じことを求めているなら、聞いておかないとって思っただけなんです」

　慎之介は考える素振りを見せて、ややあって頷いた。

「具体的には言えないけど、触りもしたし、触られもした、でもまったく反応しなくて、疲れてる、眠い、気分が悪い……でなんとか誤魔化したよ。でも何人目かの相手に〝不能〟と言われた。それはそうだよね、誘いに乗ったのは俺なんだからさ。そう返したくもなると思う」

「ひどい」

「ショックだったけど、彼女は本当に俺がそうだと思って言ったわけじゃない。ただ、プライドが傷ついたから出た言葉なんだと思う」

「だとしても、ひどいです」

　自分が言われたわけでもないのに、慎之介の悩みも知らずにと悔しい気持ちが湧いてくる。そんな真理を見て、慎之介が「ありがとう」と言って笑った。

「触れた瞬間に、この人とは無理だって、違うって感覚でわかるんだ。でもいざ行為に及べばなんとかなるんじゃないかって期待が捨てきれなくて、いろいろと試してみたんだけど、やっぱり誰ともできなかった。そのせいで父には、女性をとっかえひっかえしてると思われてるしね。それにしても、君は優しいね。俺が言うことではないけど、もう少し警戒してもいいと思うよ」

「優しいなんて、そんなことは……それに、これでも一応ちょっとは警戒してるんです」

　真理は、学生時代の慎之介を知っている。大人になった慎之介がまさかこれほど重い悩みを抱えていたとは思いもしなかったが、印象は少しも変わらなかった。

　初恋の人と二人きりであることには緊張してしまうけれど、強引になにかされると思えないのはそのせいだ。

「ちょっとか。俺としてはありがたいけどね。正直、勃たないって話をした時点で帰られる可能性が高いと踏んでいたから。外見的に女性の目を引いたとしても、こんな男はやっぱりいやだろう？　って、ごめん、これじゃ誘導してるみたいだな」

　彼は自嘲的に唇を歪めて、ため息をついた。簡単に「そんなことはない」と返しても慎之介は救われない。

　不能という言葉はきっと彼の心を抉っただろう。

　それに、何度もそういうことがあったなら、男性としての自信も喪失するのではないだろうか。二十八歳で処女の自分に同情されるのはいやかもしれないが。

　セックスが嫌いだという友人の話を以前に聞いたことがある。友人は、彼との行為が気持ちよくない、濡れないのが原因だと言っていた。痛みを我慢して身体を重ねているうちに、セックス自体がいやになってしまったらしい。

　慎之介の症状が同じだとは言えないけれど、彼もまたその行為自体をどこか忌避しているように感じた。「試す」と言ったとき、かすかにだが眉を顰めるのだ。

　好きでもない相手と身体を重ねるのには抵抗がある、とも言っていた。ならば、勃ちそうだという理由だけで自分を選んでいいのだろうか。

（そうだよ……好きでもない人と、普通はそんなことしたくないよ）

　ただ、結婚の話が出ている以上、誰かを選ばないわけにはいかなかった。それで一縷の望みにかけたのかもしれない。

「俺は、君しかいないと思った自分の感覚を信じてる。まだ君のことをなにも知らないのにこんなことを言うのは変かもしれないけど、南本さんに対しての感情は、一目惚れって言葉でしか言い表せないんだ」

「一目惚れ、ですか」

　やはり、何度聞いても信じがたい。彼は真理の容姿を好きになったわけではない。恋愛感情だってないはずなのに、一目惚れという言葉を使うのはどうしてだろう。

（やっぱり、話を聞かなきゃよかったかも……これ、断れる？）

　これだけの美青年に、君しかいないなどと言われて、きっぱり拒絶できる人がいるだろうか。話を聞いているうちに同情してしまったことも大きい。昔の恋心も理由にある。

　だからか、彼にとって自分だけが頼みの綱ならばなんとかしてあげたい、と気持ちが揺れてしまう。

　かといって、すぐに結婚を望まれても正直重いし、勃つかどうかを試させてほしいと頼まれたところでその覚悟もないが。

「信じられないのも無理はないと思ってるよ。俺も、女性にこんな気持ちを抱いたのは初めてだから。決定権は君にある。今の話を聞いて、そんな男はいやだと思ったのなら断ってくれて構わない。恋人になっていいと思ったとしても、いざそういう行為をする段階になって、俺のものが役立たずだったなら、その場で振ってくれてもいい」

　頼む、と頭を下げられて、真理は身動き一つできなくなる。

（どうしよう、どうすればいい？）

　このままでは、自分の想いを真摯に訴えてくる慎之介の言葉に絆されてしまいそうだ。

「あの、豊島先……さんは、私のことをなにも知らないじゃないですか。その、一目惚れと言っても顔立ちが好きなわけじゃなく、ただ下半身が反応しそうだから、私を選んだってことですよね？」

　彼の目的は、真理の身体だけ。結婚するのに都合がいいから選ばれたに過ぎない、その方が一目惚れだと言われるより、よほど信じられる。

「顔も可愛いと思うよって言っても、散々身体の話をした後じゃ君が信じられないのも無理はないね」

　慎之介はそう言って苦笑いを浮かべた。

「正直に言うと、そうですね。一目惚れとか、信じられないタイプなので」

「なら、信じてもらえるように努力するよ。俺はもっと君を知りたいし、俺のことを知ってほしいとも思ってる」

　彼は、親にさえ打ち明けていない悩みを必死の思いで打ち明けてくれた。

　今まで、誰から告白されても受け入れられず、断る言い訳のように「もし私が太っていても告白してくれたのか」と考えてしまっていた。

　一目惚れ、なんて言葉は中身が伴っていないように感じて一番信じがたい。それなのに、この人の言葉を信じてもいいかと気持ちが揺れるのは、昔の出来事があるからだ。

　それに、彼には自分しかいないのだと知ると、自分が断ったらどうなるのかと考えてしまう。お人好しすぎるとは思うが。

（勃つかどうか試すなんてもちろん無理だし、豊島先輩がいやなわけじゃないけど、結婚なんてまだ考えられない……）

　ならば、とりあえず恋人になるのはどうだろうか。

　しばらく付き合えば真理に対する一目惚れが幻だったと気づくかもしれないし、自分になら下半身が反応すると思っていたのも偶然だったとわかるかもしれない。

「あの、すぐに……結婚は、考えられないです。それでもいいですか？」

「え……」

　真理は、慎之介の手を取った。彼の手は緊張のせいか、かなり冷え切っている。それを温めるように両手で包み、握りしめた。

「恋人なら、大丈夫です」

　すぐに断られるとばかり思っていたのだろう。慎之介は信じがたいと言わんばかりに目を瞠り顔を上げる。

「今、なんて？」

　慎之介の口から間が抜けたような声が漏れて、つい笑ってしまう。おそらく、断られる覚悟をしていたのだろう。彼の言葉からそれが察せられた。

「恋人になら、なってもいいですと言いました」

「この話を進めても？　本当にいいの？」

「まだ、そこまでの覚悟ができてるわけじゃないです。それに私、この歳で誰とも付きあったことがないので、急にそういうことはできないと思いますけど、それでもいいなら」

　いくら初恋の人が相手でも、結婚できるほどの覚悟は持てない。それでも、慎之介を受け入れることを選択したのは、これ以上この人が傷つくところを見たくないと思ってしまったからだ。

　淡々とした様子で「断ってくれて構わない」と言ってはいるが、デリケートな問題を自分のようにろくに知りもしない女性に打ち明けるまでに、かなり悩んだはず。話を聞いた上で断れば、きっと慎之介を傷つけるだろう。

（お人好し過ぎるって、自分でも思うけど）

　藁にも縋りたい思いは理解できるが、真理が相手なら勃つ、なんてことはおそらくない。そのときに彼がどういう決断をするかはわからないが、たとえ別れを選んだとしても初恋の人と恋人になれるのだから悪くない。

　過去、告白できないまま終わってしまった恋を、多少なりともいい思い出にできるのではないか、と思えた。

「ありがとう。嬉しいよ」

　慎之介はまだ信じがたいのか、どこかに気持ちを置き去りにしたようなぼんやりとした表情で口を開いた。

「君が、俺を好きで、受け入れてくれたわけじゃないのは理解してる。俺の気持ちだって信じ切れていないだろう。でもきっと、信じさせてみせるから」

　安心しきったような表情で真っ直ぐに見つめられ、呼吸が速くなる。今日から、彼が恋人なのだと思ったら、じわじわと恥ずかしさのようなものが押し寄せてきて、いてもたってもいられない。

「お手柔らかに、お願いします」

　真理はそれだけ言って、軽く頭を下げた。

「これから恋人になるのに硬いね。俺に対して敬語じゃなくていいから。あと、お互い名前で呼ぼうか」

「わかりました……じゃなくて、わ、わかった？　慎之介さん、でいいですか？」

「あぁ、いいよ。いいですかって言ってるけど」

「あ、ほんとですね。って、また……もう」

「慣れないと難しい？」

「はい」

　もともと先輩という意識があるからだろう。慎之介に対して丁寧な口調を崩すのはなかなか難しい。真理がまごついていると、肩の力が抜けたように穏やかに笑う慎之介と目が合った。

　昔、遠くから見ていたときよりもずっと近くに彼がいる。彼の秘密を知ったからか、心の距離が近づいた気がして嬉しくなった。自分に自信がなく告白さえできなかったけれど、本音ではこんなふうに笑った顔を自分に向けてほしい、と思っていたのかもしれない。

「そうだ。一つ聞きたいんで……じゃなくて、聞きたいことがあって」

「なに？」

「お店に来るとき、いつも同じ女性と来るから。あの人はいいの？」

　真理はずっとあの女性が彼の恋人だと思っていた。

　仲睦まじい様子だったし、外見は似ておらず兄妹には見えない。慎之介の話を聞いた今となっては、恋人ではないのはわかるのだが。だとしたら、どういう関係なのだろう。

「あぁ、志し摩まは秘書なんだ」

「秘書？」

　カップルが訪れるようなレストランに秘書と週に何回も来るだろうか。疑問が顔に出ていたのか、慎之介がばつが悪そうな表情で頬を掻く。

「ああいう店に男一人では入りにくいだろ？」

「もしかして、甘いものが好きなの？」

　ランチでの利用時に彼が頼むのは、だいたいデザートと飲み物のセットだ。たまにデザートのみの注文もある。

「まぁ、そうだね」

　慎之介が照れくさそうに頷いた。たしかに男性客もいるにはいるが、ほとんどが女性の付き添いである。一人で来店する男性客は極端に少ない。

「君のことが気になって何度か通ってたのもある。けど、あの店の味を気に入っているのもたしかだ。それで秘書に付きあってもらってた。ただ志摩からも『これ以上付きあわされたら太るからそろそろ一人で行け』って言われてて」

　慎之介はそう言いながら秘書を思い出したのか、くすくすと笑い声を立てる。

　安心しきったような彼の目を見ていると、その相手に気を許しているのがわかり、少しばかりモヤモヤしてしまう。

　恋人になっただけで、真理は今の彼をほとんど知らない。付き合ったばかりで秘書にまで嫉妬してしまう自分は、思っていた以上に初恋成就に浮かれているのかもしれない。

（あんな綺麗な人でも、無理なのかな）

　彼女の前にいる慎之介は自然体だった。今、こうして真理の前にいるときよりもリラックスして見えた。

　あれほどの美人を相手にしても、慎之介の身体は反応しないのだろうか。

　そんな真理の不安を見抜いたように、慎之介が口を開く。

「誤解しないでほしい。志摩は、本当にそういうんじゃないから。試そうとしたこともない。ほかの女性を誘ったら誤解させてしまうから、志摩に頼んだってだけで。俺には、真理しかいないよ」

　急に名前を呼ばれて、胸がきゅっと疼いた。

「不安に思うことがあったらなんでも聞いて。それで、今はまだ無理でも、いつか俺を好きになってほしい」

　受け入れてほしい、彼の目がそう言っていた。

　店で数度会っただけ。慎之介は、真理が後輩であることも知らないのだ。真理が内心で、初恋の成就に浮かれていることも。

　もしも真理が応えたら、彼も同じだけの想いを返してくれるだろうか。

　その日が来ればいいと切実に願ってしまう自分の心には、すでに同情以上の感情が芽生え始めている気がした。

「わかりました。あの、でも……さっきも言ったけど。私は男性と付きあうのは初めてだから、少しずつ距離を縮めてほしい、です。身体が反応するかもしれなくても、すぐに触られるのとか無理だから」

　真理がおずおずと口に出すと、もちろんだと彼が頷く。

「無理強いは絶対にしない。約束する。身体を重ねるのも、君の感情が整ってからでいい。だから、見合いを進めると、社長……父に伝えてもいいか？」

「うん。あれ、ってことは、私たちって婚約者になるの？」

　すぐに結婚は無理だと言ったが、見合いを進めるということは婚約の形になるのだろうか。

「一応、そうなるかな。でも、ある程度の交際期間を経てから結納を交わしたいと言っておくから、恋人でいいと思うよ」

「そうだよね」

　だが、婚約者という言葉の重さに、ついため息を漏らしてしまう。

「なにか不安？」

「婚約者になって具体的に結婚の時期とかが決まっちゃったら、だめだったときどうするのかなって。まだ、わからないでしょ？」

　真理相手に反応しそうだとしても、本当に反応するかはわからないし、その状態で結婚するしかなくなってしまったら、彼にとっても真理にとってもいい結果とは言えない。

　自分に反応するかどうかわからないうちから婚約者になるのは、時期尚早だと思ったのだ。

「あ～その心配はないと思う」

「え、なんで？」

「少しでも触れたらわかる。誰に対しても、今までは違うと感じた。でも真理に対してはそう思わなかった。この人だと思ったんだよ。強引な真似をしたくないから我慢してるけど、本当は今すぐにでも触れてみたいよ」

「今すぐっ？」

　慎之介は、だから言うのはいやだったんだと言わんばかりに頬を赤らめた。

「あの、でも」

　暗に今すぐにでも身体の関係を持ちたいと言われて、頬が火照っていく。慎之介の事情故に話の内容は下ネタばかりだが、彼とはまだ手を繋いだことさえないのだ。

「わかってる、急がない。でも、こんなふうに思うのは真理だけだ。だから恋人期間をもうけたあと、よかったら俺との結婚を考えてほしい」

「わ、わかりました。じゃあ、とりあえず恋人、ということで」

　ただの顔見知りでしかなかった自分たちが距離を詰めるのは、相当に時間がかかりそうだ。けれど、学生時代は知り得なかった、恋人としての慎之介の顔を見られるのは、やはり悪くないと思える。

「手……」

「手？」

　小さくくすりと笑いながら言われた言葉に首を傾げる。自分の手に視線を落とし、真理はようやく慎之介を握りしめたままであると気づいた。

「ご、ごめんっ！」

　慌てて手を離すと、慎之介がますます笑みを深める。

（恥ずかしい……っ、私、ずっと手を繋いだまま喋ってた!?）

　恋人になると言ってからずっとこの状態だったらしい。

　慎之介は、真理が気づいていないのをわかっていてそのままにしていたのだろう。からかうような眼差しを真理に向けた。

「なんだ、離しちゃうの？」

「だって！　気づかなかったの！」

「俺は嬉しかったよ。ね、もう一度、繋いでみよう」

　はい、と手を差しだされて、真理はおずおずと自分の手を乗せた。

「恋人っぽいね」

「うん……私、こういうのも初めて」

　指と指が絡められ、きゅっと握られる。先ほどまで気づかず握りしめていたけれど、こうして手を繋いでいると恋人になった実感が湧いてくる。

　それに、すぐにはいやだと言ったのに、慎之介に触れられるのはちっともいやじゃなかった。それどころか、このまま離さないでほしいという気持ちまで芽生えてくる。

「少しずつでいいよ。いやだと思ったら言って」

「いやじゃ、ないから、平気」

　先ほどまで勃つとか勃たないとかの話をしていたとは思えないくすぐったい空気感に包まれ、繋いだ手のひらが汗ばんできそうだ。

「手、小さいな」

「ほら、私……あの、身長が低いから……」

　暑くもないのに背中を汗が伝う。親指で手の甲をなぞられると、なにやら得体の知れない心地好さがじわりと生まれ、耳の奥で心臓の音がうるさく鳴り響く。

　真理は、よくわからない焦りを誤魔化すように彼の目を見ずに口を開いた。

「慎之介さんは、身長高いよね。何センチ？」

「学生時代は百七十八だったはずなんだけど、今はもう少し伸びた気がする」

「へぇ～すごい。一八〇の視界ってどんな感じなんだろう。見てみたい。みんなの頭を見下ろす感じだよね？」

「待ち合わせで目立つのはたしかだね。試してみる？」

「なにを？」

「いくよ」

　繋いだ手を引き寄せられて、正面から脇を両手で支えられる。慎之介が立ち上がると同時に、真理の足が床から浮いた。

「わ……っ」

　ぶらんと足を垂らし持ち上げられている体勢と、慎之介との距離の近さに驚いて声を上げる。真正面から見つめられて、恥ずかしさのあまり足をばたつかせてしまう。

「お、下ろして」

「暴れたら危ないって」

　支えてくれようとしたのだろう。両脇に入れていた手で背中を支え、もう片方の手で臀部の下を支えられる。胸と胸は離れていたけれど、顔は息がかかるほどに近かった。

（それに、お尻……お尻……触ってる！）

　下心ではないのはわかる。話を振ったのは自分だし、見てみたいと言ったのも自分だ。それでもこれまで男性との身体的接触が皆無だった真理からすると、二段跳びくらいで距離を縮められた感覚がして動揺してしまう。しかも、それをいやだと思っていないからよけいに。

「それは反則です！」

　真理は顔を真っ赤にしながら訴えた。

　男性経験がないと言ったはずなのに、抱き締められるわ、尻に触れられるわ。触れられてもいやなわけではないが、恥ずかしさは隠しようがなかった。

「反則？　なにが？」

　慎之介は本当になにが反則なのかわからない、といった顔をする。危ないと思ったのか、真理の身体を支えたままソファーに腰をかけた。

　慎之介の上で横抱きにされているような体勢は顔を見なくて済むものの、半身は彼に完全に触れている。立っていても座っていても結局のところ落ち着かない。

「恥ずかしくて、無理なんです」

　両手で顔を覆い隠すも、これだけ近くにいれば真理の顔色どころか、吐息さえ聞こえてしまいそうだ。

「すごい心臓の音」

　一瞬、自分のことを言われたのかと思った。だが違うと気づいたのは、横目に見た彼の顔が赤かったからだ。

「かっこつけてるけど、俺も今、恥ずかしいし……真理からいい匂いがするから、なんか歯止めが利かなくて。いやだったらごめんね」

　抱き締められるだけでも、初心者の真理には難易度が高かった。今だって心臓が壊れそうなくらい激しく鼓動している。

「いやじゃないけど、どきどきしちゃうから、これ以上はだめ」

　真理が顔を覆い隠したまま言うと、慎之介がぐっとなにかをこらえるように息を詰めた。

「……まずい、かも」

「まずい？」

「いや、なんでもない。初めて店で会ったときから思ってたんだけど、真理って甘い匂いがするよね。なにこれ、香水？」

　髪を一筋取られて、鼻先を近づけられた。

　これ以上はだめだと言ったのは自分なのに、身動き一つできないのは、彼のすることを拒絶する意思がないからかもしれない。

（なんだか、慎之介さんに触られると、身体が熱くて……変になる。なんで？）

　恥ずかしいだけで、不思議と離れたいとは思わない。

　少しは落ち着こう。恋人になったのだから、これから先この程度の触れあいはいくらでもあるだろう。もっとすごいことだって、そのうちするかもしれないのだ。

（すごいこと、すごいことって！　あぁ～もう、頭がパンクしそう）

　動揺も露わにパニックに陥っていると、慎之介が案じるように顔を覗き込んできた。

「真理？　どうかした？」

「あ、ううん。なんでもない。えっと、香水はつけてないよ。なんでだろう？　くさい？」

「柔軟剤って感じもしないし、体臭かな。いい匂いがする」

「そ、そう？」

　甘ったるい声で囁かれ、背筋に震えが走った。

　自分ばかりが慌てふためいているように思えてならない。慎之介に余裕があるのは、数々の女性と行為を試したからではないだろうか。

　今まで誰ともできなかったと言っていたけれど、下半身が反応しないだけならば、それなりの行為はしたのかもしれない。仕方ないとわかっていても、おもしろくない感情が芽生え、もっと早く出会えていたら、と詮方ないことを考えてしまう。

「慎之介さん、女の人の扱い、慣れてない？」

「正真正銘、未経験だよ。慣れているように見えるとしたら、どうしたらもっと真理に触れられるかってずっと考えてるからかもね。少し、強引過ぎた？」

「……っ」

　身体中の血液が沸騰してしまったみたいに熱くて、熱くてたまらない。触れたいと思ってくれることが嬉しくて、気づけばそれに応えたいと思ってしまっている。

「無理はしなくていいから。下りたい？」

　下りたいのかと聞かれて首を横に振る。

　彼の触れたいという欲求が真理にも伝染してしまったらしい。

　距離を詰められることには慣れていないが、彼に触れられて、少しもいやだと思わなかった。それに慎之介は、真理が本当にいやだと言ったならすぐにでもやめてくれるはずだ。

「このままがいい。慣れたいから」

「慣れてくれるの？」

「それは、当たり前です……ちょっと、驚いただけなの」

　真理が言うと、慎之介がおもしろそうに口の端を緩めた。まだどきどきするものの、話しているうちに彼の膝の上に座っている恥ずかしさは少しずつ落ち着いていく。

「わかった」

「あ、そうだ。慎之介さんってクッキーは好き？」

　甘い匂い、でクッキーを思い出した。

　昔、手紙と一緒に渡そうと思い、作ったことがあった。結局、渡せずに自分で食べた過去は苦い思い出だ。

「甘いものはわりとなんでも好きかな。口寂しいときによく食べるし」

「じゃあ、今度作ってきてもいい？　手作りとか微妙？」

「微妙なわけない、ありがとう。真理はお菓子作りが好きなの？　あぁ、だから甘い匂いがするのかな」

　ふたたび慎之介の鼻が髪に近づいてきた。

　今度は先ほどよりも首に近い部分に鼻先がくっつけられて、彼の吐息がかかる。

　恋人関係になったのだからこれは普通なのだと思おうとしても、距離が縮まるだけで全身から汗が噴きだし、息が上がりそうだ。

「う、うん……好き。でも昨日はなにも作ってないし、シャンプーの匂いかも」

　昨日は翌日の見合いのせいでそれどころではなかったのだ。着ていく服もなかなか決まらなかったし、なにを話せばいいかなどと考えていたら、あっという間に深夜だった。

「俺、この匂い好きだな。あのさ、真理……いやだったら、断ってくれていいんだけど」

　慎之介は真理の肩をがっしり掴み、真っ直ぐに見据える。

「うん？」

「ちょっとだけ、抱き締めてみてもいい？」

　今だって抱き締めてる状態じゃないの？　とは聞けなかった。彼の言う「抱き締める」は、今みたいに身体を横抱きにするのとはまったく違うのだと気づいたからだ。

「どんなふうに？」

「ぎゅって……これより、もう少し近づきたい。無理？」

　慎之介が両手を開き、真理の身体を軽く包む。身体と身体はわずかに距離があるのに、彼の匂いがふわりと鼻をくすぐると、それだけで胸の奥が満たされていくような感覚がした。

「大丈夫、だと思う」

「いやだと思ったら、そう言って」

　身体を包み込まれて、強い力が加わる。

　真理の横顔が慎之介の胸元に埋まった。耳が胸につくと、規則正しい心臓の音が伝わってきた。自分の頭の中に響く音と同じリズムで聞こえてくる。

　互いの鼓動を重ね合わせて一つになるような感覚が湧き上がる。抱き締められて安心するのに、忙しなく鼓動が鳴り響いている。

「怖い？」

　片方の手で頭ごと抱き締められ、もう片方の手で腰を支えられた。

「怖くは……ない」

「緊張する？」

「ううん、落ち着く……のかな？　どきどきもする。変な感じ」

　真理がほっと息を吐きながら言うと、抱き締める腕の力が強まった。

「そっか」

　このまま抱き締められたままの状態でいいのだろうか。室内に響く秒針の音がやたらと大きく聞こえてくる。身体の横半分がこれ以上ないほどに密着しているのに、なぜだか物足りなさまで感じてしまい、そんな自分の変化に驚いた。

　どれくらいそうしていただろう。同じ体勢を取るのが辛くなってきて、真理は慎之介の腕の中でもぞもぞと身動いだ。

「あの」

　耐えきれず沈黙を破ると、喉奧で笑うような声が聞こえてくる。なにがおかしいのかと真理が唇を尖らせると、指と指が絡められる。

「ごめん……同じ体勢で疲れた？　可愛いなと思って、なかなか離せなかった」

「か、可愛いって」

　やはり女性の扱いに慣れているじゃないか、そう思うと胸の奥が切なさに覆われる。

　過去に試した相手を好きではなかったと彼は言っていたけれど、好みの相手を選んでいたのは間違いない。その人たちとセックスできていたら、こんな風に真理に可愛いと笑いかけてはいないだろう。

（秘書に嫉妬して、過去の相手にまで。私……もうかなり好きなってない？　いくら初恋の人とは言え、チョロすぎでしょ）

　初恋の記憶がそうさせるのだろうか。自分を必死に振り向かせようとする慎之介に優越感すら覚えてしまう。

　いきなり身体の関係を持つのは無理だと思っていたのに、慎之介に触れられても拒絶できない。それどころか、もっと触れてほしいとさえ感じている。

　考え込んでいた真理が眉根を寄せると、手を握る慎之介の力が弱まった。「いや？」そう確認するように首を傾げた慎之介に、真理は小さく「大丈夫」と口にした。

「自分からこんなに触れたいと思ったのは、初めてなんだ。真理となら、本当に愛しあえるかもしれない」

　胸がくすぐったく震える。慎之介に、そんなふうに言ってもらえるなんて思ってもみなかった。憧れて見つめていただけの過去が報われた気がする。

「真理、正面から抱きあいたい……ここに、座れる？」

　向かい合わせになるように彼の膝に座れ、と言われているのだ。

　真理はこくりと唾を飲み込み、おずおずと彼の顔を仰ぎ見る。慎之介は急かすことはせず、真理のタイミングでと思っているのか、微笑んだままだ。

　彼の肩に掴まり、膝を跨いだ。すとんと腰かけて、慎之介を仰ぎ見る。

「これで、いい？」

　真理は慎之介の肩に手を置いて尋ねた。下半身は触れているが、上半身は距離がある。ただ、向かい合わせで座るのは非常に照れくさかった。

「もう少し、こっちに」

「あ……」

　腰を引かれて、慎之介の胸に倒れるように身体が近づいた。顔と顔の距離も近い。目が合って、逸らすこともできずに瞬きを繰り返す。

　太もも同士が触れあうと、なにやら妙な気分になりそうだ。真理はもう少し距離を取ろうと身を捩る。だが、意図せず臀部で彼の太ももを擦ってしまい、自分の淫らな動きに驚き、全身が燃え立つように熱くなる。

「ちょ……っ、真理、動かないで。まずいからっ」

　慎之介の目に妖しい光が灯り、艶めかしい声を上げながら取り乱す。彼の呼気は荒く、真理の腰を支える手に力が込められた。

「やっぱり……まずいと思った」

「まずい？」

　深く息を吐いた慎之介が、なにかに驚いたように視線を落とした。真理も釣られて俯くが、彼がなにに驚いているのかはわからなかった。

「これ、わかる？」

　慎之介が、ぐっと腰を持ち上げた。開いた足の間に硬いものが当たる。

「あ……う、そ……これ」

　それがなにか思い当たると、頭の中で心臓の鼓動が壊れそうなほど激しく脈打ち、頬に熱が集まってくる。

「予感はあったんだけど……勃った」

　感慨深い声で彼が呟いた。

　彼から事情を聞いても、半分くらいは疑う気持ちがあった。自分にだけ勃つ、なんてあり得ないと。けれど。

（本当に……私だけに、反応するんだ）

　恥ずかしいような嬉しいような心地に胸がいっぱいで、言葉にすることができなかった。君しかいないと言った彼の言葉は真実だったのだ。

「気持ち悪かったら、ごめん」

　真理は、ただ首を横に振る。感動から戻れないのか、慎之介も気が抜けたようにぼんやりしていた。その目にはうっすらと涙が浮かんでいた。

（十代の頃からずっと悩んでたんだもんね……良かった……）

　彼の役に立てたことを嬉しく思う。同時に、真理となら本当に愛しあえるかもしれない、という慎之介の言葉を噛みしめてもいた。

　もしかしたら、身体だけを求められているのではないか、という不安は消えていない。勃つ相手が真理しかいないから、結婚相手に選ばれたのではと。けれど、信じてみてもいいかもしれないと、真理は思い始めていた。

（私……慎之介さんと、恋がしたいな）

　もっと真理を知って、それでも好きだと言ってくれたなら。真理も、彼を知って、彼の気持ちを信じることができたならば。

（きっと、慎之介さんを、もっと好きになる）

　そして、いつか心が通じあって、本当の意味で結ばれたい。そうなれるのではないか、という期待を胸に、そっと目を開ける。

「慎之介さん」

　真理が呼びかけると、慎之介ははっと我に返り、熱に浮かされたような目を向けてくる。

「良かったね、って言っていいんだよね？」

「うん、ただ……どうしようかなって」

「あ、私、退いた方がいいよね……ごめんっ」

　足に当たる彼のものは思いのほか大きい。身体で潰してしまっている状態では痛いかもしれない。真理は、少し腰を浮かせて位置を変えてみる。だがその動きで彼のものを擦ってしまったのか、真下にある足がわずかに震えた。

「……っ」

　色香を含んだ息を吐きだした彼に腰をしっかりと掴まれる。

「真理……頼むから、今は動かないで。ちょっと、まずい」

　慎之介の口から興奮したような声が漏れる。動きをぴたりと止めると、彼はばつが悪そうに言い淀む。もしかしたら、先ほど言っていた「まずい」も同じような意味だったのでは。そう思い至ると、真理と触れあっていてそうなった事実に胸をくすぐられる。

「動かれると、ちょっときついんだ、ごめん」

「ご、ごめんっ」

　真理はぴたりと動きを止めた。

　彼の膝の上から退いた方がいいのでは、と考えるも、動くなと言われているのに動くわけにもいかない。言われるがままじっとしているほかなかった。

（こういうときって、出さないと収まらないんだっけ？）

　自然と収まることもあると聞いたことがあるような、ないような。

　もう少ししたら膝の上から退いて、自分は帰るべきだろう。出すにしても出さないにしても、さすがに真理がいたのでは処理できないはずだ。勃ったままというのも辛いと聞く。

「あの、私……っ」

　そろそろ帰る、と言いかけて慎之介と目が合う。

　彼は腕の力を緩めると、切なそうに目を細めて、真理を見つめる。

「ここにいてよ、平気だから。真理にそばにいてほしい」

「いいの？」

「動かれると、我慢できなくなるけどね」

「わかった」

「大丈夫だろうとは思ってたけど、まさかこんなにあっさり解決するとはね。でも、こんなことになってごめんな。すぐに触られるのは無理だと言ってたし、好きでもない相手に興奮されたら気持ち悪いだろ？」

「気持ち悪いなんて思わないっ」

　真理はぶんぶんと首を横に振りながら叫んだ。

　たしかに慎之介の事情を聞き、驚いたけれど、今こうして服越しに昂った男性器に触れても不快には思わない。ただ、これがほかの誰かだったらと考えるだけでぞっとする。

　慎之介にとっては長年の悩みだろうに、真理は嬉しいと思ってしまった。彼が反応する相手が自分だけで嬉しい、と。

「だって……私も、嬉しかったから」

　真理は恥ずかしさに頬を染め、彼の胸にそっと顔を寄せる。すると、慎之介の口から呻くような声が聞こえて、突然、肩を押され距離を取られる。

「慎之介さん？」

「約束を破りそうになるから、俺が落ち着くまで待って」

「ご、ごめん。やっぱり、下りた方が……」

　急に恥ずかしくなり膝から下りようとするが、なぜか腰を掴まれて身動きを封じられる。

「下りないで、じっとしてれば落ち着く。俺がこうしていたいんだよ。ただ、無理強いは絶対にしないなんて言ったのに、あまり可愛い行動を取られると、抱き締めるだけで済まなくなりそうなんだ。怖がらせたくないのに、近くにいればいるほど触れたくなって困るね」

　慎之介の言葉が胸を突く。

　真理がすぐには無理だと言ったから我慢してくれている。必死に約束を守ろうとしてくれる誠実さに好感を持つ。あの頃と変わらない優しさが嬉しかった。

　女性に触れたいという欲求がないとまで言った彼が、真理にだけは触れたいと思ってくれる。触れてほしい、彼に気持ちよくなってほしい、そんな思いがますます強くなっていく。

「触って……いいのに」

「こら、誘うな」

　彼の茶化すような声色の中に、本気の焦りが滲み出ていた。

　流されているわけでも、同情しているわけでもない。

　おそらく、これを愛しさと言うのだろう。慎之介に憧れていただけの学生時代は知らなかった。彼の匂いや体温を。言葉を交わし、抱き締められる心地好さを。

「だめだよ。大事にしたいんだ。二人きりで初めて会って、その日に女性を押し倒すような男だと思われたくない」

「そんなふうに、思ってない……私は、ただ」

「君は、まだ俺を知らないだろう？　だめだよ、信じ過ぎたら。もう少し俺を知ってからでいいんだ。好きになってからでね」

　学生時代から知ってます、とは言えなかった。同窓だったことを今、言ってしまえばいいのに、黙っていた後ろめたさから口に出せない。

「いいんです。慎之介さんは、私を大事にしたいって言ってくれたから」

　本心では試したいに違いない。初めて女性の身体に反応したのだから、本当に行為に及ぶことができるかどうかまで確かめたくなるのが普通なのに。自分の欲求を押し殺して、真理を優先してくれる人だからいいと思ったのだ。

「慎之介さんになら、なにされても、いい」

　真理はそう言うと、彼の胸元に顔を埋めた。

　慎之介の眉間にしわが寄り、なにかを耐えるような表情で腰を引き寄せられる。

「あぁ……もう」

　深いため息が聞こえた。

「そういう可愛いこと、言うな」

　力強く抱き締められて、彼の顔が首筋に近づいてくる。吐息がかかり、くすぐったさに身を捩るも腰をしっかりと押さえられていては動くことは叶わない。

「……っ、くすぐったい」

「くすぐったいじゃなくて、気持ちいいって言わせたいな」

　慎之介は真理の髪を片側に寄せると、うなじに口づけてきた。

「ん……っ」

　ちゅっと強く吸われると、腰が甘く痺れて、じっとしてはいられない。つい腰をくねらせて、真下にある彼のものを擦ってしまう。

「動かないでって言っただろ」

　腰を真下から突き上げられて、足の間に剛直が押し当てられた。膨らんだスラックスの前側で秘めた部分をずりっと擦られると、腰が大仰に跳ね上がる。

「あ……っ」

　自分の口から漏れた甘ったるい嬌声に驚き、全身の血液が沸騰してしまったかのように頭の奥まで甘く痺れ、なにも考えられなくなる。

「今日は抱かないよ」

　彼は荒く息を吐きだしながらそう言った。

　ほっとするような、残念なような気分で身体から力を抜く。真理はこのまま慎之介に抱かれても構わないと思っていたのだ。

　初めてなのに、彼に抱かれることを少しも怖いとは思わない。慎之介の身体が反応してくれて嬉しいのもあるが、彼の興奮が伝わってきて、どうしようもなく気持ちを昂らせているのだと思う。

「どうして？」

「ゴムを用意してないんだよ。まさかこれほど呆気なく勃つなんて思ってなかったし、君とすぐにどうにかなるとも思っていなかった。まず、断られると思ってたしね。それに、大人同士で誰に許可を得る必要もないとは言ってもね、君のお父さんへの報告が先だと思う。社長と俺が頭を下げたことで断れなくしたようなものだから」

「それは……たしかに」

　自社の社長と専務に頭を下げられて断れなかったのは知っていた。父は見合いの件を話すとき、困惑した顔をしていたから。

　強引だとは思ったが、見合いをしなければ、今こうしていられなかった。店で彼と再会できたことが、まるで奇跡のように感じられる。

「でも、俺は男だから。こうして触れあってると、我慢が利かなくなる。こういう感覚は初めてで、どこまで自分を抑えられるかわからないんだよ」

　慎之介に顎を掴まれ、上を向かされる。

　顔が近づけられ、額と額がこつんとくっついた。

「抑えなくていいのにって言いたいけど、だめなんだよね」

「そうだね……だから、キスだけしてもいい？」

「うん」

「俺に流されないで、いやならいやだと言おうね」

　軽く窘められて、つい笑ってしまう。

　だって、仕方がないではないか。この部屋に入ってからずっと、彼にされていやだと思ったことなど何一つないのだから。

「流されてるわけじゃないです。なんだか、嬉しいの」

「嬉しい？」

「うん、慎之介さんが、私にだけ興奮してくれるのが、嬉しい。おかしいのかな、私」

「そう言ってもらえて安心した。どうして俺……真理を、こんなにほしいと思うんだろうな」

　後頭部を強く引き寄せられて、慎之介の顔が近づいてくると、額や目尻に口づけられた。

　キスと言えないくらいの軽さで唇と唇が触れると、満足そうな吐息を漏らした彼が言葉を続けた。

「目、瞑って」

　真理は瞬きで肯定し、身を任せる。

　ずるずると身体が後ろへ押し倒されて、気づけば慎之介に覆い被さられていた。髪を撫でられ彼の吐息が唇にかかる。

（私……慎之介さんと、キス、してる）

　唇からじわりと熱が広がり、頭が陶然とするような感覚を覚える。

　身体の中心に灯が灯り、それが頭の先からつま先まで血液の流れに乗って広がっていくようだ。こんなふうに唇を触れあわせ、しかもそれが気持ちいいだなんて信じられない。

　触れるだけのキスが続き、柔らかい唇を啄むように軽く食まれる。自分とは違う体温の舌が唇の上を這い、ノックをするように隙間を突かれた。

　自然と口を開け、彼の舌を受け止める。他人の舌など不快でしかないはずなのに、彼とキスしていると思うだけで気持ちが昂るのだから不思議なものだ。

「ん……っ」

　唇の裏側を舐められ、真理よりも大きな舌が徐々に奧へと入っていく。歯や頬の裏側、口蓋まであますところなく舐め回される。

　そのうち唾液が溢れてくると、じゅっと卑猥な音を立てて啜られ、キスの合間の息遣いが激しくなっていく。

　真理は彼のジャケットをぎゅっと掴み、口腔内を縦横無尽に動き回る舌を受け止める。

「ふっ、ぅ……っん」

　ちゅく、ちゅくっと唾液の絡まる音がする。次第にキスは激しさを増す。うっすらと目を開けて眼前にある端整な顔を見つめると、熱を孕んだ視線を向けられる。

　自分にだけ向けられた劣情に全身が悦び、息が止まりそうだ。

「はぁ……っ」

　どうしていいかわからず口を開けっぱなしにしていると、舌の周りをくるくると舐め回される。おずおずと舌先を突きだすと、唾液ごと強く啜られた。

　心臓が割れんばかりに激しく音を奏でる。初めてのキスの相手がまさか初恋の人だなんて思いもしなかったけれど、慎之介以外の誰ともこんなことをしたいと思えない。

（こんなの、好きな人じゃないと、無理だよ）

　彼とキスをしている喜びと、初めて感じる身体への熱に包まれていく。

　真理はもう一度目を開けてしっかりと慎之介を見つめた。

「真理……もっと」

　キスの仕方もわからず、流されるまま慎之介の舌を受け入れたが、なぜか彼の方がよほど余裕のない顔をしていた。

「ん、ぁ」

　膝が割られ、スカートが捲り上げられた。

　足と足の間に割って入られ、昂った彼のものを押し当てられた。そのまま、ぐりぐりと敏感な部分を擦られると、喘ぐような声を上げてしまう。

　慎之介は辛そうに眉根を寄せながら、荒く息を吐きだした、スラックスの前部分が布地を押し上げるようにして張っている。

「ごめん……止まらない。キスだけって、俺が言ったのにな」

「なら……」

　苦しそうに言われ、快感に煽られる彼を可愛いと思ってしまう。どうすればいいかもわからないのに、気づけば自然と彼の股間に手を伸ばしていた。

「それはだめ」

　すると、触れる直前で腕を取られる。

「ご、ごめんなさいっ」

　自分がなにをしようとしていたのかに気づき、頬が熱くなる。

　慌てて手を引くと首を横に振られた。

「違うって。情けないことに、触られたらすぐ出そうだから。着替えもないし」

　彼は照れくさそうに目を逸らす。生理的現象とはいえ、出さなければ収まりがつかないのなら、出すしかないのだろう。

「あの、それ、どうするの？」

「あとで抜くから。それとも、真理が手でしてくれる？」

　からかうような眼差しに気づいていたが、真理は思うままに頷いた。

「うん、する」

「はっ!?　だめだろ！」

　慎之介は驚いたように目を瞠る。やはり冗談だったのだろう。真理は、本気で慎之介に触れてみたいと思ったのに。

　真理だって、自分が勢いのままに口走っている自覚はあった。

　ただ、すぐに試すような行為はできないけれど、恋人になったのだから触れるくらいはいいのでは、と考えてしまっただけで。初めてなのに、慎みがないと思われたかもしれない。

　思い込んだらすぐ行動してしまい、後悔することも多い。けれど、素直な思いを口にして嫌われるなら仕方がないとも思う。昔のように行動せずに後悔するよりいい。

「だって」

「だって、なに？」

「あなたに……触れたいって、思ったの」

　恥ずかしさを押し殺し、唇を噛みしめると、指先でそっと濡れた唇をなぞられる。

「本気にするよ？」

「うん、本気だから……教えて」

　慎之介がベルトを引き抜き、スラックスの前を寛げる。下着をずり下げると、長大な陰茎がぶるんと飛びだした。真理はそのあまりの大きさに息を呑む。

　赤黒い彼のものは血管が浮き出るほどにいきり勃っていて、先端が濡れ光っていた。

「大きい」

　そもそも男性器を見たこともなく、誰かと比べようもないのだが、こんなものを普段ズボンの中に隠しておくのは大変なのではと、よけいなお世話とも言える心配をしてしまった。

「どうすればいいの？」

「握ってくれる？」

　慎之介に手を引かれ、そっと陰茎に触れる。思っていた以上に硬い陰茎を軽く握りしめると、上から手のひらが重ねられた。

「もっと強くていい」

　そう言いながらふたたび覆い被さられて、唇が塞がれた。

　ぬめる舌先が唇を割って押し入ってくる。ちゅぽ、ちゅぽっと音を立てながら、彼が舌を抜き差しする。それはまるで疑似的なセックスのようだった。そのあまりの淫らさに苛まれ、身体が自然と火照りだす。

「は、あ……っ、ふ」

　いやらしい音が立ち、彼のものを握りしめる手に力がこもる。すると、真理の手の上から重ねられた手が、おもむろに上下に動かされた。

「ん……っ」

　慎之介の口から興奮したような声が漏れた。その声に煽られるかのように、手の動きが速く激しくなっていく。

（私の手……ぬるぬるになってる）

　先端から溢れる先走りが真理の手のひらを濡らし、陰茎を扱き上げるたびにくちゅっと水音が立つ。気持ちよくなければこうはならないはずだ。そう思うと、慎之介の興奮が移ってしまったかのように真理の気分はさらに高揚していく。

「はぁ、ん、ふ……っ、ぁ」

　頬裏や口蓋を舐められ、口の中に唾液が溢れる。おずおずと自らも舌を差しだすと、今度は強く吸いつかれ、慎之介の口腔内へと誘われた。

　他人の口の中を舐める行為がこれほど心地好さをもたらすなんて、思ってもみなかった。唾液を交換し、味わう行為を汚いとも思わない。

（どうしよう……すごく、好き。慎之介さんが好き、キスも好き。もっと触ってほしいって思っちゃう……みんな、こんなふうになるの？）

　男性を性的な目で見たことは今まで一度だってない。中高時代、慎之介に憧れていた頃は遠くから見ているだけで満足だった。

　キスをしたいとも、抱かれたいとも思ったことはなかった。

　けれど慎之介に触れられていると、自分の中に不可思議な感覚が芽生えてくる。

　彼の唇が触れた部分からじんと熱が広がり、渇いた喉を潤すために水を欲するように、彼を求めてしまっている。

（私……初めてなのに、慎之介さんに、抱かれたいって思ってる）

　自分が言ったのに。すぐに触れられるのは無理だと。

　彼は真理との約束を守り、ゆっくり進めようとしてくれたのに、一足飛びに距離を縮めてしまったのは加速する自分の想いが原因だ。

（好き、なんだろうな……昔よりもずっと）

　たしかに同情はあったと思う。助けたいとも思った。

　けれど、これは昔と同じ感情とは言えない。たった数時間、慎之介と話をしただけで、昔以上に彼を好きになってしまった。慎之介の身体に触れれば触れるほど、自分の中で加速度的に気持ちが大きくなっていく。

　けれど、慎之介の想いは、真理となら身体を重ねられるかもしれないという直感に基づくもので、ひどく脆いものだと思うのだ。

　彼を信じ、愛されているという自信を持つには、それなりに時間がかかるだろう。

「真理……っ、もう」

　キスの合間に、彼が苦しげな声を上げた。

　陰茎のぬめりが多くなり、下肢から絶え間なくくちくちと淫らな音が響く。手を強く握られ、扱くスピードが速まっていく。

「……っ、ん」

　慎之介がぶるりと腰を震わせ、真理の手のひらごと先端を手で包む。温かくどろりとしたなにかが手のひらにまとわりついて、握られていた手の圧迫が弱まった。

　うっすらと目を開けて慎之介を仰ぎ見ると、彼は頬を真っ赤に染め、慌てた様子でテーブルに手を伸ばす。ティッシュを数枚取り、真理の手のひらについた精を拭き取る。

「ごめん。手、汚した」

　慎之介の口から重苦しいため息が漏れた。どうかしたのだろうかと真理が目を向けると、彼はがくりと頭を落とし項垂れる。

「どうかしたの？」

「君のお父さんへの報告が先だなんて、偉そうなこと言っておきながら……こんなことして、ごめん。合わせる顔がないな」

　しょんぼり肩を落とす慎之介に笑ってしまう。彼がまさかこれほど可愛い人だなんて。かっこよくて、なんでもできて、完璧な人だと思っていたのに。

　同時に不器用な人だとも思った。真理がいいと言ったのだから、謝る必要もないのに。

　今は、ただ長年の彼の悩みが解決したことを嬉しく思う。

「謝らないで。自分からしたいって言ったんだから」

「真理の気持ちが嬉しかったし、溺れそうなくらい、気持ちよかった」

　慎之介は手を伸ばしかけて戻した。まだ洗っていないと気づいたからだろう。反対側の手で真理の頬に触れる。

「真理のご両親に挨拶に行ったら、今度は俺が、君を気持ちよくしてもいい？」

「お手柔らかにお願いします……ゆっくりで」

　今日の行為を反芻すると自分の言葉が一番信用ならないな、と思っているのがバレバレだったのか、慎之介が吹きだすように笑った。

「ゆっくりね……わかった。じゃあ覚悟しておいて、俺も覚悟を決めるから」

「覚悟って、なんの覚悟？」

「うん？　それはまぁいろいろ、ね」

　含みを持たせた言い方に首を傾げる。

「もちろん、気持ちが整うまでは我慢するけど、真理を抱いたら、初めてのセックスに溺れる予感しかしないんだよね。だからお互い、少しずつ慣れていこう。次はたくさん君の身体に触らせて。何度も達かせて、泣いちゃうくらい責めてもいい？」

　妖しげな笑みを向けられ、全身の血液が沸騰するかのように身体が熱くなる。なにをされてもいいと言ったのは自分だ。すでにその日が来ることを期待してしまっている。

「慎之介さんが、そうしたいなら」

　羞恥に浮かんだ涙目のまま見つめ返すと、彼の喉元が上下に動く。

　ソファーに寝転んだままの身体を起こされて、強く抱き締められた。

「ほんと、どうしたもんかな」

　やれやれ、と言いたげな慎之介の口調に首を傾げると、彼は苦笑する。

「真理、これからよろしくね」

　彼の顔が近づいてきて、真理はそっと唇を受け止めたのだった。








　第二章　来年も、再来年も









　見合いの翌日の日曜日。

　真理は普段より三時間以上早く仕事を終えて、店を出た。施錠やレジの精算は社員である副店長に任せている。

　日曜日にもかかわらず、街にはたくさんの若者の姿がある。人の邪魔にならないように立ち止まり、スマートフォンを取り出すと一件のメッセージが入っていた。

「あ、もう着いてるんだ」

　今日は、挨拶も兼ねて、慎之介が南本家にやって来る。仕事終わりの真理を迎えに来て、そのまま一緒に自宅へ帰ることになっていた。

　真理は急いでメッセージの返信をして、慎之介が待つ駐車場へと向かう。

　車に詳しくない真理でも知っている外国車のシンボルマークがついた白のクーペ。車高の低い四人乗りのスポーツカーだ。

　正直、似合い過ぎて、嫌味にもならないなと思う。彼は車の横に立って待っていた。

「ごめんね、けっこう待たせちゃった？」

「お疲れ様。着いたばかりだから気にしなくていいよ」

　慎之介は見合いの日と同様にスーツ姿だ。

　助手席のドアを開けられて、車に乗り込むと、都内を走り慣れているのかナビも入れずに彼が車を発進させた。

　真理は隣に座る慎之介を横目に見て、頬を染める。

　昨日の一件を忘れられるはずもない。今日、どんな顔をして慎之介に会えばいいのかと悩んで、なかなか眠れなかったくらいだ。

　勢いのままに行動してしまうところは直さなければ、と深く反省した。

　恋心と雰囲気に流されたにしても、がっつき過ぎだったように思う。

（次は……って、言ってたよね……浮かれすぎないように、気をつけないと）

　慎之介を見ていると、触れたくて、触れたくてたまらなくなってしまうのだ。恥ずかしすぎて、そんなこと言えるはずもないが。

（初めてだから、余裕がないのかな……慎之介さんは、そういうこと全然考えてなさそうなのに……）

　もしかしたら今日かもしれない。そんなふうに考えて落ち着かない気分になりながらも、心を躍らせている自分がいた。

「こっちであってる？」

「は、はいっ！」

「どうしたの？」

　急に丁寧な口調に戻った真理に驚いたのか、慎之介が前を見ながらも目を瞬かせた。

「いやっ、なんでも！　このまま真っ直ぐで。あ、車は移動しておくって言ってたから、うちの駐車場に停めてね」

　わざとらしく視線を前に向けて、あっちと指を差す。自分の淫らな想像を悟られたくなく、彼の顔を見られなかった。

「わかった」

　慎之介は両親に挨拶に来てくれたというのに、不埒なことで頭がいっぱいだなんて。初めて性に目覚めてしまったかのように、いやらしい想像ばかりが脳裏を駆け巡る。

（今日はそんなことにはならないって）

　真理は窓を見つめながら、自分を落ち着かせるように息を吐く。

「そういえば、双子のお姉さんがいるんだっけ？」

「うん、たぶんお姉ちゃんたちの質問攻めにあうから、覚悟してね」

　話題が変わったことに安堵しながら、真理は姉二人を思い浮かべてくすくすと笑った。姉たちが慎之介を間近に見て、騒ぐことは間違いない。

「賑やかそうだね」

「お母さんとお姉ちゃんたちはね。お父さんはあまり喋らないけど、機嫌が悪いわけじゃないから」

「なんとなく想像がついたよ……あ、この辺かな」

「うん、すぐそこ」

　真理は自宅である二階建ての一軒家を指差した。

　自宅について、庭に車を停めてもらうと、エンジン音で気づいたのか母が玄関のドアを開けて外に出てきた。

「おかえりなさい。豊島さん、でしたよね。はじめまして、真理の母です」

「はじめまして、豊島慎之介と申します」

　慎之介が腰を折り、丁寧な所作で頭を下げた。

「お母さん、これ、慎之介さんからいただいたの」

「あらあらご丁寧に、ありがとうございます。真理の二つ上なのにしっかりした方ね。どうぞ上がってください」

　車に積んであった手土産を渡すと、母が顔を輝かせる。

「お父さんも帰ってる？」

「えぇ、帰ってるわよ」

　真理はちらりと慎之介を横目に見る。慎之介はまったく緊張している様子はなく、むしろこれから彼を父に紹介する真理の方が落ち着かないくらいだ。

　玄関を上がり慎之介を案内すると、リビングからは姉二人の声が聞こえてくる。

「ただいま～慎之介さん、いらっしゃったよ」

　スリッパを慎之介に勧めて、真理はリビングのドアを開けて声をかけた。母以外の全員の視線が背後にいる慎之介に突き刺さる。

「写真以上のイケメン！」

　姉の百ゆ合りと絵え理りの声が揃う。顔が同じだけあって、性格も似ていて、さすが双子だと思うことがしばしばある。二人が同時に言葉を発するのもいつものことだ。

「座って座って！　真理の隣がいいわよね！」

　慎之介を六人掛けのテーブルに案内すると、百合と絵理が椅子を引き、誕生日席に座らせる。慎之介は苦笑しながらも、二人に礼を言い席に着いた。

　真理は慎之介の斜め向かいの席、その横に姉二人が座った。真理の向かいに父がそっと腰かける。

「まさか真理のお見合いがうまくいくなんてね！　本当に驚いたわ」

　百合も絵理も、慎之介に詰め寄ってはいるが、彼女たちは恋愛にあまり興味がない。慎之介への態度も、あくまで姉として妹の相手を見定めようとするものでしかなかった。いつも通りの態度にほっとする。

「真理、そんな心配そうな顔しなくても大丈夫よ」

　隣に座る絵理がそっと耳打ちしてくる。

　真理はぼっと顔を赤らめて、小さな声で否定した。

「う……ごめん」

（だって、慎之介さんかっこいいし、恋人なんていらないって言ってるお姉ちゃんたちだって好きになるかも、って思うでしょ）

　真理は胸を撫で下ろして、隣に座る慎之介に視線を移す。すると彼は目を合わせて微笑む。

　まさか絵理との会話が聞こえていたとは思えないが、恋人関係になってすぐこんなに独占欲を抱いてしまう自分がいたたまれない。自分の気持ちの方がすでに重いのではないかと感じてしまう。

「豊島さんってお父さんの上司でもあるんでしょ？」

　百合が口を開くと、慎之介の視線がそちらに移ってしまい、残念な気持ちになる。

「立場的にはそうなるんでしょうが、私はまだまだ若輩者ですし、今日は真理さんとのお付きあいのことで伺いましたので、仕事上の立場は忘れてくださると助かります」

　慎之介は斜め向かいに座る父の目を見て口を開いた。

「でも、どうしてお見合いを進める気になったの？　たしかに真理は可愛いけど、うちは普通の家だしあなたなら選びたい放題でしょ？　ホテルで会った真理に一目惚れしたとか？」

　父が喋り出す前に、今度は絵理がずいと前に出て聞いた。

　姉たちは父から見合いの経緯を聞かされていなかったらしい。父も、慎之介の一目惚れでという話を信用できなかったのかもしれない。

「もともと真理さんが働く『jardin de bijoux』に客として通っていたんです。何度か通ううちに真理さんと話すようになりまして」

　南本家においてはこれが普通の状態なのだが、ぐいぐい来る百合と絵理に慎之介は驚いているようだ。

「それって、お見合い相手が真理だったのは偶然ってこと？」

「いえ……父から、見合いを勧められていたのですが、なにせ相手がいなかったもので困っていまして。そのときふと真理さんの顔が思い浮かんで、一目惚れした相手がいるからその人と見合いがしたいと父に言いましたね。あとは……まぁ、ちょっと権力を駆使しまして」

　慎之介が照れたように髪をかきながら言うと、姉二人が揃って吹きだした。

　父は社長室に呼び出されたときのことを思い出したのか遠い目をしていた。

「真理のこと調べたんだ！　で、部下の娘だと知ったってことか！　へぇ～御曹司のやることってすごいわね！」

「うちの社員である方の娘さんだったことは、本当に偶然です。調査結果を読んだときは運命だとも思いましたが、大切なご息女を勝手に調べられて不快に感じたでしょう。大変申し訳ありませんでした」

　慎之介が父に向かって頭を下げた。姉二人は空気を読んで口を噤む。

「専務の立場からすれば当然でしょうから」

　父は慌てたように首を振った。溺愛する娘の見合いが上手くいき複雑な思いはあるようだが、慎之介の会社での立場を知っているためか相手に対する不安はないようだ。

「みんな、そろそろご飯にしましょう」

　母がキッチンから料理を運び、テーブルに並べる。

　真理も手伝おうかと思ったが、母から「今日はいいから」と手で合図されたため、黙って座っていた。

「百合と絵理は箸を用意して、味噌汁を注いで」

「はいはい」

　姉たちが揃って席を立つ。

　おそらく、話が終わらないと踏んで、父と話ができるようにタイミングを計っていたのだろう。姉二人もそんな空気がわからないほど鈍くはない。

「南本さん、その折はありがとうございました。改めて、真理さんとお付きあいをさせていただくことになりました」

「真理があなたを選んだのなら、私は見守るだけです」

「私の立場は忘れてください。将来的にはあなたの義理の息子になるんですから」

　慎之介が微笑みながら言うと、父はほっとしたように頷いた。

「真理を、よろしく頼みます。笑われるかもしれませんが、二十八になっても私にとっては小さな子どもと変わりません。恋人など……ましてや結婚などまだ早いとさえ思っていたので」

　父は目を真っ赤にして真理に愛おしむような眼差しを向ける。恋人になったという報告だけで、泣かれてしまうとは思わなかった。

　なんだか自分がもう嫁ぐような気分になり、真理の目にも涙が滲む。家族の中では空気レベルの存在感である父だが、姉も自分も小さい頃からパパっ子だった。結婚するならパパがいい、と姉妹揃って言っていた覚えがあるからよけいにだ。

　真理はもともと結婚願望が薄い。三十歳になる姉たちも、恋愛よりも仕事、恋人よりも家族、というタイプであることが大きいかもしれない。

　家族仲も良く、姉たちを含め自分も一人暮らしをするという考えさえなかった。

「私たちはまだ知り合ったばかりですから、互いを知る時間が必要です。私の両親がすでに婚約だと張り切っておりますが、真理さんにプレッシャーになるようなことも、ご両親に大事に育てられた真理さんを傷つけることも、誓ってしません。真理さんが私のプロポーズに頷いてくれたときには、またご挨拶に伺います」

　慎之介は父の目を見てそう言ってから、真理に微笑んだ。

　真理も滲んだ涙を手の甲で拭い、頷き返す。

　彼の言葉が嬉しくて、胸がじんわりと温かくなる。

（私、慎之介さんに再会しなかったら、あのまま、誰かと付きあうことすら考えられなかったかもしれない）

　家族に対しての愛情とはまた違った感情で彼を大事だと思う。

　この人となら時間をかけて愛を育んでいけるだろう。交際は始まったばかりだが、父と話す彼を見て、いずれは彼と夫婦になりたい、そう思えるようになった。

　慎之介の言葉に父が満足そうに頷いた。

「話が終わったのなら、食事にしましょうか」

　話し終わるのを待っていたのだろう。母がテーブルに出前でとった寿司やおかずを置いた。百合が箸と取り皿を持ち、絵理が味噌汁を運んでくる。

　和気藹々とした食事は一時間も続き、二十時を過ぎた頃。

「ずっとリビングにいるのも豊島さんが気を遣うでしょ？　二人は部屋で話してきたら？」

「あ、そうだよね」

　百合が気を利かせてくれたため、真理は頷いて立ち上がる。

　恋人の実家というだけで気を張って疲れるものだろう。部屋で休んでもらった方がいいかもしれない。いつもと同じようにリビングでだらだらしてしまった自分が恥ずかしい。

「慎之介さん、部屋に行こう」

「いや……夜遅くにいつまでもお邪魔していたら迷惑だからね。今日はそろそろ帰るよ」

「そう？」

　残念に思っているのが顔に出てしまっていたのか、宥めるように肩を叩かれる。

　真理は仕事の始まる時間の関係上、夜遅くとも構わないのだが、慎之介は明日の朝から仕事である。無理に引き留めることはできない。

「じゃあ、外まで送る」

「ありがとう」

　慎之介は、両親や姉たちに礼を言い、玄関を出た。

　真理もあとに続き、慎之介と共に外に出る。門扉を開き、駐車場に回ると、ふいに慎之介に腕を掴まれる。

「……っ」

　そのまま強く引き寄せられて、彼の胸に顔が埋まった。真理が慎之介の背中に腕を回そうとすると、すぐに身体は離されてしまう。

「今日は、ありがとう」

「ううん、こちらこそ。来週は慎之介さんのお家にお邪魔するんだよね。私、粗相をしないか心配なんだけど」

「真理はそのままで大丈夫だよ。それに堅苦しい人たちじゃないから。お互いの家の挨拶が終わったら、デートしようか」

「うん、楽しみにしてる」

「じゃあ。おやすみ」

　頬を軽く撫でられ、真理はキスの予感にそっと目を閉じた。だがいつまで経っても、キスはやってこない。

　おずおずと目を開けると、苦笑した彼に唇をなぞられて、頬が真っ赤に染まった。

「あ、う……ご、ごめん」

「ここは真理の実家だから、今度ね」

　彼は運転席に乗り込み、車を発車させた。

（なんで、帰り際にキスされるかも、なんて思ったの……っ！　実家なんだからするわけないのに！）

　自分の行動が恥ずかしくてたまらない。

　ホテルではこれ以上ないほど甘ったるく接してくれたから、てっきり今日も同じだとばかり思ってしまったのだ。

　あれは二人きりだったからで、実家で、しかも外でキスなどするわけがないのに。

（昨日からなんなの、私……欲求不満みたい……）

　真理は項垂れながら、玄関に戻った。リビングからばたばたと慌てたような音が聞こえてくるが、それどころではなかった。真理はため息をつきながら二階へと上がる。

　父を含めた家族全員がリビングの窓から外を見ていたことに、実は慎之介だけが気づいていたのだ。







　慎之介と恋人関係になり二週間が経った。真理と恋人になってから女性秘書を伴うことをやめたようで、慎之介は『jardin de bijoux』に今日も一人でやってきた。

　互いの仕事の都合で長い時間一緒にいることはできないが、その分、こうして週に何度かは顔を見せてくれるし、メッセージのやりとりは頻繁にある。

　彼の両親に会うため豊島邸を訪れたとき、泣きながら喜ばれたのは記憶に新しい。

　南本家が三つも四つも入りそうな豪邸を前に緊張していたのに、手を握られ「ありがとう」と何度も言う夫妻を前に力が抜けた。

　先方からの依頼で見合いをしたため、交際を反対されるとは思っていなかったが、自分の家とのあまりの違いにやはり気を張っていた部分はあった。

　婚約は追い追いと伝えたものの、式場をどうするかとか初孫が早くほしいなどと言いながら浮かれている夫妻を前にすると、すでに事実上の婚約関係のような気になってしまった。

　真理は、一人で席に着いている慎之介にちらりと視線を走らせる。

　お気に入りだというケーキを食べながら、流れるような手つきで紅茶を口に含む慎之介の姿を見て、真理はうっとりと目を細めた。

　なにをしていても絵になる男だと見蕩れてしまうのは真理だけではない。

「やっぱりかっこいい」

「ね～でも店長とって聞いたけど」

「だからあの綺麗な女の人を連れてこなくなったってこと？」

「あの人と別れて、なんで店長？」

「お見合いらしいよ」

　わざと聞こえるような声で言っているのだろう。

　アルバイトの彼女たちに正社員ほど責任感がないのは仕方のないことだ。多少のおしゃべりはいいが、仕事がおざなりになるのはいただけない。

「おしゃべりは休憩中にね」

　真理が返すと、納得がいかなかったのか、女性の一人が睨むように見つめてくる。

「え～自分を棚に上げて？　店長だって、仕事中にあの人に声をかけて見合いにこぎ着けたんじゃないんですか？」

「違います」

　注文を取りに行った際、アルバイトの一人が、今日は彼女と一緒じゃないのか、と聞いたらしい。

　慎之介の答えが、彼女たちが先ほどから真理を悪し様に言っている理由だ。

（なにも私と婚約したなんて言わなくていいのに）

　それを聞いた彼女たちは、我も我もと慎之介に対してアピールし始めてしまい、真理は困り果てていた。嫉妬の感情よりも、客に対して迷惑行為をする店だと思われ兼ねない現状に、だ。

　アルバイトの管理は店長である真理の仕事だ。仕事がやりにくくなるのは困る。

　けれど、秘書の女性は恋人ではなく、真理が婚約者なのだと堂々と言ってくれたことに対しては嬉しさもあるから怒るに怒れない。

　それに、女性秘書を恋人だと真理が誤解したから一人で来店したのだろうと察すると、彼の気遣いに胸がくすぐったくなる。

　こちらの視線に気づいたのか、慎之介が軽く手を振ってくる。

　真理がほかの客にバレないように手を振り返すと、それを見ていたアルバイトたちの視線がますます鋭くなった。

「ここ、職場なんですけど～」

「いちゃつかないでもらえます？」

「やる気なくなる」

「ね～」

　最後の「ね～」だけ三人の声が重なる。隠しきれないため息をつきながら、真理はアルバイトたちに近づいた。

「そんなことより、あなたたちは時間までしっかり働いて。一人は五番テーブルの片付け、もう一人はお客様に閉店時間の案内と会計をお願いして、あなたはレジ。はい、動いて」

　ぶーぶー文句を言いつつも、彼女たちが散り散りになる。

　真理はほっと安堵の息をついて、もう一度慎之介に視線を移した。

　慎之介が席を立ち、店の外を指差した。閉店間際のため外で待ってる、と言っているのだろう。真理は頷き「待たせてごめんね」と両手を合わせる。

　今日は真理の仕事が終わったあと、デートをする予定だ。時計を見ると、仕事が終わるまであと三十分。

　真理は土日休みではないし、仕事が終わるのも二十一時を過ぎる。食事に行ける時間でもなく、ならばドライブにでも行こうと慎之介が誘ってくれたのだ。

　両親には仕事帰りに慎之介と会うことを伝えてある。帰りが深夜になるなら必ず送ってもらうようにと、父からメッセージが入っていた。

　真理は、すべての席の会計を終えて、レジの精算を始めた。ラストオーダーを終えたため厨房はすでに片付けに入っているようだ。

「もうびっくりだわよ。いつのまにそんなことになってたの？」

　葉子がレジの精算を手伝うため、隣に立って言った。

　真理は今日の売り上げと現金を照らし合わせ、間違いがないかを確認する。

　アルバイトたちのことを言えないが、すでに客は一人もいないため、多少はいいだろうと思い、口を開いた。

「実は私が一番驚いてる」

「でしょうね。お見合いってあの子たちが噂してたけどほんと？」

「うん、お父さんの上司が仲人でね。写真見たら、彼だったから驚いたの」

　互いの両親の間では、慎之介が真理に一目惚れしたと伝わっているが、さすがにそれは言いにくく、偶然見合いで会ったと言っておく。

「あんなかっこいい人とお見合いか～あの子たちがずるいってなるのもわかるけど、真理は結婚を焦ったわけじゃないでしょ？　好きだから付きあってるのよね？」

　真理に恋愛経験がなく、過去の一件を引きずり、告白されても断り続けていることを知っているため、葉子が心配そうに聞いてくるのも無理はなかった。そんな真理が見合いをしたと聞けば、驚くのも当然だろう。

「うん、本人にも言ってないんだけど、実は……初恋の人なの」

「うっそぉぉぉっ！」

「ちょっ！　声大きい！」

　慌てて葉子の口を塞ぐと、テーブルを拭いていたアルバイトがぎろりとこちらを睨んできた。また自分を棚に上げて、と言いたげだ。

　さすがに真理も申し訳なくなり、必死に手を動かす。

「ご、ごめん……だって、中学時代の初恋の彼でしょう？　あの人がそうなの？　本人にも言ってないってどういうこと!?」

　葉子は興奮した様子で早口に言う。

　実は葉子にだけは、中高時代の初恋の話をしていた。彼が中学高校において、王子様的存在であったこと。容姿に自信がなかった真理にも、ほかの女子と同じように助けてくれ、分け隔てなく優しくしてくれたこと。結局、告白できなかったことも。

「後輩の顔なんて覚えてないと思うし……お見合いも偶然だしね。そのうち学生時代の話とかが出たら、さらっと言おうと思って」

　葉子に本当のことを言えないのは心苦しいが仕方がない。

　下半身が反応しそうな唯一の相手が自分だった、などと慎之介の事情を勝手に話すわけにはいかないのだから。

「へぇ、それにしても運命的ね。お見合い相手が初恋の人だなんて」

「昔、失恋もできないまま終わった恋だからかな……再会するまで忘れてたのに、今は昔よりずっと、好きみたい」

「そっか、真理に好きな人ができて良かったわ」

「私も、慎之介さんを好きになれて良かったって思ってるよ」

　彼を知り、ますます惹かれる気持ちが止められなくなった。

　今、真理の胸を埋め尽くすのは、すれ違っただけでどきどきするような甘酸っぱさと、見つめられただけで下半身が疼くような淫らさだ。

　それらが混在すると、身体だけが大人になり、気持ちが中学に舞い戻ったようでどうしようもなく浮き立ってしまう。

　真理はアルバイトを先に上がらせて、自分も帰り支度を始めた。店の外で慎之介を待たせていると思うと気が逸るが、せめてメイク直しくらいはしたい。

　制服を脱ぎ、一日中動き回って汗ばんだ肌を拭き取りシートで拭っていく。ブラウスに膝丈のフレアスカートを合わせて、髪にブラシを通す。

　パウダーファンデーションを軽くはたき、アイブロウやマスカラが落ちていないことを確認し、唇にリップを塗り直した。

「けっこう時間かかっちゃった……急がなきゃ」

　電気を消してドアの施錠を確認し、外に出た。

　慎之介を探し周囲を見回すと、どこからか彼の声と女性の声が聞こえてくる。

「あの、今度私ともデートしてくれませんか？」

「しないよ。恋人がいるのにほかの女性とデートする男に見える？」

　聞き覚えのある女性の声は『jardin de bijoux』のアルバイトスタッフのものだ。彼と恋人関係にあると知られてからずっと敵意を向けられていた。

　真理は思わず店の陰に隠れて、二人の様子を窺う。恋人に話しかけないでと彼女に堂々と言えるほど、彼との関係にまだそれほど自信が持てない。

　彼らからの距離は五メートルほどだが、二人ともこちらには気づいていないようだ。

（勇気あるなぁ）

　恋人のいる男性をデートに誘うのはどうかと思うが、自分にもチャンスがあるならと考えた彼女の気持ちはわからなくもなかった。

　むしろ行動できる彼女を心の底からすごいと思う。

　学生時代、ああいう女の子は慎之介の周りにたくさんいた。自分に自信があるからこそ、恋人がいるとわかっていても行動できるのだ。過去の真理とは大違いである。

　だからつい、嫉妬心はあっても心の中で賞賛してしまうのかもしれない。

「違います！　そういうんじゃ……」

「もし俺が、恋人がいるのに君の誘いに応えるような男なら、君以外の誰かの誘いにも乗ってると思わない？」

「それは……」

　慎之介の言葉に彼女はかっと頬を赤らめて、唇を噛み締めている。

　人好きのする笑みを浮かべ、柔らかい口調で接しているのに、有無を言わせない雰囲気がある。浮気するとは思っていなかったが、取りつく島もない態度に優越感を覚えてしまう。

「誘ってくれるのは嬉しいけど、君だけを好きになってくれる相手とデートするのがいいと思うよ」

　恋人のいる男性に声をかけている時点で自分自身の価値を下げている、と暗に言っていて、それに気づいた女性はますます悔しげに顔を歪ませた。

「……聞いてもいいですか？」

「うん」

「店長の、どこがいいんですか？　見た目だったら、私の方が……」

　彼女がそう言った途端、慎之介の目が一瞬だけこちらを向き、真理を捉える。そして、柔らかく弧を描いていた慎之介の眼差しがきつく細まった。

（え、怒ってる？）

　彼女の言うこともわかる。見た目だけで言えば、若くて愛らしい彼女の方を十人中十人が選ぶだろう。だから彼女にそう言われても、悔しいというより、当然だろうな、と感じる。

「君の見た目が真理に勝ってるって？　ずいぶん自信があるんだな、その程度で。そもそも俺が好きなのは真理であって君じゃない。納得したら俺の視界に入らないでくれると嬉しいね」

　彼女に対しての口調は不機嫌そのもの。彼が女性に対してこんな態度を取るところを、真理は初めて見た。

　慎之介は女性をバカにするように鼻で笑い、あしらうように手の甲を軽く振る。にこやかに笑みを浮かべる表情は変わっていないのに、目が笑っておらず口調も冷ややかだ。

「そんな言い方……っ」

「先に俺の恋人をバカにしたのは君だろう？」

　彼女はその程度と言われた顔を悔しげに歪めて、こちらに向かい走ってくる。店の陰に隠れるように立つ真理に気づいたのか、鋭い眼差しで睥睨しながらも、なにも言わず走り去っていった。

（私のために、怒ってくれなくていいのに）

　慎之介は、真理が聞いているのをわかっていたからこそ、悪役を買って出てくれたのだろう。過去、容姿を笑われたとき、助けてくれた彼そのままだ。それに気づくと、湧き上がる喜びは抑えられそうになかった。




　──俺が好きなのは真理であって君じゃない。




　身体を重ねられる可能性があるのは真理だけ、その理由で選ばれたにしても、彼からの「好き」という言葉がこれほどに嬉しいとは思わなかった。

　真理が慎之介に近づくと、彼の目もこちらに向けられる。やはり、真理が店から出てきたことにかなり前から気づいていたらしい。

「真理、お疲れ様」

「待たせてごめんね」

「いや、美味しいケーキを食べられたから構わないよ。じゃあ行こう」

　差しだされた手を取ると、慎之介の指が絡んでくる。それだけで満たされた心地になってしまうのだから現金なものだ。

「そういえば、ドライブってどこに行くの？」

「横浜方面にね。ベタだけど、夜景でも見に行こうかと思ってるけどいい？」

「うん」

「ドライブなら、真理と喋れるし」

「そっか」

「でも、二人きりだから、気をつけないとな」

「気をつけるって？」

　なににだろうと疑問に思い真理が言うと、慎之介はなぜかいたずらを思いついた少年のように口元を緩めて意味深に笑った。

「はい、どうぞ」

　彼の車は、店から十分ほど歩いた場所にあるコインパーキングに停めてあった。

「ありがとう」

　甲斐甲斐しく助手席のドアを開けられて、面映ゆく思いながら助手席に乗り込んだ。

　車は神奈川県横浜市方面へと走る。実家に来てくれたときも思ったが、彼は道をよく知っているようで、複雑に出入り口が入り組んでいる首都高ですら、迷いなく進んでいく。

「運転、慣れてるよね」

　ほかの誰かともこうしてデートをしたのだろうか、と考えていると、彼が視線を前に向けたまま口を開いた。

「うん、けっこう慣れてるかな。うちの会社の物流倉庫があるから、この辺りもよく来るよ。関東近郊ならだいたい車で行くしね」

「そうなんだ。出張多いの？」

　慎之介から、出張でどこかに行ったという話を聞いたことがなかったため、いつも父と同じ本社にいるのだとばかり思っていた。

「多いよ。父の命令による視察でね。国内だと日帰りで予定詰め込まれるし、東北に日帰りとか普通だから、観光はまったくできないけど」

「視察？」

「毎月、各部署からの報告書は上がってくるし、俺も社長も目を通してる。うちの会社は〝食から健康に〟をモットーとしてるんだ。部下を信じていないわけじゃないけど、食品に関しては安心安全が第一だと思ってるから、報告書通りかどうかチェックするために、月に何度かは視察に行くんだよ。倉庫で従業員に交じって検品作業とかすることもあるよ。それに、父が現役でいるうちに、現場を見て回りたいって思いもあって。いつかは、引き継がなきゃいけないからさ」

　慎之介の口調は落ち着いていたし、表情からも懸念は感じられなかったけれど、そのときが来ることへの不安があるように思えた。トップに立つプレッシャーがあるのは当然なのに、それを見せないように無理をしているような気がしたのだ。

「いつかは、か……。慎之介さんなら大丈夫、なんて無責任なことは言えないけど、疲れたときにそばにいて、話を聞くことくらいはするよ」

「ありがとう。それは最高の癒やしだね」

「それにね、慎之介さんとは全然立場が違うんだけど、私も実際に接客をやってみて、経験しないとわからないことってたくさんあるんだなって思い知ったの。最初、あの店に異動になったときは、トレイで料理を運ぶのも大変だった。マナーもあるし」

　イデアルの本社にいた頃は、生クリームの量が写真と違う、なんてクレームを受けることになるとは思わなかったし、トレイに料理を載せて運ぶことがあれほど大変だとは思いもしなかった。コース料理のマナーを学ぶ機会も得られなかっただろう。今では、現場を経験させてくれた社長の方針に感謝している。

「そうだね。俺も検品やらせてもらったとき、自分の使えなさに驚いたよ。でも真理は接客が丁寧だし、笑顔も可愛いし、俺みたいに狙ってる男が多そうだな」

「そんなことあるわけないよ！」

「俺みたいに、真理に一目惚れしたって客はいなかった？」

「え、あ……」

　真理が言葉を濁したからか、慎之介の目が鋭く細まった。

「いたんだ」

「いたと言えばいたけど……全部、断ったよ」

「それはどうして？」

　迷いは一瞬だった。

　彼なら、笑わずに話を聞いてくれるだろうという確信がある。

「私……昔けっこう太っててね。一目惚れしたって告白してきた人に、昔の写真見て、笑われたの。それから、外見で好きって言われても、信じられなくなっちゃって」

　彼はハザードランプを点灯させ車を停めると、怒ったように目を細めた。

　慎之介の手が真理の頬に伸びてくる。

「そんな顔して笑わなくていい」

　真理は思わず笑ってしまう。やはり彼は昔と全然変わっていない。

「真理、聞いてる？」

「聞いてるよ。ごめん。なんか、昔の話なのに慎之介さんが怒ってくれるから、嬉しくて」

「そりゃ怒るよ。大事な人を傷つけられて、怒らないはずがないだろ」

「ありがとう……ね、外、本当に綺麗だね」

　真理が感嘆の声を上げると、慎之介も同意するように頷いた。

　ベイブリッジを間近に眺められるこの場所は、近くには海釣り施設や公園もあるようだ。さすがにこの時間は閑散としていて、道路脇に車を停めても邪魔にはならない。

　電灯はついているものの、近くにある倉庫や公園の駐車場の明かりは消えていて、周辺は真っ暗だ。

　道路脇の木々の間から、ベイブリッジと海の向こうに見える工場の光がきらきらと輝いて見える。

「この時間だと駐車場が閉まってるから、車の中からになっちゃうけどね。真理、ちょっといい？　シート倒すよ」

「あ、うん。ありがとう」

　慎之介が助手席の横にあるレバーを引くと、真理のシートが大きく後ろに倒れる。運転席のシートも倒され、二人で寝っ転がっているような体勢だ。

「私が土日休みならよかったね」

　近くには公園があり駐車場が併設されているようだが、二十二時には閉まるという。

　仕事を始めてから、友人とも休みが合わず疎遠になってしまっている。彼の休みに合わせられればよかったが、店の責任者として土日祝日に休むことはなかなか難しい。

「俺は、数時間でも真理に会えるなら嬉しいよ。日中、どこかに遊びに行きたいって思いもあるけど、周りになにもないこういう場所の方がたくさん話せる」

「うん、そうかも」

　たくさん話をして、もっと彼を知りたいし、自分のことも知ってほしい。

　彼を信じたいと思う気持ちは日に日に大きくなっていて、身体を重ねる日も、プロポーズに頷く日もそう遠くないように思えた。

「真理は、どこか行きたいところある？」

「ん～映画に行きたいかな。友だちとって思ってたんだけど、みんな土日しか時間取れなくて。あ、でも慎之介さんも同じだよね。私、イベントごとはすっかり無縁だよ。バレンタインもクリスマスもいっつも仕事。たくさんの人の幸せな顔見るの、好きなんだけどね」

　そのおかげですっかりお一人様を満喫できるようになってしまった。一人で過ごすのも苦ではないが、たまにはイベントを友人たちと過ごしてみたいとは思う。

「じゃあ、年末の休みに映画を観に行く？　それか、部屋で動画配信を観るなら、年末まで待たなくても良さそうだね。俺はいつも寝室の天井にプロジェクターを映して、寝ながら観てるよ」

　年末に二人で映画を観に行く計画も捨てがたいが、彼の部屋でまったりするのも楽しそうだ。

「そうなの？　ベッドにごろごろしながら？　いいな～」

「部屋に誘うのは、さすがにまだまずいって思ってたけど、今度来る？」

「うん！　行きたい！」

　真理が笑顔で頷くと、慎之介が驚いたように言葉を失った。

　参ったと言わんばかりに片手で口元を覆う慎之介に首を傾げていると、突然、手の甲になにかが触れた。

　その感触に驚き、真理が隣に視線を向ける。膝の上で握りしめていた拳に、彼の手が重ねられていた。

　そして一本ずつ指を開かれ、交差するように絡められる。

「真理とは理由が違うけど、俺もイベントは無縁だな。仕事していた記憶しかない」

　慎之介は何事もなかったように話し続けるが、真理は手のひらに触れる彼の体温が気になって仕方がなかった。

「クリスマスも？」

　思わず試すように尋ねてしまうと、真理を安心させるように彼が笑った。

「一緒に過ごしたいと思う人はいなかったよ。でも、これから先は二人で一緒に過ごそう。たとえ数時間でも、何年も一緒に過ごせば、数十時間になるだろ？」

「来年も？　再来年も？」

「そう、その先もね。クリスマスはケーキを食べて、一緒に年越ししておめでとうって言い合って、そのうち一緒に暮らしたら、もっとたくさんの時間を共有できる」

　彼から与えられる未来の約束が嬉しくて、幸福感で胸がいっぱいになる。彼が想像する未来に真理の姿があるのならば、自分はそれを信じるだけだ。

　彼とこの先もずっと一緒に過ごしたい。慎之介に触れたくて、どうしようもないほどの焦燥感に駆られてしまう。

　繋いだ手をぎゅっと強く握りしめると、ふいに手が持ち上げられて、指先に彼の唇が触れた。まるで真理の思いが通じたかのように。

「なに、してるの？」

「いたずらしたくなった。だめだった？」

　ちゅっとかすかな水音が立ち、生温かい舌が指先を這う。羞恥で潤んだ視線を向けると、いたずらが成功したと喜ぶ少年のような楽しそうな顔で見つめられた。

「いたずらって……外から見えちゃうよ」

「この時間なら、車もほとんど来ないよ。それに、来たとしても見えない」

「でも、外だし」

　そう言いながらも、手を振り払えないのは、彼に触れられることを今か今かと期待していたからだ。けれど、それを悟られないように必死に取り繕う。

　ドライブデートだと聞いて、ほっとしたような残念なような気持ちでいたのは、車の中でそんなことをするはずがないと思っていたためだ。




　──次はたくさん君の身体に触らせて。何度も達かせて、泣いちゃうくらい責めてもいい？




　あんなことを言われて、どきどきしないはずがない。

　うちの両親に挨拶に来たときも、彼の両親に挨拶に行ったときも、いつ触れられるのかと緊張しっぱなしだった。

　だが、期待をしていたのは真理だけで、彼は軽く手を握る程度の接触しかしてこなかった。きっと今日もそうなのだろうと思っていたのだが。

「外なら大丈夫だろうって思ったから、ドライブを提案したはずなんだけどな」

　慎之介がため息交じりに言った。

「どういう意味？　外ならって」

「見合いの日はあんなことさせちゃったけど……真理は初めてだし、ホテルにばかり誘うような男はいやだろ？　かといって部屋に誘っても我慢できる自信がないしね。今度はって言ったけど、性急過ぎて嫌われたくなかったんだよ」

　先ほどの「部屋に誘うのはまずい」の意味まで察してしまい、期待と緊張で気持ちが高揚するばかりだ。

　彼は自分を性急過ぎる、と言うが、それならば真理の方がずっと事を急いている。慎之介と顔を合わせるたびに淫らな行為を期待しているのだから。

「もう少し、俺を知ってもらってからと思ってた。でも、触れられる状況に持っていってる時点で、下心だらけだ」

　苦笑を浮かべた慎之介が、身体をこちらに向けて真理の頬を撫でてくる。

　二人きりだから気をつけないと、そう言っていたのは、彼が真理に触れたいと思ってくれていたから。

「真理の実家でも、俺の実家でもずっと我慢できたのにな」

　慎之介は、自分自身に呆れたような顔をした。

「我慢してたんだ」

「当然だろ。気持ちが整うまでは我慢するって、俺が言ったんだから」

　うちへ来たとき、部屋に誘っても断られてしまったのは、二人きりになれば抑えられないから。触れてしまったら止められないから。

　真理のために、必ず人目があるところで会ってくれていたのだと。

　それほどまでに自分を求めてくれていたのか。

　彼の優しさに気づくと、たまらない気持ちになる。触れてほしい。触れたい。頭の中が慎之介でいっぱいになり、衝動的に彼のものに触れてしまったあの日を彷彿とさせる事態に、自然と呼吸が速まっていく。

「私が、いいって言ったら？」

「ね、そうやって俺から余裕を奪うの、わざと？」

　どうして彼を優しく穏やかな人だと思っていたのだろう。

　慎之介は、荒々しい呼吸を隠そうともせずにネクタイを力任せに緩め、真理に覆い被さってくる。その力強さに驚くよりも、見惚れてしまう。

　真理を見つめる慎之介の目は、飢えた獣のように渇望を露わにしていた。激しく脈動する鼓動が頭の奥でうるさく鳴り響く。

「だって、慎之介さんが、今度って言ったんでしょ？　期待しちゃうに決まって……っ」

「黙って」

「ん……はぁ」

　噛みつくように口づけられて、腰を撫でられる。彼に触れられたところから熱が広がっていき、真理は縋りつくように背中に腕を回した。

「俺に流されるなって言っただろ？　真理を見てると、本気で泣かしたくなってくる。いろいろな人から優しいって言われるし、自分でもそうあるように努めてきたけど、真理が大事なのは間違いないのに、なんでだか無性に思い通りにしたくなるんだよ」

　慎之介はレバーを引き、真理のシートをさらに後ろへと倒した。ふたたび真理の身体に馬乗りになると、シャツを捲り上げてくる。

「……っ、ここ、で？」

　性急な手つきでブラジャーがずり下げられ、指先が埋まるほど強く乳房を揉みしだかれた。男性に初めて触れられる恥ずかしさはあるのに、彼の手を心地好く思ってしまうなんて、実は淫乱だったのかもしれない。

「言っただろ？　最後まではしない。でも、いやだって言ってもやめてあげない。俺がどれだけ我慢してるか、真理にわからせてやりたいからね」

　唇が塞がれると、腰が甘くじんと痺れて目眩にも似た心地好さがやってくる。閉じた唇をこじ開けられて、ぬるついた舌先が口腔内をあますところなく舐め尽くす。舌を絡め取られじゅっと強く啜られた。

（こんなの……いやだなんて、思えないよ）

　彼にキスをされると、身体が自然とそれに応えようとする。

「はぁ……ふ、ぅ」

　自分の口から漏れた艶めかしい声が恥ずかしい。それなのに、無意識に次をねだるように背中に回した腕に力を込めてしまう。

　キスをしているだけなのに、ざらついた舌で頬の裏や歯茎を舐められると、ずんと腰が重くなり、下半身が切なくきゅっと疼く。

「んんっ」

　汗ばんだ手のひらで乳房を上下左右に押し回され、人差し指の先で乳首を転がされた。

　血液が集まるように色を変えた乳首を、きゅっと摘ままれたり、指で弾くように動かされたりすると、ますます気分が高揚していく。自分の息遣いにさえ興奮し、なにをされても心地好さしか感じない。

　誰にも見られていないと思いたいが、外である緊張でより肌が敏感になっているのだろうか。くにくにと乳首を集中的に弄られ、そこはあっという間に硬く凝り始めた。

「反応がいいのは外だから？　それとも、感じやすいのかな。それに、エッチな気分になってるからか、真理の甘い匂いが濃くなってる」

　慎之介は楽しげに口の端を上げながら、渇いた唇をぺろりと舐め取った。

　首筋に慎之介の顔が埋まる。彼の髪がさらりと触れてくすぐったさに身を捩ってしまう。

「知、らないっ……あぁぁっ」

　彼の髪が乳房に触れたかと思うと、乳嘴をちろりと舐められた。そのまま強くちゅうっと吸いつかれて、じんと痛いような痒いような感覚が胸の先端に走る。

「声……出ちゃう……っ、我慢、できなっ」

　真理は慌てて口元を手のひらで塞ぐがやんわりと外されてしまう。

「大丈夫、俺しか聞いてない」

　慎之介は車載モニターのスイッチを入れ、音量ボタンに触れる。なにかの映画の放送中なのか、車内のスピーカーから流れる音が大きくなり、真理が多少声を上げたところで外には響かないだろう。響いたとしても周辺には誰もいない。

　けれど、それも絶対ではない。誰かに見られるかも、聞かれるかもしれないと思うだけで、泣きたくなるほどの羞恥に襲われる。

　同時に、その恥ずかしさで自分が興奮していることも認めがたいが事実だ。

「恥ずかし……っ、から」

「やめてあげないって言っただろ？　真理に触れたいんだ。こんな俺は嫌い？」

　嫌いになんて、なれるわけがない。真理はふるふると首を横に振った。

　自分に欲情してくれることが嬉しくてしょうがなかった。

　こんな場所で淫らな行為に耽ることに抵抗があるのは間違いないのに、彼に「触れたい」と言われるだけで、身体がいうことを聞かなくなる。

「最後まで、しない？」

「しない。真理の初めてをもらう日は、家に招くよ」

「あんまり、激しくしちゃだめ」

「それは真理次第だろ」

　触れるだけの口づけをしながら、慎之介が機嫌良くくすくすと笑いを漏らす。その間も乳首を弄る手の動きは止まらない。

「お願いだから触らせて。いい？」

　慎之介は、いやだと言ってもやめない、などと言っておきながら、結局真理に伺いを立てる。真理は小さく頷いて、彼の肩口に顔を埋めた。

　真理が仕方ないという体を取っていることは、彼にもバレバレだろう。

　彼の手が太ももを撫でるように動き、スカートが太ももの付け根まで捲り上げられた。片方の手で乳首を捏ね回され、もう片方の手で太ももの内側を何度も撫でさすられる。

「は……っ、あ」

　身体をびくびくと震わせながら、愛撫に耐えていると、太ももを撫でていた手のひらが下着の線をなぞり、クロッチへと辿り着いた。

「ひゃ、っん」

「もう湿ってるな、ここ」

「言わ、ないで」

　かっと頬に熱が集まってくる。自分でも気づいていたことを指摘されて、いたたまれなさに目を逸らす。なるべく声を上げないように唇を噛みしめていると、ますます淫猥な手つきで布越しに谷間をなぞられた。

「声、聞かせてよ。気持ちよくしてあげるから」

　爪の先でひっかくように陰唇をなぞり、恥毛に隠れた淫芽をくすぐるように撫でられる。

「あ、あぁっ、あ……そこ、だめ」

　思ってもみなかった強烈な快感が迫り、真理は思わず彼の手を止めていた。はぁはぁと荒く息を吐きだしながら、濡れた目で見上げる。

「気持ちいい、って言って」

「だって……そこ、触られると、おかしくなっちゃう」

「だからしてるんだよ。本当は舐めて達かせてあげたいけど、車じゃ狭いから。それはまた今度ね。指だけでも達けるか、試してみよう」

「は、んっ」

　敏感な部分を指の腹で押し回されて、閉じた陰唇からとろりと蜜が溢れだし、下着を濡らした。耳元で聞こえる慎之介の声が、狂おしいほどの快感の呼び水となる。

「たくさん出ちゃったね。エッチなこと言われるのに弱いのかな」

「や……ぁっ」

　真理は頬を真っ赤に染めて、髪を振り乱し身悶える。彼の言葉一つ一つに反応する自分の淫らな身体が信じがたかった。

「気持ちいい、だろ？」

　彼は膨らんだ花芽をくりくりと押しつぶしてくる。

「あ、あっ……気持ち、い……からぁっ」

　慎之介は興奮しきった息を吐きだし、下着をずらし、その中に指を滑り込ませた。陰唇を撫でる指がぬるりと滑り、羞恥に涙が滲む。

　触れられてこんなふうになるのは普通なのか、それとも自分が淫らなのか判断がつかない。ただ、今まで経験したことのないほどの快感に翻弄されているのはたしかだった。

「はぁ、あ……そこ、しちゃ……出ちゃう、汚れ、ちゃう」

「ほら、もう指で撫でるだけでぬるぬる。手のひらまで蜜が滴り落ちそうだ。汚れても大丈夫だから、安心してたくさん出して」

　彼はそう言いながら、胸と蜜口を同時に責め立てる。

　じゅっと強く乳嘴に吸いつかれ、愛液を擦りつけるようにつんと尖った淫芽を捏ねられると、意識が遠退きそうなほどの強烈な快感が続けざまにやってきて、びくびくと腰が震えてしまう。

　真理は白い首を仰け反らせながら、慎之介のシャツをぎゅっと掴む。シートを濡らさないように腰を浮き上がらせるも、大丈夫だからと言わんばかりに押し戻された。

「ほら、大きく足を開いて、窓枠にかければ楽だよ。たくさん弄ってあげるから、気持ちよくなろう」

　片方の膝を立てられ、かかとを窓の出っ張りに載せられる。身体を横にずらした慎之介が、真理の横に寝転がる。狭いシートの上で二人で寝転ぶ体勢になった。

「恥ずかしいの……この格好やだ」

　フロントガラスに向けて淫らな部分を晒しているような格好だと思い至ると、誰もいないとわかっていても、誰かに見られているのではないかという恥辱で身体が萎縮してしまう。

「恥ずかしい格好させられて濡れてるの？」

　いやいやと首を振り、涙の滲んだ目を慎之介に向けると、からかうようにそう言われ、ぴんと濡れた芽を指の先で弾かれた。腰がびくんと浮き上がり、甲高い声が漏れる。

「あぁぁっ」

「大丈夫、ダッシュボードに隠れて、ココは外からは見えないよ。真理の可愛いところをほかの誰かに見せるわけないだろ」

　熱っぽい口調で囁かれ、蜜口に指を這わすと、わざとらしく淫靡な音を立てながら入り口をかき混ぜる。

　浅瀬を拡げるような動きで指を軽く抜き差しされて、空っぽの隘路がきゅっと切なく収縮を繰り返す。

「ひ、あぁっ」

　びくりと腰を震わせた瞬間、蜜口から大量の愛液が溢れてくる。透明な蜜がたらりと臀部を伝いスカートを濡らした。

「や、だぁっ……濡れちゃうの、いや」

　真理は腰を浮き上がらせて、ふるふると頭を横に振った。

　誰に見られるかわからない外での行為に興奮しているのは隠しようもないが、止めようと思っても止められるものでもなく、縋るように涙に濡れた目を慎之介に向けるしかなかった。

「仕方ないね、シートが濡れたらもう助手席に座ってくれなそうだし、ちゃんと栓をしておいてあげるよ」

　彼はそう言うなり、蜜穴にゆっくりと指を忍ばせる。愛液を指に絡ませながら彼の長い指が胎内に沈んでいく。

「あ、あ……っ、はぁ」

　ぬちゅりと泡立った音が立ち、つい指を締めつけてしまう。隘路をこじ開けられ、蜜襞を指の腹で擦られる言いようのない心地好さに襲われ、背筋がぶるりと震えた。

「な、に……これ」

「俺の指だよ。まだ第一関節も入ってない。無理にしたら傷がつくから、動かないで」

　逃れようと腰を上へ上へと動かしていたことに気づいたのだろう。胸を弄っていた方の手で引き戻される。

「こら、あんまり上に行くと外から見えちゃうよ」

「や……っ」

「じゃあじっとしてて」

　慎之介は真理の頭を胸元に抱え込むように引き寄せると、優しく唇を塞いだ。

「んっ」

　唇を重ねたまま、指をくるりと回され、狭い媚肉を拡げられる。

　襞を擦られるとじんわりと心地好さが生まれて、さらに淫芽を捏ねられると、隘路から新たな愛液が溢れだしてくる。栓をするなどと言っていたのに、彼が指を動かすたびに結合部からたらたらと愛液が漏れだし、スカートに淫らなしみを作っていた。

「はぁ……っ、ふ」

　ゆっくりと指が上下に抜き差しされる。指の動きに合わせて、じゅぶ、ちゅぷっと愛液が泡立つ音が車内に響く。恥ずかしくてたまらないのに、くすぐるような弱さで蜜襞を擦り上げられる感覚が気持ちよく、知らず知らずのうちに彼の指を締めつけてしまう。

「中でも気持ちよくなってきた？」

「ん、あっ、いい、んんっ」

　興奮しきった艶めかしい声で囁かれると、下腹部の奧が甘く疼き、ますます全身が熱く昂る。きゅっと指を締めつけてしまったのがわかったのか、慎之介が小さく笑った。

「素直で可愛い」

「あ、ん、んっ」

　くちゅ、くちゅんっと愛液がかき混ぜられる音が大きくなり、抽送が速まっていく。

「もう第二関節まで入ってるんだよ、わかる？」

　真理は答えることもできずに首を左右に振った。口を開けば喘ぎ声にしかならないことが自分でもわかっていたからだ。

　穿いたままの下着はすでに使い物にならないほど濡れてしまっていて、生地の薄いフレアスカートもすでに臀部の下はぐっしょりと湿っている。こんな場所でだめだと思うのに、もはや引き返せないほど慎之介の指戯に溺れていた。

　今、やめられる方が辛いのだと頭ではなく身体が訴えている。

　感じやすい部分を探るように身体の内側を暴かれる。まさか自分の身体の中に、これほど強烈な快感を得られるところがあるだなんて。

「俺も、していい？　限界」

　慎之介は荒々しく息を吐ききり、片手でベルトを外し、前を寛げた。下着を下げると、締めつけがきつかったのかほっとしたように息を吐く。

「おっきい」

　彼のものはホテルで会ったときと同様にはち切れんばかりに膨らんでいる。

　先端はてらてらと濡れ光っていて、陰茎は血管が浮き出ており、凶器じみた太さのものが天を向いていた。

「ちゃんと勃ってるだろ？　真理には、こんなに呆気なく反応する。君にしか勃たないんだ。自分でも本当に驚いてるよ」

　ホテルでの一件は偶然ではなく、本当に自分相手になら勃起するのだとわかり、恥ずかしいような嬉しいような気持ちで屹立を見つめてしまう。

「うん、嬉しい」

　彼が反応してくれるたびに、自分だけなのだと信じられる。ほかの誰にも慎之介の身体は反応しないのだ。

　彼の舌が口腔内に差し入れられると、すぐにキスは深くなる。

「はぁ……っ」

　先走りで濡れた先端を太ももに押し当てられると、軽く腰を揺らすだけでぬるりと滑る。

「ふ、あ……んっ、んっ」

　その間にも蜜口を弄る指の動きは止められず、腰をくねらせてしまう。それが彼のものを擦り上げる結果となり、ますます気分が高揚していく。

「慎之介さんの、手でする？」

　自分もこの間のように触った方がいいだろうか。真理が手を伸ばして尋ねると、大丈夫だから、とそっと手を外される。

「今日は我慢しようと思ってたのに。俺、けっこう性欲強いのかな」

「そ、なの？」

「真理が可愛過ぎるせいかもね。ちょっと、足だけ貸してくれる？」

　慎之介は興奮した様子で腰を前後に揺らす。そのたびに硬く張りだした先端がごりごりと肌で擦られ、経験もないのに蜜口を擦られているような気分になっていく。

「これ……中、挿れたら……もっと、気持ちいいの？」

「そうだね。すごくいいって聞くけど、男だし、残念ながら経験もないからな」

「そっか」

　このまま関係が進めば、彼の初めての相手は自分になる。本当に彼が誰も抱いたことがないと聞いて、安堵から頬が緩んだ。

「どうして嬉しそうなの？　前に言ったでしょ？」

「うん、でも、慎之介さんも初めてなら、私と一緒だなって改めて思ったら、嬉しくなっちゃった」

　真理が言うと、慎之介は納得したように頷いた。

「そうだね、初めて同士だ。でも、がっついたらごめん」

「それでもいいから、今度抱いてくれる？」

「抱かせてくれるの？」

「うん、慎之介さんなら、いいよ」

　くすくすと密かに笑い声を立てながら、触れるだけの口づけを繰り返す。柔襞を優しく撫でられると、引いていた波が押し寄せてくるように、身体が熱くなっていく。

「あ、あっ、あ……そ、こ」

「俺のを挿れたら、ここよりもっと深いところを、擦ってあげられる」

　ぐぐっと付け根まで指を押し込まれて、媚肉を擦り上げながら引き出される。卑猥な彼の言葉に反応するように愛液が溢れて、たらたらと臀部を伝う。

　腰から痺れるような快感が湧き上がり、開いた膝ががくがくと震えて止められない。

「一緒にクリトリスも弄って、おかしくなるくらい、何度も達かせたいな」

　慎之介は渇いた唇を舐め取り、親指でぴんと硬く凝った花芽をくにくにと押し回した。

「はぁ、んっ……あぁっ、んっ……気持ち、い……」

　凄絶な快感が背筋から駆け上がり、脳天を突く。大量の愛液が指の隙間から滴り落ちて、スカートにしみを作る。淫芽をさらに激しく擦られて下肢が強張った。

「ひぁぁっ」

　真理は、びくりと背中を浮き上がらせて、ひときわ高い声で喘いだ。

　この凄まじい快感を生みだす行為に終わりはあるのだろうか。気持ちいいのに下腹部の奧がなぜか切なくなる。もっと深い部分を弄ってほしいようなもどかしさまで覚えてしまい、必死に彼の腕に縋りついた。

「なんか……もう……っ、だめ」

「もう達きたい？」

　真理は流されるままに首を縦に振った。そうすれば身体が満たされるのだと、本能でわかっていた。すると、花芽を弄っていた指の動きが速まり、もう少しというところでふいに止まる。

「やぁ……っ、な、に」

「ちゃんと言葉にしておねだりしてごらん」

　彼の言葉の意味を察して、全身が燃え上がるように熱くなる。無理だと首を横に振るものの、慎之介は意地悪そうに唇の端を上げるだけで、指を動かしてはくれない。

「慎之介さん、意地悪」

「真理を溺れさせたくて必死な男の願い、聞いてくれない？」

　とっくに心も身体も溺れているのに。真理は縋るような目を向けて、慎之介を見つめる。自分にしか聞こえないほどの小さい声で呟くも、彼は微笑むばかり。

「……せて」

「うん？」

「お願い、達かせて」

「いい子だ」

　慎之介は頬を緩ませ、指の動きを次第に速くしていく。じゅぶ、じゅぶと卑猥な音を立てながら愛液が噴きだし、意識が陶然としてくる。

「あ、あぁっ、あ、もっ……だめ」

「だめじゃない、達く、だろ？」

　同時に包皮を剥いた淫芽を指の腹でぬるぬると転がされて、続けざまに強烈な快感を与えられ、あっという間に高められていく。どこかに落ちていきそうなほど深い波がやって来て、本能のままにこれが達することだと理解した。

「ん～んっ、達く……も、達っちゃう……っ」

　真理は背中を弓なりにしならせながら、甲高い声を上げた。

　びくびくと腰が震えて、ひときわ強く媚肉が収縮する。強く彼の腕を掴むと、全身が硬く強張り、息すらも吐けなくなる。

　彼の腰の動きも次第に速まっていき、口から漏れる息遣いも荒々しい。車内にはみだりがわしい声と淫猥な水音が絶え間なく響いている。

「あぁ、もう……俺も、達きそう」

　先走りで太ももがしとどに濡れて、慎之介が耳の近くで息を詰まらせる。

「……っ」

　生温かい精を太ももにかけられた瞬間、真理もまた、全身をぶるりと震わせながら限界に達した。

「～～～～っ!!」

　全身が強張り声すらも上げられず、背中が弓なりにしなる。下腹部が痛むほど強く胎内の指を締めつけた瞬間、激しい倦怠感がやってくる。

「はぁ……はっ、ん」

　弛緩した身体をだらりとシートに投げだし、荒々しい呼吸を繰り返す。

　気づくと、指の動きは止められていた。ゆっくりと指を引き出される感覚にすら、鋭敏な身体は反応を示す。指を引き留めるような動きできゅうっと締めつけてしまい、甘くねだるような声が漏れる。

「ん、あぁっ」

　ちゅぽっと水音を響かせながら指が抜けていくと、栓を失った蜜口からは大量の愛液がたらたらと溢れだしてくる。

「あ、あ……だめ、溢れちゃう」

　あまりの恥ずかしさに目の奧がじんと熱くなる。思わず彼から目を逸らすと、ふっと息を吐くような笑い声が車内に響いた。

「俺の指で感じてくれて嬉しいよ」

「言わないで……っ」

「どうして？　一緒に達けて嬉しいのに」

　慎之介はダッシュボードからティッシュを取り、真理の濡れた太ももを拭う。足の間まで軽く拭われて、羞恥で唇が震えてしまう。

「だって、外で、こんな」

　口に出せば出すほどいたたまれなさは増す。それに、下着は穿いて帰れる状態ではないし、スカートもまるで漏らしてしまったかのように淫らなしみを作っていることだろう。

「いやだった？　ごめん、触れられる距離にいると思うと、我慢できなかった」

「恥ずかしいし、いやじゃないから困ってるの！」

　真理は真っ赤に頬を染めながら、首を横に振った。彼に触れたい、触れてほしいと期待していたのは自分も同じ。ただ自身のあまりの淫らさに打ちひしがれていただけで。

「恥ずかしいって言うなら、真理の手で達った俺の方がよほどだ。それに、真理が俺の手で乱れれば乱れるほど、嬉しいし、興奮する」

　慎之介が言うと、ちょうど車載モニターに映った映画は終わりを迎えていた。コマーシャルが流れ、もうそんなに時間が経っていたのかと驚く。

　車内とはいえ、誰に見られるかもわからない場所でなにをしていたか、自分の記憶から抹消したいが、残念ながら忘れられそうにもなかった。

「そうだ、帰る前にこれに着替えて。ちょうど真理にプレゼントしようと思ってた服があるんだ」

「プレゼント？」

「誤解しないように。こうなると思って準備していたわけじゃないよ」

　捲れ上がっていた真理のスカートを手早く直し、慎之介が後部座席に手を伸ばす。紙袋を取ると、真理に手渡してきた。

　替えの服があるから、こんな場所で真理に仕掛けたわけではないと彼は言う。ただ、誕生日はもう過ぎたしもらう理由がない。

「さすがに下着はないけど」

「ありがとう、嬉しい。でもどうして？」

　真理が紙袋を覗き込むと、シンプルな水色のワンピースとカーディガンが入っていた。一目見て高価だとわかるほど縫製がしっかりしているし、触り心地もいい。

「ベタだけど、初めてをもらう夜に着てきてほしくて」

「ベタ？」

「男が服を贈る理由はって言うだろ？」

「あ……」

　暗に脱がしたいからだと囁かれ、真理の頬が紅潮していく。

「狭いけど、後ろで着替えて。下着も脱いで紙袋の中に入れておくといいよ」

「うん、見ないでね」

「今さら？」

「恥ずかしいの！」

　こうして話すようになったのは最近だが、慎之介に対しての遠慮が徐々になくなってきた。再会したばかりの頃は憧れの人を前にして緊張していたけれど、彼のような人でも苦しみを抱えているのだと知ったからか、壁を感じずにいられる。何年後かのクリスマスを一緒に過ごす頃には、もっと距離が近づいているだろう。

「わかったよ」

　慎之介はくすくすと笑いながらも、頷いてくれた。

　真理は四つん這いで後部座席に移動する。慎之介が運転席側のシートを元に戻してくれたため、前側からの視界を遮られた。シートの背もたれで身体を隠し、いそいそと着替える。

「着替え終わった？」

　後ろに行ったときと同様に四つん這い状態で助手席に移動する。

「うん、大丈夫。そうだ、私もプレゼントがあるの」

「プレゼント？」

「そう、クッキー作ってくるって言ったでしょ？」

　真理は鞄の中からラッピングした袋を取り出した。あのときは渡せなかったけれど、昔よりうまく作れているはずだ。

「ありがとう。だから今日も甘い匂いがしてたのか。今、食べてもいい？」

「うん、もちろん。開けるね」

　リボンを丁寧に解き、クッキーを一枚取り出す。彼の口に持っていくと、驚いた様子で目を瞠りながらも口を開けてくれた。

「美味しい。でもなんだかこういうの照れるな。ほら、真理も食べて」

　真理の持つラッピング袋からクッキーを一枚取り出した慎之介が、同じようにクッキーを口元に差しだしてくる。なにも考えず彼に食べさせてしまったが、たしかに自分がされる側だと恥ずかしいかもしれない。

「美味しい？」

「うん……って私が作ったんだけどね」

「俺、けっこう浮かれてるな」

　口元を手のひらで覆った慎之介がばつが悪そうに目を逸らす。

「浮かれてるの？　なにに？　クッキー」

「それもあるけど、真理とのデートに、浮かれてる」

　慎之介はもう一枚クッキーを取り、唇で挟む。

　顔が近づけられて、真理もクッキーをかじると、軽く唇が触れあった。粉のついた唇を舌で舐め取られる。

「甘くて美味しい」

　クッキーが、だとわかっているのに、まるで真理の唇が美味しかったと言われているようで、そんな想像をしてしまう自分がいたたまれなかった。

「そろそろ車出そうか。ここにいたら、また触れたくなる」

「う、うん」

　真理がシートベルトを締めたタイミングで車が発進した。大通りへの道を曲がるまで一台の車ともすれ違わずほっとする。

「真理が、いいと思うタイミングで、それを着てうちにおいで」

「慎之介さんの、家？」

「そう、意味はわかる？」

「うん……」




　──真理の初めてをもらう日は、家に招くよ。




　彼の言葉が脳裏に思い浮かび、頬が紅潮していく。早く抱かれたいという思いからか、車内での行為を思い出してしまい、ぞくぞくとした震えが走った。

　慎之介と身体を重ねたら、きっともっと彼を好きになる。すでに初恋を凌駕するほどの感情で恋に溺れているのだと自覚せざるを得なかった。

　彼と繋がれたとき、本当の意味でトラウマが解消されるだろう。自分がそうできることが嬉しかった。

（そういえば……結局、トラウマの原因ってなんだったんだろう）

　症状は十代の頃からだから、学生時代になにかがあったと思われる。

　同じ学校だったけれど、ほとんど慎之介と関わりがなかった真理には、過去、彼になにがあったのか推測することさえできない。

（聞かないでほしいって言ってたし……話してくれないよね）

　恋人になっただけで満足していればいいのに、彼のすべてを知りたくなるなんて。

「真理？　俺は急いでないからね、そんな顔しないで」

　ぼんやりしている真理を案じるように隣から声をかけられる。

　考え込んでいたからか、誤解させてしまったようだ。トラウマは気に懸かるが、いやだったわけではないのだ。彼に求められるのは嬉しい。

「あ、違うの。ちょっと眠くなっちゃっただけ。今度、お邪魔させてもらうね」

　真理は慌てて笑みを浮かべる。

　いつか彼が話してくれる日を待てばいい。

　これから先、ずっと一緒に過ごすのだから。

「楽しみにしてる。家に着くまで寝ていいよ」

「ありがとう」

　眠るつもりはなかったのに、目を瞑るとうつらうつらしてくる。真理は、慎之介に起こされるまでぐっすりと寝入ってしまったのだった。








　第三章　心配くらいさせて









　デートから三日。頻繁に届いていた慎之介からのメッセージは『仕事が忙しくなるから、しばらく会えない。ごめん。また連絡する』という連絡を最後に途絶えていた。

　真理は、家族で朝食を摂りながら、流れるニュース番組をなんとはなしに眺める。仕事が休みだと、食事の手もゆっくりになりがちだ。

　ニュースでは、一昨日の深夜、物流倉庫から積み荷を運ぶトラックが高速道路上で炎上し、運転手が怪我をしたと伝えられていた。

「これ、うちの会社のトラックらしい。今、専務が対応に追われてるって聞いた」

　父が、テレビに目を向けながらぽつりと漏らした。

「え……っ、そうなの!?」

　真理は食事の手を止めて、テレビから父へ視線を移す。

「トラックドライバーの居眠りによる事故の可能性も視野に、警察の調査が入ってるんだ」

「それって、けっこう大変なんじゃないの」

　父が最近残業続きだったのもそのせいだろうか。

「あぁ、かなりな。これから先、働き方改革関連法で時間外労働時間の上限が変わるだろう。それに向けてうちの会社も同業他社と手を組み、共同配送や鉄道、船舶への転換もしているんだが、トラックドライバーはもともと長時間勤務が多く、慢性的な人手不足だからな。事故をきっかけにドライバーの労働環境を徹底的に調べられるだろう。あれを出せ、これを出せと毎日てんやわんやだよ」

　父はため息を漏らしながらぼやいた。あまり仕事のことを語らず、不満を漏らさない父にしては珍しい。それだけ大変だということだろう。

「慎之介さん。だから忙しくなるって言ってたんだ」

　父は、慎之介から聞いていないのか、という目で真理を見た。慎之介の仕事について、真理は、豊島食品の専務だということしか知らない。

　彼は二人で会っていても、仕事の愚痴や疲れた顔を真理には見せようとしないから。父も似たようなものだし、あまり気にしていなかったが。

（それって、ちょっと寂しい気がする）

　恋人だからといって、すべてを話す必要はない。

　むしろ仕事に関わる内容ならば話せないことの方が多いだろう。話を聞いて真理になにができるわけでもない。それでも、なにがあったのかくらいは話してほしいと思ってしまうのはわがままだろうか。

　真理は部屋に戻り、ベッドに寝転がると、慎之介からのメッセージに再度、返信を打っていく。

（なにかできることがあったら……なんて、私にできることないしな）

　忙しくしている慎之介に、忙しい理由を打ち明けてくれなかったことが寂しい、などと書くわけにもいかない。真理はため息をつきスマートフォンを枕元に置いた。

　自分にできることは、せいぜい邪魔しないことぐらいだろう、と気づいたからだ。

　それから二週間経っても、時折送られてくる短いメッセージで多忙を知るだけで、彼と会うことは叶わなかった。

　怪我をした運転手の見舞いに行ったとか、居眠り運転ではなくスリップによる事故だったという話を父から聞き、真理は落ち着かない日々を過ごした。







　仕事を終えた真理が店の施錠をしていると、突然背後から声をかけられた。

「真理」

　跳び上がらんばかりに驚いた真理は、息を呑み、後ろを振り返る。

「慎之介さん！」

　二週間ぶりに顔を見たが、いつもと変わらない様子に安堵する。もしかしたら仕事が一区切りついたのかもしれない。

「連絡もせずに突然来て、ごめん」

「ううん、いいよ。仕事は大丈夫なの？」

「いや、このあとまた戻らなきゃいけなくて。少しだけ顔を見られたらと思って来たんだ。真理が帰る前で良かったよ」

　どうやらまだ忙しい時期は続いているらしい。

　父の話によれば、慎之介は物流倉庫のある九州とこちらを行ったり来たりしているようで、調査への協力もあり、ほとんど会社に戻らないという。

　毎日動き回っていれば疲れもするだろうに、慎之介はそれを感じさせない。なんだかそれが、とてつもなく寂しく感じる。

「どれくらい話せる？」

「三十分くらいかな」

　慎之介が腕時計に視線を落として言った。

「わかった。ちょっと待ってね」

　真理は店の鍵を開けて、ＣＬＯＳＥＤの札はそのままにドアを開けた。

「どうぞ」

「いいの？」

「うん、ちょっとでも座ってほしいから」

　ドアに内側から鍵をかけて、店内の電気をつけた。四人席のソファーに慎之介を案内し、隣に腰かける。

「大丈夫？　疲れてるよね？　ちゃんと寝てる？」

「大丈夫だよ」

　平気そうに言う慎之介は、たしかにいつも通りなのだが。

　真理は慎之介の頭に腕を伸ばし、抱えるようにして引き寄せた。

　膝の上に彼の頭を乗せる。

「どうしたの？」

「ちょっと拗ねてるだけ」

「拗ねてるの？　俺を甘やかしてるようにしか見えないよ」

　慎之介は楽しそうに口元を緩めた。

「前に、話くらい聞くって言ったでしょ？　それなのに、慎之介さんが本当に平気そうに振る舞うから、疲れてても、つらくても気づけない。それがちょっと悔しいの」

　大丈夫だと言った慎之介を見て、真理はふと昔を思い出してしまった。彼は中学生の頃、生徒会長と委員会の委員長代行をしばらくの間兼任していた。

　生徒会副会長から過労死レベルと苦言を呈されるほどだったのに、大丈夫だと言って引き受けたのだ。

　彼ならできるからと、期待を一身に背負い、周囲から面倒な仕事を押しつけられていたのだろう。そんな慎之介を尊敬していたし、好きなところでもあったけれど、無理をしていたのではないかと心配になる。

「ごめん。恋人にそういうの見せるの、かっこ悪いなと思ってた」

「謝ってほしいわけじゃないの。拗ねてるって言ったでしょ。疲れた顔を、私にくらいは見せてほしかっただけだよ。そんなことでかっこ悪いって思わないし」

　慎之介の髪を撫でていると、彼の身体からふっと力が抜けた。

「そう？」

「うん。仕事だから、無理しなきゃいけないときもあるってわかってる。でも、慎之介さんのことをお父さんから聞かされるの、少し寂しかった。ちゃんと心配くらいさせて。待ってることしかできないけど」

「待っててくれるの？」

「待ってるよ。だって、恋人でしょ？」

「二週間も声が聞けなくて……もしかしたらふられるかもって不安だった。ばたばたしててなにも説明できないままだったことに気づいて、慌ててここに来たんだ」

「私にふられるの、いやだった？」

「当たり前だろ」

　そう言い切られて、喜びが込み上げてくる。

　真理に声をかけるまでどんな気持ちで待っていたのか。必死にいつも通りの表情を取り繕っていただけだとしたら。愛おしさで胸が詰まりそうになる。

「ちょっと怒ってたのに、機嫌直っちゃった」

「ちょっとなの？　もっと怒ってもいいんだよ」

「怒るより、しなきゃいけないことあるから」

「しなきゃいけないこと？」

　慎之介の頭ごと腹部に引き寄せて、抱き締めるように腕を回した。

「疲れたって言って。平気な顔しなくていいよ」

「そうだね、本当はすごく疲れてる」

　慎之介は、真理の腹部に顔を埋めたままくぐもった声を漏らす。

「うん」

「この歳で役員になって、責任ばかり重くなるの、けっこうしんどい。部下は全員年上だし」

「うん、だよね」

「真理を抱き締められないのが、一番つらかった」

「えっ!?」

　驚いて腕の力を緩めると、慎之介が肩を震わせて笑った。真理の膝の上で寝転がり、真下から見つめられる。

「好きすぎて。毎日会いたくなって、困ってる」

　慎之介は身体を起こすと、腕を伸ばし真理の後頭部に手を差し入れた。ぐいっと引き寄せられ、唇が塞がれる。貪るように舌が絡められ、口腔内をあますところなく舐められた。

「は……っ、ん」

　久しぶりの口づけに身体の熱が上がっていく。口の隙間から漏れる艶めかしい吐息に気持ちが高揚するのを止められない。

　くちゅりと唾液の絡まる音が響き、その音に煽られるように下半身がずんと重くなった。キスが終わってしまうのがいやで、唇が離されそうになるたびに自分から舌を差しだした。

　歯列の裏側まで舐められ、溢れる唾液を啜られる。食らい付くような口づけに翻弄され、酒に酔ったかのように頭がくらくらする。

「ん、んん……」

　慎之介のワイシャツをぎゅっと掴むと、その手を取られ、指と指が絡まった。唇がゆっくりと離され、荒い呼吸音が店内に響いた。

「まだ、ぜんぜん足りない」

　彼の目に劣情が宿る。足りないのは自分も同じだ。慎之介に触れるたびに想いが募っていき、それはもう崩壊寸前だった。離れていられるのが不思議なほど、彼だけを求めてしまう。

　慎之介の顔がふたたびゆっくりと近づいてきて、目を瞑ると、触れるだけのキスが贈られた。物足りなさに拗ねた心地で目を開ける。すると、唇を離した彼が頬を緩めた。

「これ以上すると、抱きたくなるから」

「次は」

　次は抱いて、と言いかけて口を噤む。

　覚悟はとっくにできているのだと、今度顔を合わせたときに伝えよう。

（今、言って……仕事の邪魔をしたくない）

　彼に抱かれたら、恋に溺れていく予感しかしない。二人で溺れていくことになんの不安もなかった。

　真理は理性を持って身体を離し、乱れてしまった髪を手櫛で整えた。

「落ち着いたら、連絡するよ。もし少しでも時間が空いたら、また会いに来てもいい？」

「もちろん」

　真理はぱっと顔を輝かせて、慎之介の頭をぎゅっと抱き締めた。








　第四章　きっかけは？









　ようやく仕事の目処がつきそうだと慎之介から連絡が入ったのは、十月の頭だった。

　真理は久しぶりのデートに浮かれていた。今日は、仕事終わりに慎之介と会う約束をしているのだ。

　明日から遅い夏休みに入る。つまり、彼の家に泊まっても、なんの問題もない。

（それなのに、どうして今日に限って、あの秘書の人と一緒なの）

　意識しないようにしていても、慎之介のいる客席が気に懸かって仕方がない。

　ついモヤモヤした思いが芽生えてしまい、笑顔が基本の接客にも身が入らない。何度か葉子にも、どうかしたのかと心配されてしまったほどだ。

（あの人から『太るから一人で行け』って言われてたんじゃなかったっけ。彼女は、そういうんじゃないって言ってたけど）

　慎之介の笑顔も真向かいに座る彼女の笑顔も作り物ではなく自然だ。二人の仲の良さを見せつけられているようで辛かった。

　もしかしたら、部下と説明したから、真理が気にしないとでも思ったのかもしれない。しかし、いくら部下と言われても、恋人が自分以外の女性と二人でいるところを見て落ち着いてなどいられない。

　慎之介が店を訪れてからずっと、いったいなぜ、という思いが胸の中でぐるぐると渦巻いている。

（ただの部下なんだよね……信じてる、けど）

　二人の雰囲気と滲み出る仲睦まじさは、仕事だけの関係とはどうしても思えなかった。

　それに、やはり自分と慎之介が並び立つよりもよほど、彼女と並んでいた方がお似合いだ。そのことがよけいに真理の心を重くした。昔から美人には萎縮してしまうのだ。

　秘書の女性は顔立ちが整っているだけではなく、かなり背が高く百八十近い身長の慎之介と並んでいても顔の位置がほとんど変わらない。

　もちろんヒールのせいもあるだろうが、百五十二センチの真理が慎之介の隣に立つよりよほど恋人っぽく見える。

　慎之介がいる席が気になるのに、彼女と親しげに話すところは見たくない。真理はなるべく視線を移さないようにして、仕事を終わらせていく。

「元カノと浮気されてますよ～」

　くすくすとこれ見よがしに笑いながら囁く声が聞こえてくる。

　傷口をぐさぐさと抉ってくるのは、アルバイトの一人だ。以前、慎之介をデートに誘い、きっぱりと振られていた若い女性である。

　あの人はなんでもない、と言いたいところではあるが、そもそも職場でする話ではない。真理は女性アルバイトの言葉を無視し、レジに立った。

「ちょっと真理、大丈夫？」

　葉子が案じるように声をかけてくる。

「なにが？」

「なにがって、あれに決まってるじゃないの。秘書だとしても、普通、彼女のいる店にほかの女を連れてくる？　見せつけるみたいにさ」

　葉子に言われて、嫉妬で荒ぶっていた気持ちが冷静になる。真理を嫉妬させるために、わざわざ秘書を連れてくるはずがない。

（あの人、志摩さん、って慎之介さんが言ってたっけ？）

　志摩が慎之介に対して、なんらかの感情を持っていたとしても、慎之介の心は今までいっさい揺れ動かなかったのだ。

　つい最近再会した真理よりもずっと、仕事で長い時間を一緒に過ごしていても、だ。志摩の考えはわからないが、慎之介はなにか理由があって志摩を連れてきたのだろう。

「ううん、そういうんじゃないと思う」

「なら、なんで？」

「理由はわからないけど。あの人は秘書でそれ以上の関係ではないって言ってた」

　なんでもないわりには仲睦まじい様子で、葉子の質問はそのまま真理が感じている疑問でもあった。

　当然、葉子は真理の答えに納得しなかったようで、眉を顰めながら「真理がいいならいいけど」と渋々頷いた。

（私、彼女との関係を説明できるほど、慎之介さんのことをまだ知らないんだよね）

　少しずつ近づいていたと思っていた彼が、ちょっとした不安でまた遠く感じてしまうのは、一緒に過ごした時間が短いからだろう。

（これから、知っていけばいいってわかってるのに、焦っちゃう）

　アルバイトスタッフに言い寄られていたときを思い出す。あのとき彼は、穏やかな口調でありながらもはっきりと拒絶の意思を示していた。

　慎之介の態度から、女性を受け入れるつもりでないことはすぐにわかった。志摩に対してそうじゃないのは、彼女に下心がないからではないだろうか。

　付きあいが長いのかもしれない。そういえば、彼のあの話を知っているのは、昔からの友人と真理だけだと言っていなかったか。

（もしかして、彼女がそうなのかも）

　秘書の女性ならば、慎之介のトラウマについても知っているかもしれない。真理にはまだ話せないけれど、彼女には話したとしたら、やはり少し嫉妬してしまう。

（くだらない独占欲だって思うけど。あとで慎之介さんに甘やかしてもらおう）

　彼と話をすれば、この嫉妬心も落ち着くのだとわかっている。不安があるなら聞いていいと彼は言っていた。素直に嫉妬していると口に出せばいい。

　真理は仕事を終えて、アルバイトたちが帰ったのを確認し、店を閉めた。

　更衣室で彼に買ってもらった水色のワンピースに着替え、軽く化粧を整える。

　真理は今日、覚悟を持ってこの服を着てきたつもりだ。だからこそよけいに、彼女の存在に水を差されたような気分になってしまったのだ。

　真理は急いで支度を終えて、店の外へ出た。施錠を確認し、周囲を見回す。通りから少し歩いたところに慎之介の姿があった。予想通り、彼は一人ではなかった。

「慎之介さん！」

　真理の呼び声に応えるように慎之介の視線がこちらを向く。

　一緒にいた秘書の女性にも、ひらひらと手を振られて、真理は慌てて会釈を返した。

「お疲れ様」

　慎之介は、真理の格好を見て、驚いたように目を丸くし、そのあと嬉しそうに微笑んだ。おそらく自分の想いは伝わったのだろう。

「お待たせ……あの」

　真理が女性に視線を向けると、慎之介も隣を見つめる。彼女を見る彼の目は柔らかい。彼にとって大事な人であることが伝わってくる。

「デートの前に秘書を紹介しておこうと思って、連れてきたんだ。仕事で志摩とは頻繁に一緒にいるし、この先も顔を合わせることがあるだろうから」

「仕事でってところを強調しなくてもいいでしょう」

「真理が誤解するだろう」

　慎之介の言葉に女性がケラケラとおかしそうに笑う。彼女が慎之介を見る目は親しげだが、そこに恋愛感情はないように見える。

　真理が誤解するようななにかは本当にないのだろう。ただ、一人蚊帳の外に置かれたような寂しさはあった。

　真理が慎之介の隣に立つ女性に視線を移すと、にっこりと微笑みを向けられる。

「お店ではいつもありがとうございます。専務の秘書の志し摩ま瞳ひとみと申します。専務は仕事でって言ったけど、実は私たち中高の同級生でもあるんです。でも、本当にただの友人で部下なので誤解なさらないでくださいね。今日はご挨拶に来ただけなんだけど、心配させてしまったかもと思って」

「あっ、いえ……そんなことは。南本真理です、よろしくお願いします」

　自分の嫉妬が見透かされていたようで、とてつもなく恥ずかしかった。仕事相手にまで嫉妬するのかと慎之介に呆れられないだろうか。

（同級生なんだ……やっぱり、慎之介さんの身体のことを知ってる友人ってこの人かな）

　同級生、ということは真理の先輩でもある。けれど彼女の顔に見覚えはなかった。二学年違えば彼の交友関係も知らなくて当然だが、これほどの美人で仲が良かったなら当時噂になっていてもおかしくないのに。

「ほら、志摩。紹介したんだからもう帰れ」

「わかってますって。でも名刺交換くらいさせてください。まだ一分も経ってないじゃないですか」

　志摩は慎之介から真理に視線を移すと、内緒話でもするように声を潜めて言う。

「専務のことはだいたい知ってますから、なにか聞きたいことがあれば、いつでもご連絡ください」

　どういう意味なのだろう。

　慎之介のことを真理よりもよく知っている、という牽制だろうか。

　真理は名刺を差しだされて、両手で受け取った。

「ありがとうございます。じゃあ……私も」

　真理も鞄に入れてあるカードケースから名刺を取り、一枚差しだす。

　必死に笑みを貼りつけてはいるが、なにか聞きたいことがあれば、という意味深な志摩の言葉に困惑を隠せない。

「どうして俺より先に真理と志摩が名刺交換してるんだよ？」

「独占欲の強い男は嫌われますよ」

「うるさいな」

　慎之介は、真理が志摩に渡したはずの名刺を横から奪い取り、胸ポケットにしまった。真理と志摩が連絡先を交換すると不都合でもあるのだろうかと訝しんでしまう。

（なんでもないって言ってるんだから、きっと、そういうのじゃない）

　この気持ちは嫉妬から来るものだ。自分の知らない慎之介を彼女は知っている。互いの信頼関係が見えてくるようで羨ましくなってしまっただけ。自分はいまだ後輩だと気づかれてもいない。それが悔しかった。

　真理は漏れそうになるため息を押し殺し、無理に笑顔を浮かべる。

「仕事終わったばかりですし、喉渇いてません？　渇きましたよね？　専務、あそこのコンビニでお茶買ってきてくれますか？　私はここで南本さんとお話して待ってますので」

「はぁっ？」

　志摩は、慎之介の背中をぐいぐい押すと、数十メートル先にあるコンビニエンスストアを指差した。

　丁寧な口調ではあるが、上司に対してずいぶんと気安いのは同級生だからだろうか。驚いていると、なぜか志摩にウインクされる。

　志摩がわざと慎之介をこの場から遠ざけようとしているのだとわかった。

「慎之介さん、喉が渇いたかも」

「わかった。じゃあちょっと待ってて」

　慎之介は、真理の頭をくしゃくしゃと撫でてくる。

「まったくもう、ベタ惚れね」

　コンビニエンスストアへと向かう彼の後ろ姿を見つめていると、隣から笑い声が聞こえてくる。

「あの？」

「ごめんなさい、バカにしたわけじゃないですよ。ただ、彼があなたを大事にしてるのがわかって嬉しかっただけで」

「はい、慎之介さんは優しいですから」

「そうだ。さっき名刺取られちゃったし……ＳＮＳで連絡先を交換しませんか？」

「あ、はい」

　真理はスマートフォンを取り出して、アプリを開く。断る理由もなかったため頷いたものの、慎之介の部下である志摩と連絡先を交換するのもおかしいような気がした。

「これで完了っと。ありがとうございます」

「いえ」

　真理の友達欄に志摩の名前が追加されたのを確認し、スマートフォンを鞄にしまった。話すこともなく黙っていると、志摩が真理を見下ろし柔らかく微笑んだ。

　彼女は会ってからずっと真理に対して好意的に接してくれている。それがわかっても、嫉妬心しか湧かない自分の心の狭さがいやになる。

「あの、部下で友人って話は本当だと思ってるんですけど……あなたを信じられなくてごめんなさい。志摩さん綺麗なので、不安になってしまって」

　真理が頭を下げて言うと、志摩は心底おもしろそうに笑う。

「ありがとう、綺麗だなんて嬉しいわ。彼が猫かわいがりするのもわかるわね。でもね、本当に昔なじみの友人なんですよ。手を繋いだこともキスしたこともないから安心してください。そのうちわかると思うから」

　ちりちりと胸が焼けつく。そう言われても安心はできなかった。

　彼のことならなんでも知っていると言わんばかりの彼女の態度に、親密さを見せつけられているような気分になってしまう。

「あの、どうして慎之介さんを遠ざけたんですか？　私に話でも？」

「えぇ、あなたに会って、信頼できそうなら話そうと思ったんです。聞いてますよね？　彼の身体のこと」

　志摩の言葉で、慎之介がたった一人にだけ打ち明けた友人がやはり彼女であったと知る。それだけ彼女が慎之介に信頼されているということだ。

「そんなショック受けた顔をしないでください。専務はあなたをことさら大事にしてるみたいだから、過去のトラウマについて話しておこうと思っただけで。と言っても、私が話せることは多くないんですけど」

「知ってるんですか？」

「いえ、正確には私も詳しくは知りません。ただ、昔、すごく落ち込んで悩んでいた時期があったんです。中学三年頃だったかしら……学校に来るとやたらとぴりぴりしていて。でも、受験で悩むようなタイプじゃないし、友人関係も良好でした。彼は誰とでもうまくやれるタイプだから。でも、時期的に考えると、その頃に男としての機能を失うくらい傷つく出来事があったんじゃないかって。誰かになにか言われたとか。なにかあったとしたら、その相手は女性だと私は思ってるんです」

「どうして、相手が女性だって思うんですか？」

「専務の身体のことを知って調べたんですよ。彼はトラウマについて決して話そうとしなかったけど、一人で抱え込んだっていいことはないでしょう。だから、彼に関わった教師や友人。同窓会なんかで、しらみつぶしにそれとなく話を振ってみたんです。でもなにもわからなかった。揉めたって話も聞きませんでした。それで考えたんです、彼は、いつも誰かに囲まれていたから、そもそも学校内で二人きりになるチャンスなんてほとんどなかった。彼にトラウマを植えつける出来事がなにかあったとして、それが可能なのは告白するために彼を呼び出した女子生徒くらいじゃないかって。結局、先輩や後輩を含めると、人数が多過ぎて追えませんでしたけど」

　中学三年頃になにかがあり、それからずっと女性相手に身体が反応しなくなってしまったとだとしたら、その相手に対して並々ならぬ腹立たしい思いがあるのはたしかだろう。自分を傷つけた相手だ。かなり追い詰められただろうし、恨んでいてもおかしくない。

「これは私の想像ですが、彼……慎之介は……その女子生徒のことが、よっぽど好きだったんじゃないかって思ったんです。興味のない相手になにを言われても傷つくようなタイプじゃないから。いつもの彼なら、軽く受け流して百倍返しくらいするはず。自分だけで抱え込んで傷ついてるって……よほどでしょう？」

「そう……ですね。でも、どうして私にその話を？」

（慎之介さんの、好きな人）

　真理は、志摩の言葉に鈍器で頭を殴られたかのようなショックを受けた。

　トラウマの原因が彼の好きな人かもしれないなんて想像もしなかった。慎之介の同級生である志摩の言葉には説得力がある。

　好きな相手から、トラウマになるくらい傷つけられたとしたら。

　ショックで女性に対し身体が反応しなくなってしまったのも納得できた。

　過去のことだと割り切れているくらいなら、聞かないでほしいとは言わないだろう。

　彼を傷つけた誰かが心の奥にずっといるのなら、そこに自分が入り込む余地などないのではないか。そんな不安に苛まれる。

「あなたと一緒にいるところを見て安心したからですよ。いつまでも過去に囚われたままじゃ前に進めないでしょう。南本さんと歩む未来があれば、いずれ、トラウマも完全に過去になると思うの」

　まるで手のかかる弟を思うような目をして志摩が言う。彼女にとっても、慎之介は大事な人なのだろう。

「はい」

　真理がなんとか頷くと、彼女はそれで満足したのか、コンビニエンスストアへと視線を向けた。慎之介が急いで横断歩道を渡り、こちらに戻ってくるところだった。

「ひどいわ。あんなに急いで来なくってもいいのに。それだけ、あなたのことが心配だったってことだろうけど」

　やれやれ、と呆れた視線を向けながらも、彼女の目は温かい。心底彼を心配し案じているのが窺えた。

「真理、なにもされなかった？」

　はい、とお茶を渡されて、受け取る。

「ありがとう。志摩さんとちょっとお話ししてただけだから」

「専務、私の分も買ってくるって優しさはないんですか？」

　志摩が聞くと、慎之介が真理を守るようにして肩を引き寄せてくる。

「お前はもう帰れ」

　慎之介はペットボトルの入ったビニールごと志摩に手渡し、ぐいぐいと背中を押した。女性に対して乱暴とも思えるが、二人のやりとりからするといつものことなのだろう。志摩にもまるで気にした様子がない。

「彼女と早くイチャイチャしたいって、顔に書いてありますよ」

「ほんっとうるさいな」

　いつも余裕ある表情を崩さない慎之介が、まるで子どものように志摩には食ってかかる。それが新鮮で、羨ましくてならない。

（本当に仲いいなぁ）

　真理は彼にこんなふうに気さくに接してもらったことなど一度もない。羨ましくて妬ましい。彼の大事な人に対してそんな感情を抱いてしまう自分が恥ずかしかった。

　慎之介に、好きな人がいたかもしれない、その相手がトラウマの原因かもしれないと聞き、ショックだったのもある。

　彼に抱かれる覚悟を決めて、このワンピースを着てきた自分がひどく滑稽に思えて、悔しいのか悲しいのかわからないままに涙がこぼれそうになった。

「はいはい、わかりました。じゃあ、南本さん。また」

「はい、また」

　頭を下げることで滲んだ涙を隠す。

　真理がいつまでも志摩の背中を見送っていたからか、いつの間にか隣に立っていた慎之介が訝しげに顔を覗き込んでくる。

「真理、どうした？　あいつになにかされた？」

「う、ううん、なにも。ちょっとぼんやりしちゃっただけ」

「そうか、ならいいけど。じゃあ行こうか」

「うん」

　慎之介に差しだされた手を取り、駐車場までの道を歩く。

　やはり自分に対する態度と志摩への態度は全然違う。彼女と話していたときの慎之介はもっと気さくだった。比べてもいいことなどないのに、このままでは自信を失ってしまいそうだ。

「どうぞ」

「ありがとう」

　ドアが開けられて、助手席に乗り込んだ。

「仕事終わった後、いつも軽く食事をするって言ってたから、今日は、わりと遅くまでやってるカフェにでも行こうかと思ってたんだ……でも」

　慎之介は車を発進させずに、こちらをじっと見つめる。彼の視線は真理の服、水色のワンピースに注がれていた。

「さっきは志摩がいたから聞けなかったんだけど……俺は期待していいの？」

　聞かれると思っていたし、自分でも覚悟を決めたつもりだった。だが、志摩から、慎之介の過去を聞いて自信がなくなってしまったのもたしかだ。

　これほど優しくしてもらっていても、彼をまだ信じ切れていなかったのだと思い知った。

　真理が答えられずにいると、慎之介の腕が横から伸びてきて、頭をぽんと撫でられる。

「無理しなくていい、今日はやっぱり」

「無理なんて、してない」

　真理は彼の言葉を遮るように口を開いた。

「俺には、無理してるように見える。急いでないって言っただろ。もちろん真理に触れたい気持ちは常にあるから、散々やりたい放題やってる自覚もあるし、説得力ないと思うけど」

　慎之介はハンドルに頭を載せて、真理を見つめる。

　彼の穏やかな表情が本心だと伝えてくれた。

　それなのに、彼の過去にも志摩にも囚われてしまう。

　このままではモヤモヤした思いを抱えたまま慎之介と関係を持つことになる。

　言いたいこと、聞きたいことがたくさんあり過ぎて、頭の中がぐちゃぐちゃになる。好きな人に抱かれるのだから、ただ素直に喜べれば良かったのに。

「本当に違うの。たしかに気になることはいろいろあるけど、慎之介さんと……その、そういう関係になるのは、嬉しい」

「気になること？」

「志摩さんと仲いいから、ちょっと羨ましくなっちゃったの」

　トラウマについては聞けず、咄嗟に志摩のことだけを口に出す。

「志摩？」

　驚いた顔で聞き返す慎之介は、ふたたび自分と志摩の仲を疑われるとは露ほども思っていなかったようだ。あれほどお似合いの二人だ。慎之介の身体の事情さえなければ恋人関係にあってもおかしくないのに。

「そういうことか、安心させようと思ったんだけど、逆に不安にさせちゃったね」

　真理がどうして落ち込んでいたのかをようやく察したのか、慎之介が納得したような顔で口を開く。

「志摩とは付きあいが長いからな。でも誓って恋愛関係にはなかったし、これから先に志摩とどうにかなることもあり得ない」

「どうして、そう言い切れるの？」

「理由は、そのうち本人が言うと思うよ。まぁ、それだけじゃないけど」

「それだけじゃない？」

「好きでもない人と恋愛関係にはならないだろ？」

　懐かしさに泣きたくなると同時に喜びに心が弾んだ。階段の踊り場で彼の友人との会話を盗み聞きしてしまったとき、彼は同じことを言っていた。十年以上経っても変わらない芯の強さを尊敬し、信じていたいと思わされる。

「嫉妬してくれた？」

　慎之介が嬉しそうにはにかみながら言った。

「うん。嫉妬した……ごめんなさい」

「どうして謝るの？　俺は嬉しいよ。俺を男として意識してくれて嬉しい。好きになってくれてるんだって実感できるから。それで……俺は今、正直かなり浮かれてしまってるんだけど。真理の初めてを今夜もらってもいいの？」

　彼の過去については結局聞けなかった。まだ自分の中で整理がついていなかったし、聞かないでほしいと言われた過去を根掘り葉掘り探るのはどうしても憚られた。

「慎之介さんがいい。抱いてほしいって思ったの、初めてだから」

「わかった。なら、このまま俺の部屋に行くよ」

　慎之介は言葉を詰まらせて、なにかを耐えるような顔でエンジンをかけた。車が発進しても互いに言葉はない。

　緊張しながら窓の外ばかりを見つめていると、十数分の距離がとてつもなく長く感じる。

　信号で車が停まるたびに、慎之介が手を繋いでくる。早く触れたい、と言われているようで、三度目に手が触れたとき、思わず自分から顔を寄せてしまった。

　赤から青に信号が変わるまでキスをして、何度となく唇を触れあわせる。

　早く、早くと焦燥感に駆られながら。







　慎之介のマンションは、店からそう離れていない渋谷区内にあった。

　閑静な住宅地の一角に建つ低層マンションで、すぐ近くには防災公園に指定されている大規模な都立公園もある。

　マンションは三階建てのようだが、入り口はオートロックでその向こうには広々としたホールが広がっている。住民たちの共用スペースとなっているようで、ソファーやテーブルも置かれていた。

「マンションに住んだことないから、こういう広いエントランスに憧れてたんだ」

　慎之介は、車を地下駐車場に停めたあと、わざわざエントランス側に回り、真理を案内した。次に来るときに真理が迷わないようにという気遣いなのだろう。

「真理は実家から出たことない？」

「うん、恥ずかしながら」

「べつに珍しくもないよ」

「私の歳で実家を出てないと、自立してないと思われるでしょ」

「真理は立派に働いてるし、家族が好きだから家を出なかっただけだろ？」

　慎之介が気づいてくれたことが嬉しい。真理は頷いて、慎之介に案内されるまま後に続いた。エレベーターに乗り込むと、自動で三階のボタンが点灯していた。

　慎之介に聞くと、どうやらオートロックを解除するとエレベーターがロビー階に到着し、目的階へと行けるらしい。

「そうだ、あとで合い鍵を渡すから。いつでもおいで」

「え、合い鍵なんて受け取れないよ」

　真理が言うと、慎之介が悲しそうに肩を落とす。もちろん嬉しくはあるが、再会してまだ一ヶ月半ほどしか経っていない。合い鍵を受け取るには早過ぎるだろう。

「俺たち将来的には結婚するのに？」

「でも、まだ知り合ったばかりなのに。私のこと、そんなに信用しちゃっていいの？」

「いいに決まってる」

　慎之介はそう言うが、こうして話せるようになったのはつい最近だ。交際するまで自分たちは、カフェの店員と客という関係でしかなかったのだ。

（慎之介さんは、私が後輩だってことも知らないし）

　それだけ信用してくれていると思うと嬉しい。けれど、ほかにも懸念があるのは事実で、結婚に躊躇いがあるのはそのせいだ。

（だめだ。志摩さんの話を聞いてから、気になって仕方がない）

　あっという間にエレベーターが三階に到着し、揃って降りる。

　玄関に入ると、廊下の先にあるドアが開けっぱなしになっており、ドアの向こうのリビングは、一人暮らしとは思えないほど広々としている。

「ベランダ広くていいなぁ」

　真理は、一面がガラス張りになっているリビングの窓に張りつき、外を眺めた。

　ベランダは真理の実家の倍ほどの広さがありそうだ。周辺は住宅地のためか非常に静かで、窓からは近隣の住宅の明かりと、遠くにそびえ立つ高層ビルの明かりがわずかに見えた。

「結婚したら、この部屋で一緒に暮らせるよ」

「結婚したら……そうだよね」

　このまま婚約し結婚となったら。

　それはとても嬉しいことのはずなのに、真理の顔に浮かぶのは作り笑顔だった。

「ちょっと座って」

「うん」

　手を引かれるまま、ソファーに腰をかける。

「真理は、俺と結婚するのはいや？　今日、志摩に会ってから……なにか悩んでるね。嫉妬ってだけじゃない。俺には言えない？」

　慎之介は、こちらに顔を向けて、真剣な目を向けてきた。その顔には、不安や疑問がありありと浮かんでいる。

「言えない……わけじゃないけど」

「じゃあ、俺が頼りない？」

　真理は黙って首を横に振った。慎之介は、真理が結婚に及び腰になっていることに気づいたのだろう。いつだって真理の不安を取り除こうとしてくれる。

　トラウマについて、彼が話す決心がつくまで待とうと思った。けれど、今の真理の態度が彼を不安にさせてしまっている。こんな諦めたような顔をさせたかったわけじゃないのに。

　今、彼が真理を好きでいてくれるのは本当だろう。だからこそ、一緒に乗り越えたいと思う。教えてはもらえないだろうか。志摩にも詳しく話せなかったというトラウマの原因を。

「違うの……私は」

　真理は、観念し深くため息を吐いた。もう黙ったままでいることはできない。

「なに？　気になることがあるなら言ってほしい」

　信頼しきった顔で言われて、真理は喉を鳴らす。

　トラウマを思い出させ、彼を傷つけたらと思うと口に出すのを躊躇してしまう。けれど、真理が聞いたならちゃんと教えてくれるのではないか、という期待もあった。

「なにか不安にさせた？」

「違うの。志摩さんとね……慎之介さんのトラウマのことを少し話したの。中学の頃、女の子となにかがあったんじゃないかって言ってた。本当？」

「あいつ……」

　慎之介はため息を漏らすが、怒っている様子はなかった。そのことに胸を撫で下ろす。

　自分のプライベートな話をこそこそと話されて気分がいいはずもない。けれど、彼は諦めたような納得したような顔をしていて、もしかしたら志摩が気づいていることを知っていたのかもしれないと思った。

「俺のトラウマの原因が気になるってことだよね？　前に、聞かないでほしいって言ったから、悩ませちゃったか」

「だって、誰にだって話したくないことくらいあるじゃない。だから、それならいいの。ただ……慎之介さんは、よほどその相手のことが好きだったんじゃないかって聞いて、どうしても気になっちゃって」

「好き、か……正直、そういうんじゃないんだ。むしろ、ずっと恨んでいたかもしれないな」

「恨んでた？」

　慎之介は一つ頷き、ソファーから立ち上がった。

「長くなりそうだから、飲み物入れるよ。こっちに座って待ってて」

「うん、わかった」

　話を先延ばしにしているわけではなさそうだ。ただ口が重くなっているのはたしかだろう。

　ダイニングテーブルで向かい合わせに座り、慎之介の用意してくれたアイスティーを飲む。かなり喉が渇いていたようで、一気に飲み干してしまうと、ペットボトルからグラスに新しいアイスティーが注がれた。

「真理は甘い方が好きだろ。ハチミツ入れようね」

「ありがと」

　瓶に入ったハチミツをスプーン一匙入れて、かき混ぜる。自然な甘みが仕事で疲れた身体に沁みた。

「で、話の続きだけど……トラウマの原因になった女の子がいるっていうのは当たってるよ。でも、その女の子の名前も知らないし、顔も覚えてない」

（やっぱり……女の子だったんだ）

　慎之介を傷つけた相手に苛立ちが募る。彼を十年以上苦しめ、心に傷を残したなんて、どんな事情があったとしても許されない。

「中学の頃、なにがあったの？」

「なにかされたわけじゃないんだ。恨んでるって言っても、俺の逆恨みもいいところだよ。ただ、階段を上ってたら、女子生徒が落ちてきたってだけの話なんだから」

「えっ!?」

　真理は、階段、落ちてきた、というキーワードに頭を捻る。まさかと思いながらも、その相手が自分であるような気がしてならない。

（うそだよ……まさか）

　初恋の人との邂逅を思い出し、顔から血の気が引いていく。

（階段から落ちて、下敷きにした相手が慎之介さんだったのは覚えてるけど……逆恨みって、どうして）

　真理は、階段から落ちたところを助けてもらっただけで、彼にトラウマを植えつけた覚えはまるでない。きっと別の誰かだろう。別の誰かであってほしいという思いで耳を傾ける。

「慌てて受け止めたまではいいんだけど、そのとき、身体を起こしてあげようと思って、誤ってその子の胸を触ってしまって」

「しまって？」

「……勃った」

「たった？」

　慎之介はばつが悪そうに目元を赤く染めて、ため息を漏らす。

　二度は言いたくないということだろう。頭の中で漢字に変換させて「勃った」だとわかると、喉の奥からおかしな声が漏れた。

「そういう、こと」

　助けたはずの相手の胸を触り、しかも思春期だった彼はそれによって身体が反応してしまった。正直、真理が想像していたよりもひどい話ではなく安堵する。

「慌てて、その場から逃げだしてしまったんだ。そうしたら次の日、その女子から無記名の手紙が届いた」

「手紙……って」

「ロッカーに入ってたんだ」

　胸を触られた覚えはなく、やはり自分ではなかったと一瞬安堵するも、続けられた彼の言葉に衝撃を受けて息が止まりそうになる。

　階段から落ちて手紙を渡したなんて、自分以外にいないのではないか。ただ、それがどうして彼のトラウマになるのかがわからない。手紙にはただお礼を書き綴っただけのはずだ。

「昨日は助けてくれてありがとう、みたいな内容だったはずだけど……動揺していてほとんど頭に入ってこなかった。名前も書いてないその手紙を読んで、思ったんだ。知ってるぞって言われてるみたいだって。被害妄想も甚だしいよな」

　彼は苦笑しつつも、長年の苦しみを思い出したのか、泣きそうに顔を歪ませた。

　たしかに被害妄想だと真理も思う。逆恨みだと慎之介も言っていた。

　けれど──。

　まさか彼を十年も追い詰めた相手が自分だったなんて、思いもしなかった。

　唇が震えて、声が出せない。これ以上聞きたくなかった。そんなつもりで手紙を出したわけではなかったのに。

　真理はただ、感謝の気持ちを伝えたかっただけ。彼に胸を触られたことも、身体が反応してしまったことも気づきもしなかった。

「それから、いつ言いふらされるかって気が気じゃなかった。中学の頃、ありがちだけど、誰もが憧れる生徒会長とか言われて、ちょっと天狗になってたんだよ。望んでうまくいかないことなんて一つもなかった。でも、そんな順風満帆な生活に水を差された気分だった。あんなに学校に行くのが怖いと思ったのは初めてで……彼女を恨んだよ。なんで俺がいたところに落ちてくるんだって、助けなければ良かったって」

　ほかの高校を受験することも考えたらしいが、どうして自分が逃げなければならないのだという悔しさから、そのまま内部に進学したという。いつ言いふらされるかと怯える日々は変わらなかったらしい。

「その手紙一枚きりで相手はなんのアクションも起こさなかった。でも、相手がどこの誰かがわからなかったから、学校にいると女子生徒全員に見られているような気がして怖かった。今ならただのお礼の手紙だったとわかるんだけど、あのときの俺は、そんな大したことのない失敗すら経験がなかったから……生まれて初めて、死にたいと思うくらい、恥ずかしかったんだよ」

　慎之介は深くため息をつき、視線を落とした。

　その女の子のことがよほど好きだったんじゃないか、という志摩の言葉が思い起こされる。本当にそうだったらどれだけ良かっただろう。現実はもっと残酷だった。

（言えるわけない……その相手が私だなんて……言えないよ）

　たとえ被害妄想だとしても、逆恨みだとしても、きっかけになったのは真理だ。

　好きな人に恨まれていたなんて。助けなければ良かったと思うほど。

　それも当然だと納得する自分がいる。彼を知れば知るほど、どれだけ苦しみ悩んできたかがわかった。

　身体が反応しないと思い知るたびに、悔しさや情けなさに襲われたはずだ。同時に、階段から落ちてきた相手を恨む気持ちが芽生えるのは、至極当然のこと。

　階段から落ちなければ、手紙なんて出さなければ。後悔してももう遅い。彼が悩んだ長い時間は帰って来ない。

「あとは話した通りだよ。気づいたら、勃たなくなってた」

　慎之介は苦笑しながら、話し終えてほっとしたように息を吐く。

　真理の顔が青ざめていることに気づいたのか、慎之介が心配そうに声をかけてくる。

「引いた？」

「う、ううんっ……そうじゃなくて」

　慎之介とは同窓だとそのうち話そうと思っていた。

　それなのに今は、知られたくなかった。彼を離したくない。嫌われたくない。

　それしか考えられない自分の醜さが信じがたかった。

　トラウマの原因は自分にあると話したら、どんなふうに思うだろう。彼のことだ、笑って許してくれるかもしれない。

　けれど、心の傷はそう簡単には癒えないのではないか。

　慎之介は、真理の顔を見るたびに過去を思い出すかもしれない。そして幾度となく古傷を抉られるかもしれない。

　トラウマの原因と結婚して一生を過ごすなんて、苦痛でしかないだろう。

「そうじゃなくて？　やっぱり、いやになった？」

「いやになんてなるわけないっ！　私は……慎之介さんが好き。なにがあっても、気持ちは絶対変わらないから！」

　真理が叫ぶように言うと、慎之介は安堵したように笑った。

　どうすればいいのだろう。悩んでも答えは出なかった。彼に黙ったまま交際を続けるのか。真理が黙ったままでいても、いずれ同窓であることは知られるだろう。そのあと、なにかのきっかけで、階段から落ちたのが真理だとバレたら。

（知らずに、誰かを傷つけちゃうことも、あるんだな）

　そんなつもりはなかった、と言ったところで相手の傷は癒えない。

　彼は自分以外の誰かと幸せになるべきだ、そう思うのに、口が縫い付けられてしまったかのように言葉が出てこない。

（私と結婚なんて……絶対にだめでしょ……）

　別れたくない、と心が悲鳴を上げる。

　彼との別れを想像するだけでこんなにも苦しくなる。

　ダイニングテーブル越しに、頬に触れられる。この手を離したくない。それでも、もうどうすればいいのか、わからなかった。

「さっきのさ、冗談じゃないから」

「さっきの？」

　慎之介はポケットからなにかを取りだし、真理の手のひらに包ませる。

「一緒に暮らすこと、考えておいて」

「これ……」

　手のひらを見つめて、彼の愛情深さに泣きたくなる。いつの間に用意したのだろう。慎之介に手渡されたのは、この部屋の合い鍵だった。

「休みが合あわなくてすれ違っても、一緒に暮らせば顔を見られるだろ。だから、俺と結婚しようよ」

　涙がこぼれ落ち、指先で拭われる。

「どうして泣くの？」

「嬉しくて……」

　それはうそではなかった。ただ、嬉しさだけでもなかっただけで。

　真理が別れる、と口に出せば、きっと彼は真理の意思を尊重してくれるだろう。けれど、どれだけ傷つけるかを考えると、苦しくてたまらなくなる。

「ごめん、ちょっとお手洗い貸して」

「うん、どうぞ。あ、シャワーも勝手に使って」

「ありがとう」

　真理は、トイレから出ると、慎之介に生理が来てしまったとうそをついて、自宅に帰ることにした。

　彼に気づかれないように、キッチンのカウンターにそっと合い鍵を置き、マンションを出たのだった。








　第五章　別れる決意？









　慎之介の部屋に行ってから二週間が経った。

　彼からは何度もメッセージや電話が入っているが、一度も返信をしていない。慎之介が店に来たときは、彼の目が届かない場所で仕事をするようにした。

　別れを切りだすこともできず、かといって本当のことを話す勇気もなかったのだ。だから、逃げてしまった。

　このまま真理を忘れてくれないだろうか、と思うのに、彼から連絡が入るたびにほっとするのも事実で、弱い自分に呆れるばかりだ。

「真理」

　真理が仕事を終えてドアの施錠を確認していると、突然背後から声をかけられる。ぎくりと肩を強張らせてその場に立ち竦む。彼だとわかっているから、振り返れなかった。

「お疲れ様。話があるんだ、ちょっといい？」

「えっと」

　いつものように「うん」と答えられなかったのは、うそをついている罪悪感もあった。

「連絡がつかなかったから、実家に電話したら風邪引いたって言ってたけど大丈夫？」

　背後を振り返りながらも、慎之介の顔を見られない。風邪を引いたなんてもちろんうそだった。姉たちに頼んでうそをついてもらったのだ。慎之介の声色は純粋に真理を心配しているようで、よけいに苦しくなる。

「ちょっとまだ体調戻ってなくて、明日休みだし……ゆっくり寝るから」

「車で来てるから、送っていくよ」

　真理は顔を上げて、彼を仰ぎ見た。

　慎之介の目には最初にホテルの部屋で会ったときよりずっと、真理を愛おしむような色がある。自分に対しての信頼、愛情をはっきりと感じられる。真理だって同じような目で彼を見ているに違いない。

「ううん……いい」

　こうして彼を見つめているだけで、愛しさは引きも切らずに溢れてくる。

　低い声も、穏やかな話し方も、誰もが見蕩れてしまうほどの容姿も。自分のトラウマに悩みながらも諦めず前を向ける強さも、すべてが好きで。

　見つめているだけで幸せだったあの頃とはまったく違う。

（こんなに好きになるなら、会わない方が良かった）

　彼の話に同情などせず、初恋を思い出さず、断れば良かったのだ。愛し愛される幸せを知る前に。

　慎之介を裏切っている自分には愛される資格などないのに。ずっと彼を苦しめていたのは自分なのだから。

（慎之介さんは、きっと、もう大丈夫）

　自分が苦しめた結果だったとしても、彼を長年の呪縛から解放したのも自分だ。真理から気持ちが離れれば、ほかの誰かを愛することもできるだろう。身体を重ねることも。

「真理？　やっぱりなにかあった？　このあいだ家に来てから変だ。合い鍵も忘れていくし」

　忘れたわけじゃない。わざと置いて行ったのだ。

　話をしなければ彼は納得しないだろう。このまま逃げるのはずるい。

　いつものように手を繋がれる。真理は彼の手の温度を忘れないようにきゅっと握り返して、手を振りほどいた。

「慎之介さん、ごめん」

「真理？」

　突然手を離された慎之介は、訝しげに真理を見つめる。

「私、やっぱり……無理みたい」

「無理って？」

「別れたい。風邪ってうそなの。自然消滅を狙えるかなって思って」

　唇が震えないように爪が刺さるほど強く手を握りしめ、毅然と告げた。

「なに、言って」

「あなたは大丈夫って言ってたけど、見合いを断れば、お父さんの立場が悪くなるかもしれないって我慢してた。結婚なんて全然考えたことないのに、すぐ親に紹介されるとか重い。婚約は待ってって言ったのに、外堀から埋められてる感じがしていやだった！」

　思ってもいないことを真実として伝えるのはただただ苦しい。

　慎之介がこちらを見る目がどんどん変わっていくのがわかる。衝撃、驚愕、失望、そんなふうに。それでも言葉は止められなかった。止めたら、うそだと、好きだと言ってしまいそうだったから。

「本当は、俺を好きじゃなかったってこと？　好きでもないのに、我慢して抱かれようとしてた？」

「……うん。我慢、してた。私とあそこまでできたんだから、ほかの女性とも試してみればいいよ。今ならきっと大丈夫でしょ」

　慎之介の目が怒りできつく細められる。睨むように見つめられて、身が竦む。

　目の奥が熱くなる。じんじんと痛み、瞬きをすれば涙がこぼれてしまいそうだ。それでも目を逸らさないように慎之介を見つめた。

「ほかの女を抱けって、君が言うの？」

「そうだよ」

「それでも平気だって？」

　慎之介は、参ったな、とでも言いたげに額に手を押し当てた。続いて、ははっとこの場にはふさわしくないあっけらかんとした笑い声が響く。

「ふざけるなよ」

　こちらを見ないまま吐き捨てるような声で告げられる。違う、と叫びだしたい思いに駆られて、血が滲むほどに唇を噛んだ。

「ふざけてない。話は、それだけだから。もうここには来ないで」

　真理は踵を返し、その場から逃げるように走った。

「真理！」

　自分を呼ぶ声を無視して、その場から立ち去る。

　彼は追いかけては来なかった。そうするように仕向けたのは自分なのに、失望してしまう自分もいて、己の浅ましさがいやになる。

「……っ、く……ふっ」

　こらえていた涙が溢れて、頬を伝い流れ落ちた。これほど後悔したことがいまだかつてあっただろうか。なにに対する後悔なのか、たくさんあり過ぎて自分でもよくわからない。

　階段から落ちたことか。彼にトラウマを植えつけたことか。彼との交際に頷いてしまったことか。トラウマを聞いてしまったことか。それなのに、慎之介に愛された日々の思い出が自分を励ましてくれるなんて、皮肉なものだ。

「う……ぁ……い、いた」

　走って走って、息が切れて、お腹が痛くなっても走った。そのうち身体の感覚が麻痺してくるのに、心だけはいつまでも悲鳴を上げたままだ。

　どこをどう通って帰ったのか、家に着く頃には二十三時近かった。明らかに泣いたとわかる顔で帰宅した真理を両親は心配そうに見つめたが、なにも聞かなかった。

（あぁ……終わっちゃった）

　なにも知らなかったふりをして、慎之介と付きあい続けていく選択肢もあったかもしれない。けれど今度は自分が、いつバレるか、いつ知られるかと、あの頃の慎之介のような思いを抱えてそばにいなければならない。それは無理だった。

　慎之介を苦しめてしまった分、幸せになってほしいと思う。

　彼を愛しているから、なんて綺麗な思いからではない。そうなれば少しは自分への恨みが軽くなるのでは、なんて身勝手な感情からだ。嫌われたくないなんて、もう遅い。

「う～っ」

　真理は着替えもせずにベッドにダイブし、声を押し殺して泣いた。涙腺が崩壊してしまったかのように次から次へと涙が溢れる。

　初恋とは言え、慎之介が高校を卒業してから十年以上会っていなかったのに。再会してたった数ヶ月しか経っていないのに。

　どうしてこれほど苦しいのだろう。彼が卒業し、もう会うこともないのだと初恋を諦めたときは、こんなにも悲しくはなかった。

　誰かと恋をする彼を見る羽目にならずに良かったと思ったくらいだ。

　慎之介が自分を好きでいてくれると考えると、胸を引き裂かれたような痛みに襲われて、心が冷えきっていく。

　泣いて後悔したところで、過ぎた時間は戻らない。

　いったいなにを後悔しているのかも、ぐちゃぐちゃな頭では考えられなかった。







　真理がふと目を開けると、窓から差し込む日射しで室内が明るくなっていることに気づく。泣きながら眠ってしまったようだ。

　ベッドから身体を起こし、つけっぱなしだった明かりを消した。鏡で顔を見ると、目の周りは真っ赤に腫れていてひどいものだ。

　着替えもせずに眠ってしまったため服はしわだらけ。失恋の悲しみはいまだ心を重くするのに、涙が出てこないのはもう諦めてしまったからか。

（そのうち、忘れられるよ……きっと）

　自分には彼の手を取る権利などないのだから。深いため息で気持ちを落ち着かせると、こん、と控えめなノック音が聞こえた。

「真理、起きてる？」

「百合姉？」

　ドアが開けられて、百合が顔を出す。

　室内に入ってきた百合は、真理の顔を見てため息を漏らした。百合の後ろには心配そうな顔をした絵理もいる。

「ひどい顔してるわね。朝ご飯食べられる？」

　慎之介からの電話に風邪を引いたとうそをつかせたのに、姉たちはなにも聞いてこなかった。思うところはあっても、真理が自分から話すのを待ってくれているのだろう。

（でも、言えないよ）

　別れた原因は真理にあるが、打ち明けるには中学時代の話に遡らなければならず、慎之介の秘密にも触れなければならない。

　うそはつきたくないし、いずれ別れたとだけ伝えるつもりだ。察しのいい姉たちは、慎之介からの電話を避けている時点で気づいているかもしれないが。

「ごめん、心配かけて。食べるよ、二人とも時間は大丈夫？」

「まだ平気よ。真理は休みだったわよね？」

「うん、休み」

「じゃあ朝食済ませてからゆっくりしなさい」

　案じるように声をかけられて、真理は泣き笑いのような顔で頷いた。

　部屋から出て、百合と絵理に続いて階段を下りる。

　両親はすでにダイニングテーブルについていた。

「真理、あなた先にお風呂に入ってきたら？」

「ご飯食べちゃうよ。片付かないでしょ？」

「じゃあお味噌汁持っていって」

「はーい」

　母が渡してくれた茶碗を受け取り、真理もテーブルについた。父は心配そうに真理を見るが、姉たちと同じくやはりなにも聞いてこない。それがありがたかった。

　彼と別れはしたが、父の仕事には影響はないだろう。慎之介が、恋愛のゴタゴタを仕事に持ち込むような人だとは思えない。

「いただきます」

　真理は手を合わせて、味噌汁を口に含んだ。店でまかないを食べたあとはなにも口にしなかったため、驚くほど美味しく感じる。

　食事を終えて、父と姉たちが仕事に出かけていった。

　真理は母の片付けを手伝ってからシャワーを浴びる。

　出かける予定もないし、出かける気分でもないので、部屋でごろごろしながらスマートフォンを弄っていると、画面上部にメッセージの受信通知が入った。

（まさか、慎之介さん？）

　慌ててＳＮＳのアプリを起ち上げて、メッセージを確認すると、意外にも相手は彼の部下である志摩だった。

　そういえば彼女と連絡先を交換したんだったと思い出し、メッセージを開く。

　志摩からのメッセージは「外で会いたい」というものだ。別れたことを彼から聞いて、真理に連絡して来たのかもしれない。

　慎之介の彼女への信頼が伝わってくると、言いようのない苦しさに襲われる。

　もう嫉妬をする権利さえないのに、部下に恋愛相談までするのか、と慎之介を詰りたくなってしまう。

　真理は休みでも、彼女は仕事のはず。時間が合わないからと断ろうとすると、続けてメッセージが入ってきた。

（そっちまで行くからって、相変わらずけっこう強引。類友なのかな、慎之介さんも強引なところあるもんね）

　仕方なく、どこに行けばいいか、と尋ねる。

　豊島食品のビルが建つエリアは『jardin de bijoux』からそう離れておらず、電車で二駅の距離にある。話の内容が想像つくだけに職場近くで会うのは避けたい。互いの職場の中間地点である隣の駅で待ち合わせをすることになった。

　真理は、のろのろと支度をして、二時間後に待ち合わせの駅に向かった。

　駅の周りにはオフィスビルやショッピング施設、映画館などがあり平日の今日も人の往来は非常に多い。ＪＲの改札を出たところで、すでに待っていた志摩と落ち合った。

「すみません、急に呼び出してしまって。休みだって聞いたので」

「いえ」

　誰に、とは聞かなくともわかる。自分のことをそこまで話しているのかと知ると、嬉しくもあり悔しくもあった。

「お昼ご飯付きあってくれますか？　このあとも仕事なんです」

「はい」

　話をするのもランチの時間だけだとわかり、ほっとする。

　志摩が嫌いなわけではないのに苦手意識を持ってしまっているのは、自分よりもずっと慎之介に近い場所にいる彼女が羨ましいからだ。恋人と違い、友人で部下という関係でも、自分と違い彼のそばにいられる。

　ちょうど昼時ともあってどこのレストランも混雑していたが、志摩に案内された店は幸いそう待たずに入ることができた。

「私は今日のランチにしようかな。南本さんはどうする？」

「私も同じもので」

　空腹ではなかったが、自分だけなにも頼まないわけにもいかない。

　志摩が手を挙げてスタッフを呼んだ。注文を済ませ、早速本題とばかりに切りだされる。

「別れ話をされたって聞きました。慎之介はまったく納得してませんけどね。もちろん私も。どうして？」

「あの……慎之介さんに頼まれたんですか？」

　彼女の独断だとわかっていながらも尋ねる。彼ならば、昨日、店の前で待ち伏せしたように、直接真理に会いに来るはず。

「いいえ。で、中学時代の話を聞いたんでしょう？」

「志摩さんも？」

　志摩は静かに首を振った。

　彼女には話していないと知り、胸を撫で下ろす自分がどれだけ浅ましいか。あの日、話を聞いてからずっと、真理は自分に落胆してばかりだ。

「ここ最近、慎之介が落ち込んでたのは気づいていました。それで今朝会社に行ったら、なんだかもうこの世の終わりみたいな顔してるから、なにがあったのかって問い質しただけ。あのままじゃ仕事に影響が出そうだったので」

「それは……」

「中学の頃でさえ、なんとなく悩んでいそうだって気づいただけなのに。あなたと別れただけであんなふうになっちゃうなんて、正直驚いています。言ってたわ……真理にあんなことを言わせてしまったのは自分のせいだって」

「なんで」

「さぁ。詳しく聞いたわけじゃないですから。ただ、そう言ってたってだけ」

　慎之介に事情は説明したはずだ。慎之介と交際したのは父の仕事を考えてだ、と。あなたに気持ちはない、と。

「古傷を抉るような真似はしないでほしかったですね」

「違います！　私、そんなことっ」

「なにが違うって言うんですか。過去の話を聞いたんでしょう？　それで慎之介を避けて、別れ話をしたんでしょう？」

　真理は口元を押さえて、青ざめる。傷つけるとわかっていて選択した。それなのに、志摩からその事実を突きつけられると、苦しくてたまらなくなる。

（なにやってるんだろう……私）

　するとちょうど料理が運ばれてきて、会話が止まった。

　真理はスタッフがテーブルから離れていっても、口を開けなかった。料理を食べる気にもなれず黙っていると、カトラリーを手渡される。

「……この間会ったときから思ってたんですけど、あなたでしょう。慎之介のトラウマの原因」

　真理は息を呑み、志摩を凝視する。

　志摩は慎之介のトラウマを知らないはずなのに。そんな思いが顔に出てしまっていたのか、志摩が「やっぱり」と口に出した。

「こっちは毎日のように惚気話聞かされてたんですよ。嬉しそうな顔を見てるのも悪くなかったですし、ようやく恋人と触れ合えるようになったわけだし、話に付きあうのは友人の勤めだと思って。それで慎之介に『昔から南本さんのことが好きだったの？』って聞いたら、意味がわからなそうな顔されて非常に困りました」

　志摩は気づいていたのか。真理が彼の後輩だと。いつからだろう。

「気づいたのは偶然です。調べたって言いましたよね？　同窓会で話を聞いたり、過去数年分のアルバムを見たり、慎之介に告白した女子生徒からも話を聞いてたんです。『jardin de bijoux』で会ったときから、どこかで見た覚えがあるって思って、アルバムを見返して、驚きました」

「アルバム……」

　おそらくそこで真理の顔と名前を見たのだろう。まさか過去のアルバムまで調べていたとは思わなかった。

「よく、私が後輩だって、わかりましたね」

　真理は自嘲的に笑った。

「体重が変わったって、顔が変わるわけじゃないでしょう」

「そう、ですけど」

　志摩は、見合い相手が同窓だなんて運命ですね、と慎之介をからかうつもりだったのかもしれない。けれど、慎之介からは思ったような反応が返ってこず、どうして話していないのかと疑問に思ったはずだ。

「名前にも聞き覚えがありましたから。後輩にアルバムを借りっぱなしにしてて良かったですよ。あなたは、慎之介に自分が同窓だと言っていない。なにかあるんじゃないかって思うのは当然です」

「そう、ですよね」

　真理は観念したように視線を落とした。

「私も、慎之介さんに憧れていた一人でした。目で追うくらいしかできませんでしたけど。そういえば、志摩さんって昔から慎之介さんと仲良かったんですよね？」

「えぇ、わりと一緒にいることが多かったと思いますよ。生徒会も一緒でしたし。ま、あなた以上に変わってますから、それこそ誰も気づかないでしょうけどね」

「変わってる？」

　昔はもっと地味だったのだろうか、と首を傾げるも、生徒会、というキーワードで頭の隅になにかが引っかかった。

　慎之介といつも一緒にいた生徒会副会長の名前が〝志摩〟ではなかっただろうか。

「思い出しました？　私の本名、志摩悠ゆう人とって言うんです」

「志摩……先輩？」

「そんなふうに呼ばれるのも懐かしいですね。今は、志摩瞳だから。家族は知ってるんですけど、会社では……慎之介以外には誰にも話してないんです」

　真理が知る、志摩悠人は男子生徒である。

　美形の友人も美形なのだな、類は友を呼ぶのか、などと思いながら、朝礼時、前方に並ぶ眉目秀麗な生徒会メンバーを見て、女子生徒皆が色めき立っていたものだ。

　いつだって慎之介の隣にいた彼を忘れるはずもない。たしかに志摩悠人の面影はあるものの、今の志摩を見て男性だと思うのは無理だ。

「トラウマの原因が自分だってわかっていたら、慎之介と見合いなんてするはずないですよね？　それとも、悪意があって彼に近づいた、とか？」

「違いますっ！　私は……知らなかった。まさか自分が慎之介さんを苦しめる原因を作ってたなんて……そんなつもり、なかったんです」

「そう、なら、もういいわ。この話は終わりにしましょう」

　志摩はそう言って、一枚の皿に載ったランチプレートを食べ始める。「あなたも食べたら」と彼女は言い、それきり会話はなかった。

　仕方なく、真理もフォークを手にする。文句なしに美味しかったが、気分は晴れない。結局、自分が慎之介に恨まれているのは変わりはないのだ。

　別れる以外でどう償ったらよかったのか。このやり方が正しかったかどうか、まるでわからなくなってしまった。

「私……また、慎之介さんを傷つけちゃったんでしょうか」

「えぇ、そうでしょうね。どん底にたたき落としたと思ってくだされば」

「昔の話は……本当に知らなかったんです……まさか、そんな」

「ストップ！　この話は終わりにって言ったでしょう。私は過去、慎之介になにがあったのかは知らないですし、あなたに会えて克服できた今となっては知る必要もないと思っています。昔はその相手に償いをさせてやるって息巻いてましたけど。慎之介は、こんな私を雇ってくれた大事な友人だから」

「償いをさせてやるって、今は思わないんですか？」

「言いましたよね。あなたと歩む未来があれば、トラウマも過去になるって。私があなたに言いたいことは一つだけ。別れるにしても別れないにしても、慎之介にうそはつかないでほしい。彼は、あなたに対してずっと誠実だったはず。本当のことを教えてあげてくれませんか？」

　言われるまでもなくわかっている。慎之介は、真理に対して誠実だった。

　真理を急かさないように身体を繋げる行為を待ってくれていた。自分の欲求を押し殺して、真理を優先させてくれた。

　気持ちがついていかないからと言えば、婚約だって結婚だって急かさなかった。

　彼の両親が乗り気で外堀を囲われているような気分がしたのは本当だが、それだっていやじゃなかったのだ。

「じゃあ、私はそろそろ行きますね」

　志摩が席を立つ。慌てて真理も立ち上がろうとするが、手で制された。

「あなたはここにいて……ほら、来たみたいですし」

　首を傾げていると、かつかつと足音が聞こえて、目の前のテーブルによく知る人の手のひらが載せられた。

「十三時の打ち合わせにここのレストランっておかしいと思った。電話しても出ないし……こういうことか」

　慎之介はネクタイを緩めて、ため息をついた。

「専務の午後の仕事はすべて調整済みです。できる秘書がいて良かったでしょう」

「そうだな……サンキュ」

　慎之介は志摩の肩に手を置く。志摩が微笑み返し、伝票を彼の手に押しつけた。

「ランチ三千円で手を打ってあげますよ」

「はいはい」

　愕然と二人を見据えていると、ふいに慎之介の視線がこちらに移る。志摩に助けを求めようと思っても、彼女はすでに背中を向けて店の外に向かっていた。

「真理、逃げようとしないで」

「は、はい」

「ちゃんと、説明してくれる？　もううそはつかないでほしいな」

　慎之介がにっこりと笑みを浮かべる。

　笑っているのに笑っていない、明らかに怒っているとわかるそんな顔で。

（こ、怖い……）

　会計を済ませた慎之介に礼を言い、手錠を嵌められた容疑者のような心地で彼のあとに続いた。駐車場に向かうのだとばかり思っていたが、慎之介は真理の手を取り、近くにあるホテルに入っていく。

「あの、どこへ」

「ホテルの方が話をするのにちょうどいいから。あの見合いの日を思い出すね」

　真理は黙って頷くことしかできなかった。彼の目が「逃がさない」と言っているし、腕をしっかりと掴まれている。

　別れに納得していないとは志摩から聞いた。だが、慎之介があの場に現れるなんて思っていなかったため、別れを決断した覚悟が鈍る。

「入って」

「はい」

　高層階にある部屋は、リビングと寝室にわかれていた。慎之介がソファーに腰かけるのを見て、真理も横に腰かけるしかない。腕はずっと掴まれたままだ。

「あの……慎之介さん……手を」

　真理がおずおずと顔を上げると、慎之介と目が合う。彼への申し訳なさから思わず下を向くと、くつくつと笑い声が聞こえてきた。

「昨日の勢いはどうしたの？」

　皮肉だとわかる言葉に胸がざわつく。自分がしたことの結果だとわかっていても、彼に責められるのは辛かった。

「いやなら……最初から俺なんて好きじゃないって、もう一度言えばいい。それでも俺は、真理を諦めるつもりはないけどね」

　まだこんな自分を好きだと言ってくれるのか。

　彼を苦しめた相手なのに。好きじゃないとうそをついたのに。彼からの想いが嬉しくて、喜んでしまう自分に嫌悪感を抱いた。

「私……」

　真理は口を開きかけて、閉じる。

　好きじゃないなんて、もう二度と言いたくなかった。

（私は……ただ、慎之介さんに嫌われたくなくて、逃げただけ）

　どこまでも自分本位だ。

　恨まれていたことにショックを受け、別れを選んだが、それも結局は自分のためだ。結婚してからバレるのが怖くて、嫌われたくなくて、傷の浅いうちにケリをつけたかっただけ。

　彼なら、過去ごと受け止めてくれると信じ切れなかった自分の弱さが原因だ。

「好きじゃないなんて、うそ……もう二度と言えない」

「わかってたよ、うそだって。でも、散々避けられて別れたいなんて言われた衝撃といったらなかったからね、ちょっと意地悪した」

「どうして？」

「どうして気づいたかって？」

　首を縦に振ると、逆にどうして気づかないんだという顔を向けられる。

　そこまでわかりやすかっただろうか。自分では決死の覚悟で挑んだつもりだったのに。

「あんな泣きそうな顔で、好きじゃないなんて言われてもな。あなたしか好きじゃないって言われているようなものだ。でも、うそだとしても、傷つくし、苛立ちもするんだ」

「ご、め……なさっ」

　苦しげに眉を顰められて、胸が苦しくなる。

「電話しても出ないってわかってたから、どうしたもんかと思ってた。風邪引いたって言うのも、うそだろ？」

「うん」

　慎之介が呆れたような顔でため息をついた。

「付きあいは短くとも、好きな子の顔色くらい見られるよ。真理が俺を避けるようになったのは、中学時代の話をしてからだ。理由を聞いても？　あの話を聞いて、気持ちが悪いと思った？」

「まさかっ！　思うわけない！」

「じゃあ、三十にもなって、セックスのことばかり考えてる男なんていやだと思った？」

「違う！」

「ならどうして？」

　淡々と言われて、思わず顔を押さえてしまう。

「信じてくれるの？」

「真理の反応を見ればわかるよ。君を振り向かせたくて必死だったから、観察にも余念がなかったんだ」

　真理は少し笑ってしまった。緩んだ空気に慎之介も安心したのか、掴んでいた手を離す。もともと色が白いからか、掴まれていた手首は多少赤くなってしまっていた。

「痕ついちゃったね、ごめん」

「ううん、私がごめん……うそ、ついたこと」

　どこから話すべきかと悩み、結局、今の自分の気持ちを伝えることにした。

「私は、慎之介さんが好き。でも……あなたに恨まれてるって思ったら、怖くなった」

「恨まれてる？」

「私なの……中学時代、階段から落ちたの。慎之介さんに……豊島先輩に助けてもらった。憧れの人に助けられて嬉しかった。でも、あの場ではお礼を言えなかったから、次の日、無記名の手紙をロッカーに入れたの。先輩は有名人だったし、私、昔すごい太ってたって言ったでしょ。それで、自分に自信もなくて、名前を書く勇気が出なかった。先輩を傷つけるとか……脅すつもりなんて、まったくなかった」

　ぽたぽたと溢れた涙が握りしめた拳の上に落ちていく。慎之介がどんな顔をしているのか怖くて見ることができない。

「ごめんなさい……あなたを、ずっと傷つけて……本当に、ごめっ」

　突然、強く腰を引き寄せられて抱き締められた。

　触れあう慎之介の身体は震えている。今、彼がどういう思いで自分を抱き締めているのかはわからない。

　真理は慎之介の背中に腕を回そうとして、思いとどまる。自分にそうする権利があるのか、と自問自答し躊躇してしまったからだ。

「……良かった」

　心底安堵したような低い声が耳に届く。良かった、だなんて。本当にそう思うのだろうか。

　彼を長年傷つけてきた元凶なのに。真理に罪という罪はないのかもしれない。けれど、苦しめられてきた側からしたらたまったものではないはずだ。

　だからこそ後悔が消えない。階段から落ちなかったら、手紙など出さなかったら、そう思ってしまう。

「良かったって……どうして？」

「あのときの相手が真理で、良かった」

　本気で意味がわからないでいると、腕の拘束が緩み、ほんの少し身体を離される。

「一つ聞いていい？」

「うん」

「憧れの人って、真理は中学の頃から俺を好きだったって思っていいのかな？」

　今さら中学時代の初恋を蒸し返されるのは、なんとも居心地の悪いものだ。けれど、これ以上うそや誤魔化しを慎之介の前でしたくはなく、真理は目を合わせないまま頷いた。

「うん。慎之介さんはみんなに優しかったから覚えてないと思うけど、入学してすぐくらいの委員会で、消しゴム拾ってもらったんだ。周りに太ってることをからかわれて、泣きそうになってたら、背中をぽんって叩いてくれたの」

「入学してすぐ……真理が中一のときの委員会？　広報で委員長代行していたときか」

「そう。そのとき、あなただけは、私の見た目を笑わないでいてくれて嬉しかった。でも、告白なんてするつもりもなかった。階段で助けてもらったとき、お礼の手紙だったら、先輩に迷惑にならないかもと思っただけで。気持ちは伝えなくても、ほんの少しだけ、あなたとの繋がりがほしかった」

「それ、覚えてるよ。消しゴム拾ったの」

「うそ」

「メガネかけてたよね」

「うん、分厚いやつ」

「あ……顔もなんとなく思い出した。髪をいつも二つ結びにしてた。面影はあるね。あのとき、真理のことを強い子だなと思ったんだよ。ああいうのって、言い返すとよけいにひどくなることがあるだろ。聞こえないふりをするのは辛かったはずなのに、絶対に泣くまいとしてる真理がいじらしくて、つい応援したくなったんだ」

「本当に、覚えてるの？」

「もちろん。これでも記憶力はいい方だからね」

　まさかあのときのことを覚えてくれていたとは思わなかった。彼にとっては珍しくもない日常の一つだろうに。

「真理はさ、階段のとき、俺のこと、胸を揉んだ変態とか思わなかった？」

「思うわけない！　触られたことにも気づかなかったし……あの……もちろん、そっちの反応も」

　慎之介は脱力したように深く息を吐いた。

　今度こそ安心した、とでも言うように。

「なんだ……気づいてなかったんだ」

「うん」

「十年以上悩んできたのになぁ」

「ご、ごめん」

「違うよ、真理を責めてるわけじゃないんだ。むしろ、真理で安心して、今……驚いてる」

　私のせいで、と続けようとすると、慎之介が真理の言葉を途中で遮った。驚いているとはいったいなににだろう。

「真理にはまだ話してなかったんだけど、あの話には続きがあるんだ。相手が真理だなんて思わなかったから、話せなかった」

　慎之介は、ホテルの部屋で真理に打ち明けたときのような顔で逡巡するが、意を決して口を開いた。

「階段から落ちてきた真理の胸を触ってしまって、勃ったって言ったよね」

「うん」

「実は、あのとき……性欲を覚えたの、初めてだったんだ。俺は身体だけはわりと大きかったんだけど、そっちの発達が遅かった。声変わりもなかなかしなかったしね。親が心配するくらいだったよ」

「そうなんだ」

　彼はそれも悩みだったと言う。周囲がどんどん声変わりしていく中、自分だけがずっと取り残されていくような感覚でいたらしい。

　中学三年間で数十センチも身長が伸びる男子もいる。一年生の頃には身体の変化が訪れている男子も少なくない。

　思えば、女子たちが慎之介に憧れていたのは、彼が男臭くないからというのも理由にあったような気がする。

　高い身長に中性的で綺麗な顔、それに加えて態度も柔らかかったから、女子はこぞって夢中になった。身体の変化を迎える前だったと言われれば納得だ。

「あのとき、自分の身体の変化に驚いて、嬉しいよりも嫌悪感を抱いた。女の子の身体ってあんなに柔らかいんだって、いい匂いがするんだって興奮してる自分に。もし勃ったことがバレていたらと考えて、怖くなった。それなのに、家に帰っても少しも収まらなくて、ぶつかった相手の顔も思い出せないのに、やたらと匂いと胸の感触ばかり思い出して、抜いた。それも何度もね。想像ばかり逞しくなって、あの子にもう一度触れたいと思った。でも、恋人になった真理に、トラウマとなった相手の胸をずっとおかずにしてたなんて、さすがに言えないだろう？」

「え、あ……う、うん」

　彼はもう過去のことと割り切ったのかもしれないが、実は自分がおかずでしたと打ち明けられる衝撃といったらなかった。

　恋愛感情のない相手にそんなことをされても気持ちが悪いだけだが、好きな人だと思えば多少の嬉しさもある。ただ、素直に喜べないだけで。

「『jardin de bijoux』で、真理の手に初めて触れたとき、同じような衝撃を受けたんだよ。最初はいい匂いがするなと思って、そのあと、この人にもっと触れたいと思った。女性に触れたいと思ったのは、あのとき以来だった。それから君を目で追うようになったし。たぶんずっと好きだったんだろうな。一目惚れだったんだ。だから、真理だと聞いて驚いて……同時に納得もした」

「昔の私を思い出して、ずっと好きとかあり得ないでしょ」

「なに言ってるの。昔から可愛いと思ってたよ」

　慎之介はうそのない笑顔でそう言った。信じがたいのに、おかずの話を聞いてしまった後では信じるほかないではないか。

　一目惚れだと彼は言った。それは『jardin de bijoux』で会ったときではなく、本当は中学のあのときだったとしたら。

「真理の身体から、俺を誘惑するフェロモンでも出てるのかな」

　慎之介が真面目な顔をしてそんなことを言いだすものだから、笑ってしまう。

「フェロモンなんて出てるわけないよ」

　慎之介も釣られるように笑みを浮かべた。

「いや……あながち間違いとは言い切れないよ」

「どういうこと？」

「ほら、繁殖期に雌を引き寄せるために、ある種の匂い、フェロモンを出す動物がいるよね、ワオキツネザルとか。自然界の動物にとって、体臭って自分の存在を知らせるシグナルだと言うし。匂いから性的な魅力を感じることは少なくない」

「う、うん？」

「どうして忘れてたんだろうな。真理からはいつも甘い匂いがした。階段から落ちたあのときも……甘ったるい匂いがしてたんだ。それに、手紙も同じ匂いだった」

「あれは……クッキーを一緒に入れようとして」

　手紙と一緒に渡そうと思い、クッキーを一度ロッカーに入れたことを思い出す。そのときに匂いが移ったのだろう。

　慎之介は思案するように顎に手を当てて、ふと思い立ったように真理の首に顔を近づけてくる。くんっと匂いを嗅がれると、恥ずかしくてならない。

「きょ、今日は……なにも、匂わないと思うけど」

「いや……するよ。真理の匂いはいつも甘い」

「そう？」

　慎之介に体重をかけられて、ソファーに押し倒される。

「つまり、昔も今も、俺を誘惑できるのは真理だけだってことだ。俺の心も身体も、君だけを求めてる。君にしか勃たないって、間違ってなかっただろ？」

　その子のことがそれほど好きだったんじゃないか、という志摩の言葉を思い出す。

　顔も名前も知らないのに、あの頃から恋に落ちていたなんてあり得ない、と以前の真理なら一蹴していただろう。けれど、彼を信じ切っている今は、うそではないと思える。

「話は終わり」

　彼はネクタイを片手で緩めると、真理の首筋を舌で舐めた。

　そして真理の身体をひょいと抱えて、そのまま歩きだす。

「し、慎之介さん？」

「今度こそ抱くよ、いいよね？」

「まだ昼間だよ……それに、仕事は」

「仕事は志摩が全部調整してくれるって聞いてただろ？」

　そう言って慎之介はにっこりと微笑んだ。有無を言わせないその笑顔が怖い。

　彼を本当に怒らせてしまったのだと気づくと、どれだけ執拗に抱かれるのかと想像し血の気が引いた。

「合い鍵は置いて行かれるし、連絡はスルーされるし、けっこうショックだったんだ。それに、今日の午前中、お義父さんが執務室に来てね。志摩との浮気を疑われたあげく、真理を泣かせるなら絶対に結婚は認めないって」

「うそ……」

　家族には結局、なにも言っていない。だが、慎之介が原因だとみんな気づいていたのだろう。

　両親も姉たちもなにも言わなかったが、あれだけ見合いを望んでおきながらどういうことだと思ったのかもしれない。

　自分を溺愛する父ならばそれくらいはしそうだと想像がついて、青ざめた。

「ごめん……お父さんにはちゃんと説明する」

「志摩が男だって真理も聞いたんだよね？　あいつ、真理のお父さんに自分が男だって打ち明けてたから誤解は解けたんだ。ただ、カムフラージュのために真理と結婚するつもりなのかってべつな誤解が生まれたけど」

　思い込みが激しいところは、親子揃ってそっくりかもしれない。真理も、慎之介から事情を聞く前まで、男性しか愛せない人なのかと誤解していた。

　どうやら、多少の意見の食い違いがあっただけで、すぐに仲直りするつもりだと言って事なきを得たらしい。

「そういえば、真理も最初は俺を同性愛者だと勘違いしてたよね。それなのに、必死に『応援します』なんて言うからさ。この人なら俺の話を聞いてもバカにしたり、笑ったりしないだろうなって思ったんだ」

「真剣な悩みを、笑ったりバカにしたりなんてする人いないと思う」

　べつに特別な対応をしたわけではないはずだ。

　けれど、慎之介には響いたらしい。

「でも、俺の話を聞いたあとで、恋人になるかを真剣に考えてくれただろ。普通はさ、なにをしても勃たない相手との未来を考えるのなんて難しいんだよ。だから、真理がああ言ってくれて嬉しかった。それに、君に翻弄されてる自分がおかしくて」

「翻弄なんてしてないよ」

「してたよ。好きでもない男の下半身に触って達かせたのは誰だっけ。ああいうの、ほかの男には絶対にやらないこと。まぁやらせないけど。可愛く誘うのは、俺だけにして」

「あ、あれは……っ」

　彼の言葉でホテルでの一件を思い出し、顔に熱が集まってくる。

　どうしてあんなことをしたのかと問われると、言い訳のしようもない。ただ、なんだか慎之介が可愛く思えたから、だなんて。はしたないことをした自覚はあった。

「最初から、真理にだけは自然に触れることができた。ここまで大事にしたいって思った相手もいなかったんだ。だから、真理に別れようと言われたとき、怒りでどうにかなりそうだったし、ものすごく焦った。ああいうの初めて経験したな。おかげでトラウマも吹き飛んだ」

　そう言って慎之介は笑った。

「う……ほんとにごめん」

「怒ってないよ。真理を不安にさせた俺が悪いんだから。そもそも、過去のトラウマだって、君は階段から落ちてしまっただけでなんの責任もない。俺が勝手に真理に触って、好意を覚えただけだろ。でも、そろそろ覚悟してくれる？」

「覚悟？」

「俺と結婚する覚悟。あのホテルで真理と会ったとき、君しかいないと言っただろう？」

「あのワンピースを着たとき。本当は、覚悟ならとっくにできてるって言おうとしたの。だから、慎之介さんが私を選んでくれるなら、嬉しい」

　慎之介の腕が伸びてきて、手を取られ、指と指が絡み合う。

「真理も、俺を選んでくれる？」

「うん」

「ずっと幸せにするから、最後まで抱いてもいい？」

　手を重ねたまま、ソファーにゆっくりと押し倒される。乞うように聞かれて、真理は微笑みながら頷いた。彼の必死さが嬉しかった。

「今日は泊まるって、あとでお母さんに連絡する」

「言わなければちゃんと送り届けたのに、バカだね」

「バカってなに」

　拗ねて唇を尖らせると、宥めるようにキスが贈られる。

「また逃げられるのは困る。だから、俺から離れるなんて二度と思わないくらい、可愛がってあげるよ。泊まるなら朝まで俺に愛される覚悟をしてね。何度も達かせて、泣いちゃうくらい責めてあげるから」

　以前の台詞を繰り返し言われて、彼との行為をまざまざと想像してしまう。全身が焼けつくように火照り、目の奧がじんと熱くなった。

「いいよ。慎之介さんになら、なにされてもいいって言ったでしょ」

　真理は、彼の首に腕を回し引き寄せた。

　唇が重なり、吐息ごと食べられてしまいそうな深い口づけの合間に囁かれた。

「本気でがっつきそう……俺、初めてだから、そこまで余裕がないんだよ」

「初めてなのに、どうしてキスも触るのも上手なの？」

「まぁ、それはいろいろあったから。でも、真理が気持ちいいと思ってくれるなら、そのいろいろも無駄じゃなかったと思えるな」

　慎之介は、真理のシャツを捲り上げ、背中に手を入れてブラジャーのホックを外した。

　胸の締めつけが緩みほっと息をつくと、慎之介の髪がさらりと鎖骨に触れて、乳輪ごと口に含まれる。そのまま強くじゅっと吸われ、じんと痛いような痺れるような感覚が走った。

「あ、あぁぁっ……待って、待って……」

「俺にならなにをされてもいいんだろ」

「いい、けど……せめて、お風呂、入りたい」

「わかった。気になるなら一緒にお風呂に入ろうか」

「一緒にっ？」

「うん、行こう」

「え、えぇ……っ」

　混乱のまま脱衣所に連れて行かれ、羞恥を感じる暇もなく手早く服を脱がされる。

　彼は自分の服を脱ぎ、バスルームのドアを開けて、手を差し出した。

「ほら、おいで」

　真理は慎之介の手を掴むと、足を閉じて、なるべく彼の裸を見ないように目を逸らした。だが、バスルームには全身が映る大きな鏡がつけられているため、どうしても視界に入ってきてしまう。そのたびにこれからなにをするのかと想像し、恥ずかしくてたまらなくなる。

（しかも、脱いでもすごいんですとか、聞いてない……っ）

　慎之介は、筋肉質というわけでもないのに、均整の取れた体つきをしていた。細く見えるのは着痩せしていただけとわかる引き締まった体躯は惚れ惚れするほどだが、なにせ今まで男性の裸など見る機会のなかった自分には刺激的過ぎた。

　直接見なければいいだろうか、と鏡に目を向けると、鏡越しにばっちり慎之介と目が合ってしまい、ますます狼狽える。

「見ていいのに」

「み、見ないよっ」

　先ほどからちらちらと視線を向けていたのがバレたのだろう。慎之介が口の端を上げて、真理の手を自分の胸元へと誘う。

「なんで？　じゃあ触る？」

「触ってもいいの？」

　慎之介は耐えきれないとでも言うように笑い声を漏らした。

「真理は俺に触るの好きだよね。もちろん触っていいんだけど、俺も触るし、見るよ」

　頭からシャワーの湯をかけられる。ちょうどいい温度の湯が髪を濡らし、肩から床へと滴り落ちていく。

　慎之介はシャワーを止めてフックにかけると、真理の腰を引き寄せた。密着する身体から心臓の音が伝わってしまいそうだ。

「髪、洗ってあげる。じっとしてて」

「ん」

　真理は目を瞑り、上を向いた。慎之介の長く骨張った手が、真理の頭皮をマッサージするように動かされる。髪全体が濡れると、ひんやりとした感覚があった。

「気持ちいい？」

「うん、気持ちいい」

　シャンプーで泡立った髪を洗い流し、トリートメントを髪全体に塗られる。さらにホットタオルを頭に巻かれて、子どもの頃、姉たちとした美容師さんごっこを思い出した。

　真理が思わず笑みを浮かべると、それに気づいた慎之介が首を傾げる。

「どうかした？」

「あ、ううん。小さい頃ね、お姉ちゃんたちとお風呂に入って、洗いっこしたなって」

「この間真理の家に行ったとき、姉妹のいる生活ってこういう感じなんだなって知って驚いた。学生時代を思い出したよ。楽しそうだよね」

「うるさいなって思うときももちろんあったけど、寂しいって思うことはなかったかも」

「結婚したら、たくさん子どもがほしいな」

「それは……私に産んでほしいって言ってる？」

「もちろん。真理以外の誰が産むの？」

　彼はいったい何年後の未来まで考えているのだろうか。真理は緩んでしまいそうな口元を閉じて、薄く笑う。

「そうなれたらいいな。ねぇ、私も慎之介さんの髪、洗ってもいい？」

「いいよ」

「じゃあ、座って。シャンプーが目に入っちゃうから上向ける？」

　慎之介の髪を洗うとなると、真理の身長ではかなり厳しい。

　バスルームの床に座ってもらい、真理は立ったまま濡れた髪に触れた。首を仰け反らせると、喉仏がくっきりと浮き上がり、骨張った鎖骨が目に入る。

　ついでに、萎えていても大きい男性の象徴まで見てしまい、慌ててシャンプーを手に取り、髪を泡立てていく。触れたことも見たこともあるのに、いまだに慣れないのは、身体を重ねたことがないからだろうか。

「痛かったら言ってね」

「人に洗ってもらうの、今までそんなに好きじゃなかったんだけど、真理にしてもらうのは気持ちいいな」

　誰かとこうして風呂に一緒に入ったのだろうか、と想像してしまい、モヤモヤした思いが芽生える。

「慎之介さんは、私にやきもち焼かせるのが楽しいの？」

　可愛くないと思いつつも、ふてくされた口調で聞いてしまう。

　すると慎之介は目を開けて、真下から真理を見つめてくる。

「やきもちって……違うよ。美容院でシャンプーされるだろ？　よく知らない誰かに触られるの好きじゃないんだ」

「美容院？　そ、そっか……ごめん」

「嫉妬してくれたの？」

　慎之介は、真理を見上げて嬉しそうに口元を緩ませた。

「なんかもう……私、すごい心が狭い……ごめんね」

　真理は、志摩に嫉妬し、過去のトラウマの相手にも嫉妬している。仕方がないとわかっているのに、彼が過去に触れた相手にさえ。

「謝ることじゃないって。嬉しいから」

　羞恥を誤魔化すようにがしがしと手を動かす。その様子を下から慎之介に見つめられていることに気づかなかった。

「ひゃあっ」

　突然、乳首を摘ままれて、指の先で弾かれる。

「な、なにっ!?」

「いや、さっきから俺の上でぷるぷる揺れてるから、触りたくなった。で、どうかした？」

「ま、待って。今、弄っちゃ……あっ」

　指の腹で乳首を引っ張り上げられ、ほどよい強さで転がされると、髪を洗うどころではなくなり、膝から崩れ落ちそうになる。

　真理は慎之介の頭を抱えたまま、ねだるような吐息を漏らし腰をくねらせる。

「はぁ……あ、あっ」

「乳首、勃ってきたね」

　彼の指が動かされるたびに、乳首が硬く勃ち上がっていく。血液が溜まっていくように乳輪が色を濃くし、火照った肌が桃色に染まる。

「そろそろシャワーで流して。次は俺が身体を洗ってあげる」

　この状態で身体に触れられたらおかしくなってしまいそうだ。

　シャワーの湯を出し、彼の髪を流していくが、時折、楽しそうに乳首を指で弾かれるため、それどころではなくなってしまう。

「あっ、ま、待って、そんなことしちゃ、洗えない、から」

　乳嘴を捏ねられ、優しく引っ張り上げられると、いよいよ立っていられなくなりそうだ。荒く息を吐きだしながら泡を洗い流すも、身体の中心がじんと甘く痺れて、髪に触れる手までぴくぴくと震えてしまう。

「大丈夫、洗えてる。そろそろいいよ」

　ほっとして身体の力を抜いた瞬間、閉じた足の間から溢れた蜜が足を伝って流れていく。

「あ……」

「もう、濡れてるだろ」

　自分の身体の状態を指摘されて、全身の血液が沸騰してしまいそうなほどの羞恥に襲われた。淫らに濡れそぼったところを触ってほしくて仕方がないことも、きっと知られているのだろう。

「だって……慎之介さんが、触るから」

　慎之介は、太ももを擦りあわせる真理を下から楽しげに見つめながら、こくりと喉を鳴らした。

「興奮した？」

　真理は肩で息をしながら、小さく首を縦に振った。

「俺もだよ」

　身体の向きを変え、こちらを振り返った慎之介を見下ろす。視界に入った彼のものは、すでに腹部につきそうなほど雄々しく上を向いている。

（私だけじゃ、ないんだ）

　彼も興奮してくれている。ただそれだけのことが嬉しい。

　慎之介にとっても同じだろう。好きな相手の身体に触れ、気持ちが昂る。そんな普通のことが彼にとっては当たり前ではなかったのだから。

「慎之介さんの、勃ってる」

　しゃがみ込み手を伸ばそうとすると、腕を取られて止められる。

「だめ。今、触られると、我慢できなくなる」

「……好きな人だから、触りたいと思うのに」

「そうだね、俺も一緒だ」

　じわじわと喜びが湧き上がっていくような顔で慎之介が微笑んだ。

　慎之介なら、真理が学生時代に言えずにいた気持ちごと受け止めてくれるだろう。ようやく過去の初恋が消化されたような気がして、涙が滲む。

「好き。ずっと、ずっと前から好きだったの」

　誰に告白されても頷けなかった。慎之介以上に好きになれる人に出会えなかった。

　偶然だとしても、彼にふたたび出会うためだったと考えた方が素敵だろう。

　すると、慎之介が柔らかくはにかむ。腕を引き寄せられて、同じように座ったままの慎之介に抱き締められた。

「俺も、真理が好きだよ」

　耳元で好きだと告げられ、全身が焼けつくように熱く昂る。彼の声に反応するように隘路がきゅっと蠢き、新たな愛液を溢れさせた。

「ん」

　首筋に口づけられると、熱く火照った身体がぴくりと跳ねた。

「洗ってあげるから、じっとしていて」

　慎之介は泡のボディソープを手に取り、真理の背後に回り、背中に円を描くように触れる。

「あ……っ」

　目の前の鏡に映る自分は、なんとも気持ちよさそうに目を細め、慎之介にしなだれかかっている。物欲しそうに口を半開きにし、女の顔をしながら甘ったるい声を上げていた。彼に触れられているとき、いつもこんな顔をしているのだろうか。

「くすぐったい」

「そう？　気持ちいいって顔してるのに」

　鏡の中で彼と目が合う。唇の端を上げた彼が、試すように腰の湾曲を撫で上げた。

「はぁ、んっ」

　腰がびくりと跳ねて、ねだるような声が漏れると、ほらね、と言わんばかりに彼が耳元で小さく笑った。

「俺も、触ってるだけで、気持ちいい」

　肩や腕、腰の括れを泡立った手で撫でられ、気持ちよくてたまらない。

　慎之介の肩に頭を載せてもたれかかると、熱い塊を腰にぐいぐいと押し当てられた。滾った先端が泡でぬるぬると滑り、ますます興奮が止められなくなる。

「はぁ、ん、んっ……」

「すごく、興奮する。ちゃんと全部、洗わせて」

「だめ……慎之介さんが触ると、変に、なっちゃう」

　硬い先端が腰を滑ると、下腹部がずんと重くなり、隘路が彼を求めるように収縮する。蕩けた蜜口は指で弄られることを期待し、淫らに震えていた。

「俺はとっくになってるんだよ。真理も、同じだろ？」

　彼の興奮しきった声が耳に届く。背後から手を回され、両方の乳房を押し上げるようにすくい取られると、淫猥な手つきで揺らされる。

　膨らみを中央に寄せたり、上下左右に押し回されたりして、手のひらで擦れた乳首がじんじんと痛いほどに疼いた。

「あぁ、んっ」

　手のひらで泡が滑り、心地好さが胸から全身へと広がっていく。

　自然と膝が開き、秘めた部分を見せつけるような格好に羞恥を覚えるも、ぬるついた指先で乳首を捏ねられると、腰を重くする快感が幾度となくやってきて耐えられない。

「胸、だけじゃ……いや、なの。こっちも、洗って」

　真理が足をさらに大きく開くと、背後から唾を飲み込む音が聞こえる。

「洗うだけでいい？」

「いや……ちゃんと、弄って」

　胸の先端を弄っていた指先が腰を撫でて、足の間へと動く。

　慎之介はボディソープを足して、泡立った手のひらで陰唇を撫でた。襞を捲り上げながら、指先で細かく洗われるが、肝心の部分には触れてもらえない。

「はぁ、あ、あぁっ」

　撫でられるだけの刺激ではすっかり物足りなくなってしまった。真理は、背中を仰け反らせながら、彼の手に擦りつけるような動きで腰をくねらせる。

「自分から擦りつけて。そんなにほしかった？」

「っん、ほ、しっ……我慢、できない」

　真理は声を詰まらせながら、艶めかしく腰を揺らす。指先で陰唇を上下に撫でられていくうちに、ちゅく、ちゅくっと下肢から水音が立った。

「洗ってるだけで、とろとろになっていくね。まだ一回しか触ったことがないのに、感じやすいのかな」

「慎之介さんが、そうした、くせに……っ」

　ホテルの部屋で、車の中で、触れあう快感を教え込まれた。彼と一度も繋がっていないとは思えないほど濃密な時間を過ごしたのだ。

「そうだよ、真理に好きになってほしくて必死だった。強引な真似はしたくないのに、身体だけでも俺に溺れてくれないかなって」

　慎之介はシャワーのレバーを下ろし、真理の身体についた泡を洗い流していく。腹部や太もも、足の指先まで丁寧に洗われた。

「ベッドまで我慢できないな。一度一緒に達こうか」

　切羽詰まっているのは真理だけではなかったらしい。

　慎之介は真理の脇に両手を入れて、身体を持ち上げる。

「俺にしがみついて。立つよ」

　真理は慎之介の首に腕を回して、ぎゅっと抱きつく。力の入らない身体が崩れ落ちそうになるけれど、すぐさま背中を支えられ立たされる。

「そのまま掴まっていてね」

　背中と腰に腕を回され、肌がぴたりと密着するほど抱き締められた。そして彼のいきり勃ったものが閉じた足の間に差し入れられて、張りだした亀頭で陰唇を撫でられる。

「はっ、ん」

「あぁ……真理のここ、すごく濡れてるから、これだけでも気持ちいいな」

　軽く腰を揺らされ、長大な陰茎が秘裂にぴたりと押し当てられたまま前後に滑る。さらに耳元で甘く囁かれると、ますます淫らな気分になり、新たな蜜が溢れてくる。

「とろっとろだ。真理も……気持ちいい？」

　間近で見つめられ、言葉と言葉の合間に唇が重ねられた。

　慎之介の息遣いはすでに荒々しく、滾った陰茎ははち切れんばかりに膨らんでいる。

「ん……はぁ、あぁっ、いい」

　蜜口から溢れる愛液が潤滑油となり、摩擦なく陰茎が閉じた足の間を行き来する。

　亀頭の尖りがつんと勃ち上がった淫芽を刺激し、ぬるりと擦り上げられるたびに得も言われぬ心地好さが波のようにやってくる。

　漲る肉棒を前後に動かされ、感じやすい芽をこりこりと擦られる。肌がざわりと総毛立ち、気が遠くなるような深い快感に満たされ、すぐにでも達してしまいそうだ。

「これじゃ、入っちゃいそうだ」

　興奮しきった彼の声が脳裏に響く。

「ここで、挿れちゃ……あぁっんっ」

　硬い先端で蜜口をつぷりと突かれると、入ってくるのではという期待に背筋がぞくぞくと震えた。隘路の奥がきゅうっと痛いほどに疼き、物足りなさを訴えている。

　だめだとわかっていても、指よりもずっと太い怒張で蜜襞を擦られたらどれだけ気持ちいいのだろうと想像すると、知らず知らずのうちに太ももに力を入れてしまう。

「挿れないよ。ベッドで可愛くおねだりしてほしいからね」

　苦しいくらいに隘路が蠢く。慎之介の声にすら甘く感じ入ってしまい、大胆に腰を擦り寄せると、唇が塞がれて、ぬるついた舌が口腔内に押し入ってきた。

「はぁ……んんっ、も……ん、あっ」

「音、聞こえる？　バスルームだからよけいに響くね」

　次第に彼の腰使いが激しくなっていく。

　叩きつけるように腰を前後に揺らされて、ぬちゅ、ぐちゅっと愛液の泡立つ音が耳をついた。触れあった胸元から伝わる鼓動も呼吸と同じくらい速い。

「エッチな音、やっ、あ……恥ずかしい」

「この間、車でしたときも思ったけど、真理は恥ずかしいとよけいに感じるみたいだね。俺の声に反応して膣がきゅって締まるの、わかる？」

「知、らな……っ」

　そう言った瞬間、下腹部が疼いて、隘路がきゅうっと蠢いた。

「ほら」

　耳元で含み笑いが聞こえて、頬が紅潮していく。

「中に挿れて、奧を突いてあげたら、どれだけ気持ちよくなれるのかな」

　彼の言葉に煽られ、血管の浮き出た硬い屹立で陰唇を擦られるたびに、淫らに腰を振りたくってしまう。

　丸みを帯びた先端でヒクつく入り口を軽く突かれるだけで、目眩がするほどの鋭い愉悦が幾度となくやってくる。

　下腹部の奧が切なく疼く。達したくてたまらなくなり、首に回した腕に力を込める。

「達きたい……の、もう……達かせて」

　深く息を吐きだしながら言うと、腰を支えていた慎之介の手が下肢に下ろされた。柔らかい臀部を両方の手のひらで掴み、膣をぱっくりと開くように肉を左右に引っ張られる。

「あぁ、お尻……や、だ……あぁぁっ、ん、あっ」

　彼は尻の肉を強く掴み、揉みしだくと、腰を激しく揺らした。ぐちゅ、ぬちゅっと愛液が飛沫を上げ、濡れた床に滴り落ちる。

「いいよ……すごく、いい」

　慎之介が感嘆の息を漏らしながら、叩きつけるように腰を振り立てる。足の間で膨れ上がった肉塊がさらに硬くなり、彼の口から漏れる息も荒々しくなっていく。

「はぁ、ふ、あぁっん……達く、達くの、もう……」

　男性を受け入れたこともないのに、彼がほしくてたまらなくなる。身体から力が抜けてしまい、ずるりと崩れ落ちそうになると、臀部を掴んだまま持ち上げられた。つま先だけがかろうじて床につく体勢で、太ももの狭間で激しく陰茎を抜き差しされる。

「俺も、もう」

　色っぽく艶のある声で囁かれ、ぞくりと腰が震える。

　目の前が真っ白く染まり、意識が遠退きそうな恍惚とした気配がやってくる。真理は背中を仰け反らしながら、ひときわ高い声を上げて絶頂に達した。

「ひ、あぁぁぁっ！」

　全身が硬直し、ぎゅうっと強く両足に力を込める。

「出すよ……っ」

　慎之介がぶるりと胴震いし、真理の身体をきつく抱き締める。腰の動きを止めた次の瞬間、太ももの間で白濁が弾けた。

　びゅ、びゅっと断続的に吐きだされる生温かい精が太ももを伝って落ちていく。

「はぁ……んっ」

　満足げな吐息が口から漏れる。

　白濁がとろりと流れ落ちる感覚にすら感じてしまう。絶頂の余韻が去っていき、小刻みに痙攣する身体から力を抜くと、足の間から屹立がずるりと引き抜かれた。

　だが、彼の勢いはまったく衰えておらず、達した直後にもかかわらず、陰茎は真っ直ぐに勃ち上がっている。

「まったく収まらないな。出したのに、我慢し過ぎて、痛い」

　とろんとした目で慎之介を仰ぎ見ると、彼の喉が上下に動く。慎之介の目はいまだ熱に浮かされている。

「手で、する？」

　真理が言うと、髪を優しく撫でられる。

「嬉しいけど、楽しみはあとに取っておくよ。そろそろ出ようか」

「うん」

　額にキスを落とされて、うっとりと目を細めた。

　バスルームを出ると、バスタオルにくるまれた。

「服、着ないの？」

「どうせすぐ脱ぐんだから」

　言葉の意味を察して、頬が熱くなる。

　今日は最後まで繋がるつもりだともうわかっている。

　これからが本番なのだということも。

　どぎまぎしながらも身体にタオルを巻きつける。

　慎之介はボクサーパンツだけを穿き、ドライヤーを手に取った。

　脱衣所で互いに髪を乾かし、寝室に連れていかれた。寝室の電気をつけて、ドアが閉められる。

「ちょっと待ってて。飲み物持ってくる」

「うん」

　真理は所在なく、ベッドに腰かけ部屋を見回した。

　窓の近くに行き、自分の格好に思い至る。

（外から、ベッドが見えちゃいそう）

　真理は窓の横にある紐を引っ張り、ブラインドを下ろした。

　外は明るいし、覗こうとでもしない限り見えないとは思うが、開けた視界は落ち着かない。

　慎之介は、真理が恥ずかしいとよけいに感じる、などと言っていたけれど、断じて違うはずだ。彼としか触れあったことはないけれど、そんなおかしな性癖はないと思いたい。

（ベッドでしたことがないのがおかしいんだよ……車とかお風呂とか……っ）

　真理はベッドにころりと寝転がり、近くにあった枕を抱き寄せた。慎之介の熱い欲望の感触を思い出し、身体が昂る。本当に慎之介に触れられてから、いったい自分の身体はどうなってしまったのか。

　あの大きいものが自分の中に入ってくるところを想像するだけで、新たな愛液がとろりと滲みだし、太ももに力が入る。

「はぁ……」

　枕に顔を埋めたまま、足と足を擦りあわせながら身悶える。早く触れてほしくてたまらなかった。ぴんと張ったつま先がシーツをかくと、無意識に腰が浮き上がってしまう。

「んっ、はぁ」

　喘ぐような吐息が漏れて、下半身がじんと痺れる。だめだとわかっているのに、濡れてしまったそこを自らの手で弄りたくなってくる。快感を覚えたばかりの身体は、スポンジが水を吸うように淫らな行為に溺れていく。

（慎之介さんが触ってたとこ……ここ、だっけ）

　恥毛をかき分け、陰唇を指先で撫でてみた。先ほどの名残なのか、少しくすぐるだけで、くちゅんと音が立つほどに愛液が溢れてくる。

　まるで彼に触れられたときのような快感が頭の先まで突き抜け、動く指を止められない。

「はぁ、んっ……気持ちい」

　気分が高揚し、ここがどこだかも忘れて指戯に耽ってしまう。谷間に指を這わせ、上下に擦り上げる。

　目を瞑ると、想像の中の彼に抱かれているかのように快感がより鋭くなっていく。慎之介の指が以前に触れたところを思い出しながら、見せつけるように曲げた膝を開いた。

「あぁ……ふっ、あ、ん」

　指の腹でころりと淫芽をくすぐると、深い快感に包まれて、ずんと腰が重くなる。荒く息を吐きだしながら、気持ちのいいところを存分に撫で上げる。

　徐々に指の動きが速まり、ぬちゅ、くちっと音が響いて、今にも達してしまいそうな予感が迫ってくる。

「も、あっ」

　背中を仰け反らせながら、びくりと腰を震わせた瞬間、大きな身体にのしかかられ足の間に置いた手を取られていた。

「一人でするのはずるいね」

「し、んのすけ、さ」

　慎之介は飲み物を取りにいっていただけなのを思い出し、消え入りたいほどの羞恥に襲われる。どうかしていたとしか思えない。

　真理は身体を縮こまらせ、膝を抱えて丸くなる。すでにバレバレなのはわかっていても、恥ずかしさはどうしようもなかった。

「ち、ちが……っ、これは」

「我慢できなかった？　それは、放置した俺がいけないね」

　慎之介はヘッドボードに載せたペットボトルを開けて、水を口に含む。彼の顔が近づけられて唇が塞がれると、口腔内に水が入ってきた。

「ん……」

「もっとほしい？」

　真理が頷くと、もういい、というまで口移しで水を飲まされる。

　彼はペットボトルの口を締めてヘッドボードに戻すと、おもむろに真理の片足を抱え上げた。

「や、だ、見ないで」

「見ないわけないだろ？　これからセックスするのに」

　彼は、真理が慌てて足を閉じるのを許さなかった。膝を掴まれ、左右に開かれると、濡れそぼり蜜をこぼしたそこをじっと見つめられる。

「すごいな、ほら。もう簡単に指が入る」

「あっ」

　蕩けきった秘裂を撫でられる。彼の指がぬるりと滑り、どれだけ濡れていたかを知ると、いたたまれなさで頬が真っ赤に染まっていく。それなのに気持ちよくてどうしようもなく、物欲しげに腰が浮き上がってしまう。

「ここ、中途半端なままだろ？　達かせてあげるよ。俺のがほしくなったら、挿れてっておねだりして」

　息を吐くように笑った彼が、真理の足の間に顔を近づける。

　誰にも見せたことのない部分を間近で凝視される恥ずかしさに耐えきれず、押さえられた足をばたつかせるが、当然、力では叶わなかった。

「見るの、やだ……顔」

「目を瞑ったままでもできるだろうけど、恥ずかしさはあまり変わらないと思うな」

　慎之介はにやりと口角を上げ、真理に見せつけるように舌を突きだした。なにをするのかと思えば、ひくつく蜜穴に口を寄せられ、陰唇をかき分けるように舌先が上下に動かされる。

「あぁぁっ」

　指で中を弄られるときとは比較にならないほどの強烈な快感が脳天を痺れさせ、真理は白い首を仰け反らせて悲鳴じみた声を上げた。

「ん、待って……それ、あ、あっ、はぁ」

　秘裂に沿って舌をぬるぬると動かされると、羞恥心をどこかに置き忘れてきてしまったようによがり声ばかりが漏れてしまう。

「そこ、舐めちゃ、あっ……待って」

　真理は腰をがくがくと震わせながら、彼の髪に指を差し入れる。彼を止めようとしているのか、腰を押しつけようとしているのか、自分でもわからなかった。

「真理の身体は、どこもかしこも甘い匂いがするね」

　くんとそこの匂いを嗅がれて、頭の奧が焼けつくように真っ赤に染まる。

「匂い……だめ、やっ」

「いい匂い。ははっ、舐めても、どんどん溢れてくるから追いつかない」

　じゅっと音を立て、溢れる愛蜜を啜られる。

「吸うの、や、だっ、はぁ……こんなの、すぐ、達っちゃう」

　抱えられた片足のつま先が天を向き、ぴんと張る。このままではすぐにでも達してしまう。だから口を離して、と訴えても、彼は聞く耳を持ってはくれず、いっそう激しく秘裂を舐め上げられる。舌を動かすたびに、ぬちゅ、くちゅっと愛液がかき混ぜられる音が立つ。

「好きに達っていい」

　愛液を舐め取りながら彼が言う。慎之介の口から吐きだされる呼気にすら感じてしまい、耐えがたいほどに全身が熱くなる。

「あぁっ……ほんとに、だめ、だからっ……ん、あっ」

　真理は髪を振り乱し、腰をびくんびくんと震わせながら、荒く息を漏らす。

　そういう行為があると理解はしていても、実際にそれをされる衝撃といったらなかった。

　自分でも見たことのない秘めた部分を舐められ、恥ずかしくていやなのに、だめだと言いながらも抗えない。

　隘路の奥がきゅうっと痛いほどに蠢く。じんじんと痺れるような疼きが続け様にやってきて、空っぽの蜜襞が彼を求めて淫らに収縮する。

「だめ、じゃなくて、早く俺がほしいと言って」

　いっそのこと、早く挿れてくれたならいいのに。

　そんな思いが透けてみえたのか、慎之介は「まだ挿れないけど」と呟いた。そして舌を突きだし、包皮を捲り上げると、剥きだしになった淫芽をちろちろと舐め回してくる。

　恥部が蕩けてしまいそうな狂おしい快感に襲われ、目の前でちかちかと火花が散った。

「ひ、あ……っ！」

　ひゅっと息を吸うと、吐くことを忘れてしまったかのように息が詰まる。

　全身が硬く強張り、下腹部にぐっと力が入る。

　凄まじい絶頂の波が訪れ、目眩がするほどの恍惚とした瞬間が過ぎ去ると、全身から一気に力が抜けた。蜜口からとろりと大量の愛液が溢れ、シーツに吸い込まれていく。

「……は、はぁ……はっ」

　真理は肩で息をしながら腰をぶるぶると震わせ、絶頂の余韻が去っていくのを待った。

「膣の奧が見えるくらい、ひくついてる」

　慎之介はそう呟き、ぐっしょりと濡れた秘裂を指先で撫で上げる。

「はぁっ……ま、だ……やっ」

　彼の手から逃れようと腰を捩るが、しっかりと片足を掴まれたままでは身動きが取れない。慎之介の指が蜜口の浅瀬を撫でるように動き、ちゅぷんと音を立てながらゆっくりと差し入れられる。

「ほら、指二本くらいなら難なく入るよ」

　慎之介の言葉を意識の片隅で聞きながら、ぼんやりと目を開けた。すると、揃えた二本の指が媚肉をかき分け胎内に入ってくるのが見える。先ほどよりも圧迫感はあるが、痛みはまったくない。

「ん……あぁっ」

　ぬめる蜜襞を擦られる行為が心地好さをもたらすと、真理はもう知っている。二本の指が柔襞を撫でるたびに、悦んでいるかのように隘路が淫らに収縮を繰り返す。

　蜜襞を刮げるようにゆっくりと引き抜かれ、違った部分を撫でながら押し込まれる。

　抜き差しのたびに、ぐちゅ、ぐちゅっと淫らな音が響き、舐められていたときとはまた違った快感が押し寄せてくる。

「いっぱい濡れてるけど、もっと気持ちよくなろうな」

　彼はそう言いながら、指の動きを速め、さらに突きだした舌先でふたたび小さな芽を小突いた。ぬめる舌で淫芽の周りをくるくると舐められ、唾液を絡ませつつ舌の上で転がされる。

「あぁぁっ、あ、やぁっ、また、すぐ達く、達っちゃう」

　内側と外側から与えられる凄絶な喜悦に襲われ、気持ちいいよりも苦しい。

　溢れる愛液を啜られ、ぴんと勃ち上がる淫芽を舌の先で転がされる。弾くように、さらに激しく上下に舌が動かされると、くらくらと目眩がするほどに感じ入ってしまう。

　くちゅ、くちゅっと耳を塞ぎたくなるほどの淫らな音が引っ切りなしに立ち、追い詰められた身体が悲鳴を上げる。

「いいよ、たくさん達って」

　早く達したくてたまらない。強く淫芽を啜られる強烈な快感を与えられ、限界はすぐにやって来る。

　真理は、息を詰め、淫らに達しながら、びくびくと上下に腰を揺らした。彼の指をきつく締めつけるような動きで媚肉が蠕動する。

「んん～～～～っ!!」

　強張った身体が緩んだ瞬間、ぴゅっとなにかが足の間から溢れでた。

　気づけば指は引き抜かれていて、さらりとした液体が臀部を伝い、粗相をしてしまったかのようにシーツを濡らす。

「あ……っ」

　真理は沸騰したかのように顔を真っ赤にさせ、あまりの気まずさに両手で顔を覆った。

「潮吹くくらい感じてくれたの？」

　慎之介は足の間から顔を上げて、濡れた手で口元を拭った。

　嬉しそうに弾んだ声を聞いている限り、呆れてはいないようだと胸を撫で下ろす。指と指の隙間から慎之介を見つめると、顔を覆う両手を外される。

「続き、しよっか」

「ま、まだ、するの？」

　何度も達している真理は、全身が気怠く身体を起こす気にもなれないほどだ。

　思わずそう聞くと、呆れたように目を細められた。

「俺を、受け入れてくれるんだろう？　ここでお預けは厳しいな。でも、今はちょっと辛そうだから、こっちで俺を気持ち良くしてくれる？」

　慎之介は親指で真理の唇をそっとなぞる。

　なにを求められているかに思い至り、頬が染まる。

　行為としては知っているけれど、もちろん経験はない。ただ、忌避感もなかった。

「できる？」

「うん……たぶん」

　うまくできるか自信はないけれど。彼に触れたいという思いは、以前よりもずっと強い。

　慎之介は下着をずり下げて、いきり勃った屹立を片手で握った。

「俺の上に乗って。背中をこっちに向けてね」

　真理は身体を起こし、言われた通りに横になった慎之介の上に背を向けて跨がった。

　なにをすればいいかがわかっても羞恥心が消えるわけではない。ただ、慎之介を傷つけてしまった罪悪感もあり、望みに応えることで許してほしいという浅ましい思いもあった。それに彼は、執拗に触れてはくるものの真理が本当にいやなことはしない。

「足、こっちにね」

　足首を慎之介の顔の方へ引っ張られる。真下から愛液にぐっしょりとまみれた恥部を見られるのは、恥ずかしくて仕方がない。

　なるべく見えないように足に力を入れていたのはバレバレだったのか、臀部が掴まれて左右に押し開かれる。

「やっぱり真理、恥ずかしいの好きだろ。ここ、すごいヒクついてる」

　慎之介はくすりと笑い声を立てながら、愛液にまみれたそこにふっと息を吹きかけてくる。びくりと腰が跳ねて息を詰めると、舌先でつぅっと陰唇をなぞられる。

「あ、あっ……ちが」

「ほら、俺を気持ちよくしてくれるんだよね？」

　真理は恐る恐る彼のものに顔を近づける。

　手で支えていなくとも、腹につきそうなほどの勢いで上を向く陰茎は、驚くほどに長大だ。触れたことも見たこともあるが、これまでまじまじと見つめたことはなかった。

　先端は先走りで濡れ光っていて、太い竿には血管が浮き出ている。綺麗とは言いがたい形と色合いなのに、好きな人の身体の一部だと思うと愛おしく感じてしまうのが不思議だ。

　手で肉茎を掴み、唇をそっと寄せて先端に口づけると、彼の腰がぴくりと震えた。

　どうすれば気持ちよくなってくれるのかはわからない。溢れでる先走りを舐め取り、丸みを帯びた亀頭の周りに舌を這わせる。

「ん……」

　慎之介の口から気持ち良さそうな声が漏れて、真理の興奮も高まっていく。真理は触わるのが好きだね、と彼に言われたけれど、本当にそうなのかもしれない。自分の手と舌で感じてくれるのが嬉しい。

「口の中に、入れられる？」

　掠れた声が耳につく。真理は言われるがままに先端を口に含んだ。苦く青臭い味が鼻に広がったけれど、溢れる唾液を飲み込んだ。ちゅぷっと音が立ち、口の中で彼のものがますます硬くなる。もしかしたら気持ちいいのかもしれない。

「ん……ふ……ぅ」

　口の中で舌を動かし、陰茎を舐めてみる。舌を動かすたびに、ちゅ、ちゅっと淫らな音が響き、口腔内で屹立が大きくなっていくのがわかる。真理は夢中になって口を動かし続けた。

「手も……っ、動かして」

「は、ぅっ」

　艶めかしい声で囁かれると同時に、ふたたび指先で陰唇を撫でられる。絶頂の余韻はとうに過ぎ去っていた。しとどに濡れたそこは、新たな快感を求めていやらしくひくつき、彼の愛撫を待っている。

　竿を上下に扱き、口の中いっぱいに先端を頬張る。唾液が滴り落ちて陰茎を濡らすと、手を動かすたびに、じゅぶじゅぶと淫靡な音が響いた。

　亀頭の尖りに舌を這わせ、口腔内で動かす。すると突然、慎之介が腰を突き上げ、はち切れんばかりに膨らんだ陰茎を喉奧で受け止めてしまう。

「う……ぅっ」

「ごめん、苦しかったね」

　焦ったように腰を引かれるが、苦しさで滲んだ涙が頬を伝う。真理は、鼻から思いっきり息を吐くと、唇で吸いつくように陰茎を咥え、顔を上下に動かした。

「ちょっと……待って」

　彼は、はっと短く息を吐ききり、真理の頭を軽く掴む。知らず知らずのうちに上下に揺れてしまう腰を押さえるように、耐えているようだった。

「真理……それ、まずいって」

　苦しそうに言いながらも、気持ちいいと言わんばかりに髪を撫でられる。口いっぱいに膨らんだ怒張は今にも限界を迎えそうなほど硬く張っていた。

（これで、いいのかな）

　手と顔を同じタイミングで上下に動かす。彼のものを必死に舐めしゃぶっていると、突然、蕩けた蜜口に舌を差し入れられた。

「どれだけ俺を翻弄すれば気が済むんだ。ったく、もう……っ」

「ひゃ……あっ、ん」

「もう平気だろ？　一緒に、もっと気持ちよくなろう」

　ちゅぷ、ちゅぷっと舌が抜き差しされる音が立つ。ぬるついた舌先で柔襞を舐められる強烈な感覚が押し寄せてきて、真理は思わず陰茎から口を離し腰を震わせた。

「あぁぁっ」

　狭い入り口をこじ開けるように浅い部分に舌先が突き挿れられる。ざらついた内壁を舐められると、ぞわりと肌が総毛立ち、彼の舌を締めつけてしまう。

　気持ちいいのはたしかなのに、絶頂に至るほどの刺激ではない。もう舌でも指でも物足りなくなっているのだ。もっと奧を擦ってほしくて下腹部が切なく疼く。もどかしげに腰をくねらせると、ふっと息を吹きかけられて、また舌が入り込んでくる。

「は、あ、あっ……ん」

　もっと奧を弄ってほしい。指で擦って、指では届かないところをこれで突いてほしい。真理はうっとりと目を細めて、太い楔をよりいっそう激しく扱く。

「真理……もう、出そう……っ」

　慎之介が苦しげな息を吐きだし、腰をぶるりと震わせる。脈動する屹立が手のひらで大きく跳ね、口腔内に大量の白濁が注がれた。生臭い味が口いっぱいに広がり、眉を顰める。

　鼻で息をするのを止めて一気にそれを飲み干すと、慎之介が驚いたように腰を引いた。

「もしかして、飲んだ？」

　どうやらそこまでさせるつもりはなかったらしい。真理が振り返り様に頷くと、眉を下げた彼が息を整えながら案じるような視線を向けてきた。

「ん、大丈夫……まずいけど」

　飲めるかどうかはやってみなければわからなかった。ただ、いつも自分ばかりが気持ちよくなってしまっているから、彼にも同じようにしてあげたかっただけで。なんだかんだと甘い彼は、真理の口元を拭った指先を舐め上げた。

「ほんとだ、まずいな」

　初めて舐めた、と呟きながら、彼は腕を突き身体を起こした。

　真理は、シーツに寝転がり、片足だけを高く上げた格好をさせられる。散々見られて、触れられていても、太ももをしっかり掴まれて彼の眼前に蜜口を晒しているかのような状態に羞恥を隠せない。

「やだ、この格好。恥ずかし過ぎる……」

　真理が腕で顔を隠しながら言うと、声を立てて笑われる。

「そう？　真理は恥ずかしいのが好きなのかと思ってた。それにほら……ここ、さっきからずっとひくついてる、物足りないんだろ」

　からかうように楽しげな声色で言われて、かっと頬が朱に染まる。焦れったく感じていたのは本当だ。もっと激しくしてほしいと思っていたのも。

　真理は小さく頷いて、ふたたび覆い被さってくる逞しい身体を抱き締める。

「覚悟しておいて。俺、しつこいよ。一回抱いたら止まらないだろうから」

　いつの間に用意したのか、慎之介は枕の横に置いてある手のひらサイズの箱を取り出し、中からなにかを取り出した。どうやら避妊具のようだ。もちろん知ってはいるけれど、間近で見るのは初めてだ。

「真理、つけてくれる？」

　口を開けた四角いパッケージを手渡される。避妊具を取り出して見ると、先端に合わせて引き下ろすだけの仕様でわかりやすかった。

「うん」

　真理は寝転んだまま、腹ばいになって慎之介の性器に手を伸ばす。

「被せて」

「こう？」

　初めて触れるわけでもないのに手が震えそうになるのは、期待と羞恥に寄るものだろう。

　緊張しながらも、避妊具の中心を亀頭に被せ、そのまま手を下へ滑らせてみる。

「そう、上手」

　よくできました、と言わんばかりに、髪をくしゃりと撫でられた。

　反り返る陰茎を足の狭間にぴたりと押し当てられ、ようやく繋がれる期待に喉が鳴る。すると陰茎に愛液をまぶすように腰を前後に揺らされて、亀頭の尖りが陰核の上を滑った。

「はっ、あ」

　急に与えられた刺激に驚いていると、興奮しきった息を吐きだした慎之介がゆっくりと前後に腰を動かす。

「こうして、擦るだけで、次から次へと溢れてくるね」

「あっん」

　はっと短く息を吐ききった彼は、真理の両足を掴み大きく開かせると、ぱっくりと開いた入り口に丸い先端を押し当て陰茎を滑らせる。

　愛液のぬめりが潤滑油となり、亀頭の張りだした部分が摩擦なく動く。

「は、あっ、も、挿れて……っ」

　真理の身体の準備は整っている。ようやく挿れてもらえるのだとばかり思っていたのに、慎之介は焦らすように蕩けた陰唇に性器を擦りつけてくる。

　血管の浮き出た硬い陰茎がぬるついた蜜口を擦り上げながら、ゆっくりと上下に動く。くちゅ、ぬちゅんと卑猥な音を立てて、愛液が足の間で泡立った。

「ひぁ、ん、あっ」

「あ～きついな、早く挿れたい」

　慎之介が眉を寄せ苦しげな声を漏らす。彼の息遣いは荒く、狭間で動かされる陰茎は今にも精を吐きだしそうなほど硬く膨らんでいる。

「も……いっ……から」

　真理がそう言うも、彼は緩く腰を上下に動かすばかり。

「挿れてほしい？」

「ん、挿れて……っ、あぁぁっ……そこ、こりこりしちゃ、や……達く、ぅっ」

　何度となく追い詰められた身体は快感を拾うのも早く、亀頭の尖りで淫芽を擦られると、呆気なく絶頂への階段を上り始める。

「何度も達くと辛いんだろ？」

　呆気なく達してしまいそうになると、焦らすような動きに変わる。快感が引いていき、もどかしさがますます強くなっていく。

「ひ、あっ」

　真理が荒く息を吐きだし快感に耐えていると、淫芽をこりこりと擦られる。腰が大きく跳ねて、蜜口から溢れた愛液が太ももを伝い流れ落ちた。

「し、んのすけ、さっ」

　彼のものがほしくておかしくなりそうだ。

　もどかしさに耐えきれず、真理は腰をくねらせる。

「あっ、やだぁっ、もう……ほし」

　真理は髪を振り乱して、誘うような声を上げた。

　何度も達したせいか、焦らすような動きだけでは、すぐさま波が引いてしまう。慎之介にねだるような視線を向けると、触れるだけのキスが贈られた。

「俺ので、中、擦ってほしい？」

　彼はそう言いながら、もどかしい愛撫ばかりを続ける。声に余裕はないのに、じらし続ける彼は楽しそうだ。

「ん、あぁぁっ、ほしっ、お願い、挿れ……も、ひ、ぁっ」

　真理は髪を振り乱し、悲鳴のようなよがり声を漏らした。慎之介の腰に膝を押し当てると、誘うように擦り寄せる。乞うように彼の腰に足を絡めて、背中に抱きつく。

　陰茎の先端で蜜口をつんつんと突かれると、腰を震わせながら感じてしまう。つぷりと亀頭が埋められて、浅瀬をかき混ぜられる。

「挿れて、ってばぁっ……もう、やぁっ」

「こう？」

　切っ先が埋め込まれたかと思えば、入り口をぬるぬると擦るばかり。ひくつく蜜穴を弄ぶように、ちゅぽちゅぽっと抜き差しされる。

「ちがっ、んあっ」

　最奥がじんと甘く痺れ、彼のものを引き留めようときつく収縮する。早く達したくてたまらないのに、強い快感を与えてもらえず、焦れったさでおかしくなってしまいそうだ。

　甘い快感が訪れる期待に蜜口がいやらしくひくつく。丸みを帯びた先端が媚肉をかき分け、中にずずっと入ってくる。

「は、ぁ……っ」

　吸いつくような動きで隘路が収縮し、屹立を締めつける。だが、思っていた快感はやってこない。

　慎之介は先端だけを呑み込ませた状態で動きを止めると、遊ぶように浅瀬を抜き差しし始めた。中心を軽く突かれるだけで頭の奧を痺れさせる快感が迫り、達しそうになる。だがそのたびに動きを止められてしまう。

「あ、あっ……な、んで」

「初めてなんだから、慣らさないと」

　先端の張りだした部分で入り口付近を擦られ、ちゅぷ、ちゅぷっと愛液をかき混ぜながら出し入れされる。もっと奧を擦ってほしくてたまらない。

「ん……はぁ、はっ」

　耐えがたいほど全身が昂り、奧に誘うように腰を揺らすと、背後から笑みを含んだような声が聞こえてくる。

「どこをしてほしいの？」

「もっと、奧、して……ごりごり、擦って」

「痛くても、いやだって言ってもやめてあげられないよ？」

　会話をしながらも、慎之介は緩やかに腰を動かし続ける。ず、ずっと少しずつ奧に入ってきているが、長大な陰茎の半分も埋められていない。

「お腹、切ないの……早く、めちゃくちゃにして」

　真理は、慎之介の首に顔を埋めると、耳元で囁くように言った。ちゅっと首筋に口づけて、舌で汗ばんだ肌を舐める。

　慎之介の息を詰める様子が触れあった身体から伝わってくる。

「おねだりするの、たまらなく可愛いな。それにほら、我慢したからか、真理の中、さっきよりずっと吸いついてくるよ……はぁ、そろそろ……っ、限界だな」

「あぁぁっ！」

　真理が懇願に応えるように、ずんっと勢いよく長大な肉棒が突き挿れられる。隘路がめいっぱい満たされて、言葉では言い表せないほどの凄まじい快感に襲われた。

「はぁ……あぁ、すごい」

　そのあまりの心地好さに下腹部が痛むほど甘く疼き、気が遠くなりそうだ。自分がほしかったのはこれだと、真理は愉悦の孕んだ満足げな吐息を漏らした。

　腰がびくびくと震えて、あっという間に限界を迎えると、慎之介のものを根元まで受け入れた結合部から、淫らな愛蜜がとろとろと溢れだす。

「初めてなのに、挿れただけで達ったの？　感じやすくて可愛い」

　彼は蜜口をかき回すような腰の動きで最奥を突いてくる。

「あ、あっ……だめ、待って……達った、の……だめぇっ」

「やめてあげられないって言っただろ？」

　達したばかりの敏感な身体がさらに追い詰められていく。次から次へと強烈な快感が押し寄せ、狂おしいほどの絶頂感に呑み込まれそうになると、どうにかなってしまいそうな恐怖と、胸の中を満たす歓喜に流され、理性が崩壊していく。

「いっぱい、達っちゃう、から……っ」

「いいよ、頭がおかしくなるくらい、いっぱい達かせてあげる」

　ずるずると引き出された陰茎を勢いよく押し込まれて、そのたびに達してしまう。素早い腰の動きに合わせて、ずちゅ、ずちゅっと淫音が響き、飛び散った愛液がシーツをぐっしょりと濡らしていく。

「ひぁ、あ、あぁ……また、達く……達く」

　細い腰を掴まれ、激しく揺さぶられる。顔は蕩けきっていて、焦点の合わない視線は宙を向いている。

　肌と肌がぶつかりあう打擲音がして、恥毛が触れあう感触にすら甘く感じてしまい、喘ぎ声が止められない。

「深い、とこ……気持ち、い……あ、んんっ」

　亀頭の尖りで淫芽の裏側をごりごりと擦り上げられる。その削り取るような動きのあまりの心地好さに、うっとりと目を細めてしまう。全身から力が抜けて、支えられていなければ腰を上げていられない。

「気持ちよ過ぎて、俺も……すぐに達きそうだ」

　熱っぽい声が耳元で響き、突然、さらに深い部分に腰を押し込まれた。凄絶な快感が脳天を突き、全身の肌がぞわりと粟立つ。

　慎之介は真理の腰を抱え直し、身体を密着させると、がつがつと叩きつけるように腰を振り立てる。足の間の感覚がなくなって、四肢に力が入らない。快感を与えられるたびに、おびただしい愛液がぴしゃりと飛び散り、シーツを濡らしていく。

「あ、あぁぁっ、ま……待って……お願い、今、だめぇっ！」

「ごめん、無理だ……止まれない……っ」

　達した直後の敏感な身体を容赦なく責め立てられて、目の前に星が瞬く。口を閉じることさえできず、みだりがわしい声を上げ続けながら、収まらない絶頂感に呑まれていく。

「だめ、なの……っ、や……またっ」

　真理はぼろぼろと涙をこぼしながら、腰をびくびくと浮き上がらせた。

　何度達しても、彼の動きは止まらない。狂おしい愉悦が幾度となく迫り、口の端から飲み込みきれなかった唾液が顎を伝い滴り落ちる。

「あぁ……いい」

　慎之介が感嘆の声を上げながら、ずるりと陰茎を引き抜いた。

　そして真理の身体を横にすると、片足だけを持ち上げ、足の間に腰を差し入れてくる。

　濡れそぼりひくつく蜜口に、愛液にまみれ濡れて光る先端を押し当てると、一気に最奥まで突き挿れた。

「あぁぁっ」

　全身を激しく揺さぶられ、叩きつけるように最奥を貫かれた。

　先ほどとはまた違う角度での律動に、また達してしまう。腰を弓なりにしならせながら、シーツを掴む。果てしなく続く絶頂感に襲われ、快感を追うことしか考えられなくなっていく。

「ひ、あ、あぁぁっ」

「あー可愛い。中、ぬるぬるだし、ここも漏らしてるみたい」

　慎之介が熱に浮かされた声で言う。

　自分の身体に夢中になっている様は、ひどく扇情的で目が離せない。腕を伸ばすと、足を下腹部につくほど深く折り曲げられ、顔を近づけられる。

「達き過ぎて泣いちゃうの、可愛い」

　愛おしむような目で見つめられ、触れるだけのキスが贈られる。下唇を軽く食まれ、舌で舐められると、蜜襞がひくつき彼のものをぎゅうぎゅうと締めつけてしまう。

「ん……」

　唇を開けて、彼の舌を受け入れようとする。だが、慎之介は舌先で唇を舐めるばかりで深いキスをくれない。もどかしさを覚え、自分から彼の唇を軽く噛む。

「もっと、して」

「快感に正直なところも好きだよ」

　慎之介の吐息が口に触れて、熱い舌が隙間を割り滑り込んでくる。差しだした舌の周りをくるりと舐められ、くちゅっと唾液が絡まる音が立つ。

「はぁ……っ」

　キスをしている間も、叩きつけるような腰の動きは止まらない。愛液をかき混ぜるような動きで腰を押し回し、蜜襞ごと擦り上げられる。

「んんっ、はぁっ」

　真理が腰を震わせながら首を仰け反らせると、至極楽しそうに囁かれる。

「あぁ、また達ったね」

　ただ真っ直ぐに叩きつけるだけだった動きが、角度を変えて真理の弱い部分を探るようにゆっくりとした動きに変わる。

「真理……もう二度と、別れる、なんて言わないよね？」

　指先で淫芽を探りあてられ、ぬるぬると転がされる。外側と内側から同時に与えられる凄絶な快感に呑み込まれ、理性が焼き切れてしまう。

「言わない、言わない、から……あぁっ、そこ、一緒にしちゃ、また」

「俺が、好き？」

　開いた膝ががくがくと震える。蜜口から大量の愛液が噴きだした。だが恥じ入る感覚はすでになく、快感を追うことだけで頭がいっぱいに埋め尽くされていく。

「ん、あっ……好き、好き……ね、もっと、して……ぐりぐり、してぇっ」

　彼の指先に擦りつけるように腰を振り乱し、蠢く隘路がきゅうきゅうと楔を締めつける。淫芽の表と裏側から快感を与えられ、ぴしゃぴしゃと愛液が弾け飛ぶ。

「もっと俺に溺れてよ」

　慎之介は荒く息をつきながら、腰を押し回すような動きで最奥を突き上げた。

「ひ、あ、あっ……もう、もうっ……」

　すぐさま絶頂に押し上げられ、がくがくと腰が震える。足の間にこぼれた蜜がぽたぽたと滴り、慎之介の手のひらをぐっしょりと濡らす。指先にまぶした愛液を花芽に擦りつけられ、ぬるり、ぬるりと淫猥に動かされる。

　全身が燃えるように熱くなり、自分の声にさえ気持ちが昂ってしまう。こらえきれないみだりがわしい声が引っ切りなしに上がる。

　腰の動きに合わせて、ぬちゅ、ぐちゅっと淫音が響き、意識が遠くなりそうなほど恍惚とした感覚に包まれる。

「これじゃ、保たないな」

　身体が重なり、きつく抱き締められる。肌が汗で滑り、興奮しきった彼の声が耳のすぐ近くで響いた。ゆっくりとした腰の動きに変わり、ずるずると自分の中に入り込んでくる感覚に全身が総毛立つ。

「あ、あっ、そこ……あぁぁっ、ゆる、して……もっ」

　啜り泣くような声で懇願するも、強い快感と弱い快感を交互に与えられる。

　長大な陰茎で柔襞を擦られ、硬い先端で最奥をぐりぐりと突き上げられると、頭の奧が痺れてなにも考えられなくなる。

　身体に巻いていたタオルはとっくに外れてしまっていて、まろみ出た乳房が慎之介の腰の動きに合わせて、ぶるぶると揺れている。

「触ってもいないのに、乳首が勃ってる」

「ん……ぁっ」

　指先でぴんと弾かれて、ただそれだけの刺激にまた達してしまう。彼のものを搾り取るような動きで隘路が蠕動する。

「はっ……っんとに、たまんない。俺も、もう、達きそう」

　耳元で苦しげな息遣いが聞こえると、狂おしい速度で抜き差しされる。腰を穿たれるたびに結合部から愛液が飛び散り、足の間に滴り落ちる。

「ひ……あ、あっ」

　揺さぶられる動きに合わせて、喘ぎ声が途切れがちに響いた。

　すでに限界はとっくに超えていて、夢と現実の狭間で抱かれているような感覚さえしている。理性もなく、本能のままに彼を求めてしまう。

「達く、の……もっ……また」

　隘路が蠢き、怒張を強く締めつける。

　真理はがくがくと腰を震わせながら、何度となく高みへと上り詰める。

「一緒に、何回達けるかな」

　小さく笑い声を漏らした慎之介が、自身の快感を追うように穿つスピードを速めていく。

　はっはっと短く息を切らしながら、胸に顔を埋められ、さらりと触れる髪の感触が気持ちいい。ちゅうっと乳首を吸われると、じんと鋭い快感が湧き上がり、長く続く心地好さに包まれる。すでに達しているのかどうなのかさえわからない。

「はぁ、ふ、ひぁっ」

　口から漏れる声はすでに掠れきっていて、吐息は啜り泣くようにか細い。目を瞑れば意識を失ってしまいそうなほど、度重なる絶頂に身体は疲れ果てていた。

「そろそろ、達って、いい？」

　なにを問われているかも理解できないまま、真理は頷いた。

「あ、あ、ん……はぁ」

　喘ぎ声にすら力が入らない。

　身体を起こし体勢を変えた慎之介に乳房を掴まれ、上下に揺らされた。その間も容赦のない腰使いで責め立てられて、肌と肌がぶつかる音が響く。

「真理……っ、もう」

　彼の動きに合わせて、淫らに腰を振り乱す。耳に届く息遣いや声に煽られ、興奮がより大きく高まっていく。

　するとさらに容赦のない腰使いで最奥をずんずんと押し上げるように穿たれる。

　子宮口を押し上げるように、ひときわ強く最奥を貫かれた。ずんっと深い部分を穿たれた瞬間、目の前が真っ白に染まる。

「あぁっ、無理、はぁっ、もう……お願い、無理、なの」

　官能的な彼の声にさえ感じてしまう。真理は全身をびくりと震わせ、男のものを強く締めつける。すると、胎内で脈打つ欲望がはち切れんばかりに大きく膨らんだ。

「ひ、あぁぁっ」

　強烈な快感が迫り、感極まった声を上げると、全身が硬く強張った。これ以上ないほど深いところを貫かれた瞬間、真理を抱き締めている男の身体がぶるりと震える。

「……っ」

　乳房を強く掴まれ、頭上から呻くような声が聞こえた。

「も……っ、出そう」

　欲情しきった声が耳の近くで響き、最奥で飛沫が上がると、避妊具越しにもかかわらず隘路が温かいものに包まれていくような感覚がする。

　最後の一滴まで注ぐように緩やかに腰を動かされ、ずるりと滾ったままの屹立が引き抜かれた。

　激しい絶頂の余韻に襲われ、全身からどっと力が抜ける。弛緩しきった身体がシーツに沈むと、繋がったままの状態で抱き締められた。

「平気？」

　慎之介の声が遠くに聞こえた。なにか答えないといけないと思うのに、まぶたも口も重く、とても開けられそうにない。

　額に張りついた前髪を払われて、優しく頭を撫でられると、ますます意識が遠ざかり、自分の呼吸音だけがやたらと大きく聞こえてくる。

「起きたら、またしようか」

　そんな言葉が夢の中で聞こえた。

　仕事柄、体力はある方だと思っていたのに、慎之介の絶倫っぷりにはとてもついていけない。真理は「無理」とだけ言い残して、気を失うように眠りに落ちた。







　真理が目を覚ますと、目の前に眩し過ぎる美形のアップがあった。

「起きたね」

「私、寝てたんだ」

　いまだ夢うつつの状態から覚めておらず、寝た気がしない。

「って言っても、一時間くらいしか経ってないけどね」

　気持ちよかった、としか覚えていないけれど、身体に残る気怠さが夢ではなかったと教えてくれる。身体を重ねた喜びがじわりと生まれてきた。

　初めて慎之介とキスをしたときのような甘ったるさが胸の中に広がり、なんだか目を合わせられない。

「恥ずかしいの？」

　思わず慎之介から目を逸らすと、啄むような口づけが贈られる。

「だって、初めてだったんだから……って、あれ？」

　なんだか心許ない感覚を覚えて、真理は身体に掛けられていた布団を捲った。

　あのまま寝てしまったのだから当然、タオルどころか下着一枚身につけておらず、慎之介も裸だった。慌てて布団で身体を隠す。

　汗まみれだったはずだが、身体にべたつきはない。ちらりと横で真理を抱き締めている男を見つめると、嬉しそうな笑顔を返される。

　先ほどまでのあれやこれやを思い出し、恥ずかしさで枕に顔を埋めた。

「一応身体は拭いたけど、あとでもう一回一緒にお風呂に入ってさっぱりしようね。身体は平気？」

「平気、ちょっとだるいくらいかな」

　足の付け根や腰が筋肉痛のように痛むが、ずっと寝ているほどでもない。

「やっぱり余裕なくて、無理させた。ごめんね」

「いいよ、嬉しかった、から」

　慎之介も誰かと身体を重ねるのは初めてだったのだ。

　何度となく試したけれど、誰とも挿入には至らなかったと聞いた。自分とは最後までできたのだと思うと、特別な想いがそこにあると実感し嬉しさも倍増する。

「痛くはなかった？」

「うん」

　それどころか、指や舌で散々高められたせいで、初めてとは思えないほど感じてしまった。

　あれが普通なのか、真理が感じやすいのかはわからないが、また慎之介とあんなふうに身体を重ねるのかと想像するだけで下腹部の奥がじんと疼きそうになる。

「俺……真理と出会えて良かったな」

　慎之介が感動したようにぽつりと漏らした。

「好きな女性を抱けるって、こんなに感動するものなんだなって思ったんだ」

　彼の中には常に、このまま一生誰とも関係を持てないかも、という恐怖があったはずだ。さらに父親から結婚を急かされ、誰でもいいから助けてほしいとも思っていただろう。

「君がいやだって言っても、もう、離してあげられそうにない、ごめんね」

　うなじに口づけられて、そっと耳元で囁かれた。

　彼には自分しかいない。そして真理が好きになれるのも、彼だけだろう。

「いやだなんて言わないから、ずっと、一緒にいて」

「あぁ、もちろん」

　昔は、どれだけ望んでも手に入らないと思っていた。だから遠くから見ていることしかできなかった。彼のトラウマがなかったら、こうして想いを通わせることもなかったはずだ。

「私……慎之介さんが、誰ともできなくて、良かったって思っちゃった。ずっと苦しんでいたって知ってるのに……私としかできなくて嬉しいって」

「俺もだよ。生涯、恋をする相手も、抱く相手も真理だけでいい。あのとき、真理を助けられて良かった」

「良かった、って思ってくれるの？」

　彼を苦しめていたトラウマなのに。

　真理を助けられて良かった、そう思ってくれるのか。

　目の奥が熱くなり、涙が溢れる。泣いていることに気づいたのか、抱き締める腕の力が強まった。

「お互いが唯一なんて最高じゃないか」

　足を持ち上げられ、昂った彼のものが押し当てられる。

「あ……っ」

　先ほどまでの行為の余韻を残したままの身体は、その刺激にさえ感じてしまう。

「真理、大好きだよ」

　彼のものがゆっくりと胎内に入ってくる。

　見つめあい、どちらからともなく唇を寄せた。キスはすぐに深まり、唇を割って舌が差し入れられる。

　手のひらが重ねられ、指が絡まる。首元に顔を埋めた慎之介がすんと息を吸って、口元を緩めた。

「やっぱり、甘い匂いがする」

　愛おしそうに微笑んだ慎之介の唇が、愛している、と動いた。

　真理は双眸を細め、彼の唇を受け止める。








　エピローグ









　慎之介は図書室に本の返却にいくため、階段を上っていた。

　一人の男子生徒が慎之介を追い越し、階段を駆け上がっていく。

「あっ、ごめんっ！」

　そんな声に顔を上げると、男子生徒と女子生徒がぶつかり、女子生徒が身体のバランスを崩した。危ない、と咄嗟に身体が動く。

　女子生徒は頭を庇うようにして腕で覆い、転がるように階段から落ちてきた。

「危ない……っ」

　慎之介は彼女の身体を支えるために腕を伸ばす。シャンプーの香りだろうか、ふわりと甘ったるい匂いが鼻に届いた。もっと嗅ぎたくなるような感覚に驚いていると、衝撃が下半身を襲い、痛みに顔を顰める。

「……っ」

　女子生徒は階段から落ちたことにショックを受けたのか、慎之介の上で放心している。だが、おそらく頭は打っていないだろう。

「い、た……くない？」

　そんな呟きが耳に届き、喋れるなら大丈夫かとほっと胸を撫で下ろした。女子生徒は慎之介の存在にようやく気づいたのか、動揺も露わにぴたりと動きを止める。

　階段から転げ落ちた際に乱れたであろう髪が、女子生徒の顔を覆ってしまっていて、口元しか見えない。

　彼女の顔を見て息が止まりそうになったのは、最近同じように髪を乱した女性が出てくるホラー映画を観たからだ。当然、そんな心境を顔に出すわけもなく、なるべく平静を務めて話しかけた。

「大丈夫？」

「は、はい」

　いまだショックから抜けだせないのか、女子生徒は動こうとしない。仕方なく、身体を起こし、彼女を起こそうと手を伸ばす。

　脇を支えて身体を起こしてあげようとしたのがいけなかった。ふにゅりと手のひらに柔らかい感触が伝わり、それがなにかに気づくと今まで感じたこともない動揺が胸に広がっていく。

　下半身がずんと重くなる感覚がして、視線を向けると、己のものがズボンを押し上げるように硬く張っていた。自身の身体の変化を目の当たりにし頭が真っ白になる。

　今まで、昂った感覚を知らなかった慎之介にとって、女子生徒に触れてそうなってしまった現実は到底受け入れられるものではなかったのだ。

（うそ、だろ）

　男性器は見てわかるほどに大きくなり、ズボンの一部分だけが不自然に盛りあがっていた。女子生徒の視線は下半身に注がれていて、慎之介の頬が見る見るうちに真っ赤に染まる。

（見られた……っ）

　女子生徒を案じることもできず、慌てて足を引き抜くと、ごんっと鈍い音が聞こえてくる。

　彼女が床に頭を打ちつけたのはわかっていても、労ることすらできない。見られたくないという思いから下半身を隠すようにしてトイレに逃げ込んだ。

　思い出すなと念じても、手のひらに触れた柔らかい感触が思い起こされる。

　慎之介はしばらくの間その場から動くこともできなかった。

　自分の痴態が噂になるかもしれない。そんな恐怖に苛まれながら、翌日、学校へ行くと、ロッカーに一通の手紙が入っていた。開封せずとも誰かの手紙か瞬時にわかる。

　ロッカーの中には昨日と同じ甘ったるい匂いが残っていたからだ。顔も見ていないのに、なぜか彼女の匂いが忘れられない。

　慎之介は、彼女の感触を思い出しながら淫らな行為に耽ってしまった後ろめたさに襲われ、隠すようにして手紙をポケットに入れる。

　家に帰って慌てて手紙を開封した。そこには昨日の礼が書かれており、名前も学年もない。

　ただ、慎之介のロッカーに手紙を入れた、ということは、女子生徒は自分を知っているということ。相手はクラスメイトかもしれないし、そうではないかもしれない。

　胸に触れて興奮してしまったことを明日にはバラされるかもしれない、そんな恐怖に苛まれる。手紙に染みついた甘い匂いで頭がおかしくなりそうだった。

　それから、女子生徒から呼び出しを受けるたびに、戦々恐々としていた。あのことをいつ言われるかと、気が気じゃなかった。

　高校に入学し、次第にその出来事の記憶も薄れ始めてきた頃。

　ようやく、おかしいと気づいた。試すように女性と関係を持とうとして、自分の下半身が役立たずであることを知る。

　そんなわけがない、と自分の身体に起こった異変を否定するために、何度も女性と関係を持とうとした。けれど、たったの一度も反応しなかった。できなかった。誰にも相談できないまま、月日だけが過ぎていった。

　初めて彼女を見たのは、志摩おすすめのレストランだった。

　ランチをデザートセットで注文すると、申し訳なさそうな彼女がテーブルにやって来た。

『申し訳ございません……ご注文いただいたマスカットパフェですが、マスカットの在庫を切らしておりまして。こちらのメロンパフェならすぐにご用意できるのですが、いかがでしょうか？』

　メニューを手渡され、偶然手が触れた。

　触れた手からなにかが伝わってくるはずもないのに、なぜかもう一度触れてみたい思いに駆られる。そんな自分の感情に戸惑った。

　彼女がすぐに手を引き、小さな声で『申し訳ありません』と謝られる。謝るのはこちらの方なのにと思ったものの、笑みを返すことで気にしていないと告げた。

（女性に、触れたいと思ったのは、あのとき以来だ）

　それに、ふわりと漂ってくる彼女の匂いにどことなく既視感を覚える。もう一度触れてみたらわかるのではないかと思ったが、店員にそんなことをするわけにもいかない。

『そっちに変更で構いませんよ』

『ありがとうございます。紅茶のおかわりをサービスでつけさせていただきますので、お持ちしますね』

　彼女が頭を下げて、離れていく。

　慎之介はその後ろ姿をいつまでも見つめ続けた。

『どうしたんですか？　あの子のことじっと見て。珍しい。一目惚れでもしたの？』

　志摩にからかうように言われて、考える。

『会ったばかりで好きもなにもないだろ。ただ、どこかで嗅いだ覚えのある匂いだったから気になっただけだ』

『パンケーキのバターの匂いじゃないの？』

　志摩が近くに座る女性グループのテーブルに視線を向けた。テーブルにはバターがたっぷり載せられたパンケーキが置かれている。

『バターじゃないな。甘い……なんだろう、焼きたてのクッキーみたいな』

『好意を持った相手の匂いに惹かれるって少なくないみたいよ。彼女に声をかけてみる？　恋人がいるか聞いてあげましょうか？』

　志摩には、中学時代の一件は話していなかったが、女性相手に不能であることは伝えてある。好きでもない相手と関係を持つことに抵抗があった慎之介のために、後腐れない女性を紹介してくれたのが志摩だ。

　何度試してもうまくいかず、最近は諦めかけていたのだが、もしかしたら彼女ならという希望がむくむくともたげ始める。

『いや、いい』

『仕方がないとはいえ、ほんと慎重よね。社長からも結婚を急かされてるでしょうに。そろそろ誤魔化しきれないんじゃないの？』

『あぁ、だから、結婚を申し込んでみようと思う』

『はっ？　誰に？』

　志摩は目を丸くして、こちらを見る。話の流れから言って、誰にとわかっているだろうに。なぜそんなことを聞くのかがわからず、慎之介は首を傾げた。

『誰にって、さっきの女性に決まってるだろ。志摩、頼んだ』

『彼女に結婚を申し込むの？　本気？』

『本気に決まってる』

　志摩の調査を待つ間、何度も店に通った。そのうち、彼女と挨拶ができるまでの関係になった。

　慎之介は、彼女と顔を合わせるたびに、やはり求めていたのはこの人だと、魂に刻み込まれた相手と出会ったような感覚に陥った。

　真理のすべてがほしい、けれど、嫌われたくない、嫌がられたくない、そんな恐怖もあった。自分には彼女しかいないのに、彼女に恋人がいたらと考えるだけで、ひどく落ち込んで気が塞ぐ。

　彼女のことはなにも知らない。可愛いとは思うが、見た目を好きになったわけでもない。仕事に一生懸命なところに好感は持てるが、彼女だけが特別な理由はなかった。

　そんな一目惚れとしか言いようのない自分の気持ちに動揺しながらも、諦められなかった。事情を話して受け入れてもらうしかない。慎之介はそう決意する。

　そうして真理の情報を手に入れた慎之介は、彼女の父親が豊島食品に勤めていることにさらに運命を感じ、見合いを申し込んだのだ。







　それから一年が経ち、無事に婚姻届を提出した。

　その前から一緒に暮らしていたため生活に変化はなかったが、真理の左手の薬指に輝く指輪が婚約指輪から結婚指輪に変わったことくらいが唯一の変化だろうか。

「初めて会ったとき、志摩さんとそんなこと話してたの？　それは志摩さんも驚いたでしょ？」

　真理はオーブンから鉄板を取り出し、鍋敷きの上に置いた。鉄板には可愛らしい形をしたクッキーが並んでいる。

「なんで驚くのかがわからないよ」

「だって、いきなり結婚って」

「この人しかいないって思ったんだよ。言っただろ、一目惚れだって」

　慎之介が言うと、真理の頬がバラ色に染まる。何度も夜を過ごしているというのに、彼女の初心さはまるで会った頃と同じだ。

「手を触っただけで？　あ、匂いで？」

「さぁね。俺はきっと、本能で真理を求めてたんじゃない？」

　真理は納得いかない、と言いたげに唇を尖らせて、クッキーを一枚手に取った。それを口元に差しだされて唇で食むと、真理の細い腰を引き寄せる。

　クッキーが中心で半分に割れて、唇がそっと触れた。クッキーを咀嚼し飲み込む。以前、デートでもらったときよりも、ずっと、ずっと甘い味が口の中に広がった。






了












欲しいのはカラダだけ!?


初恋の人が、君にしか勃たないと迫ってきます
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